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我
が
国
の
踏
切
道
数
は
、
立
体
化
や
統
廃
合
に
よ
り
着

実
に
減
少
し
て
き
て
い
る
も
の
の
、
現
在
、
全
国
に
約
三

万
六
、
0
0
0
ヵ
所
存
在
し
て
い
る

(図
1
)。
海
外
の

先
進
都
市
と
比
べ
て
み
る
と
我
が
国
の
踏
切
数
は
著
し
く

多
く
、
例
え
ば
、
東
京
三
三
区
に
は
約
七
〇
〇
ヵ
所
も
の

踏
切
が
存
在
す
る
が
、
同
じ
よ
う
な
範
囲
で
比
べ
る
と
、

ロ
ン
ド
ン
や
パ
リ
で
は
三
〇
ヵ
所
以
下
で
あ
り
、
踏
切
密

度

(
一
蝋
当
た
り
の
踏
切
数
)
で
比
較
し
て
み
る
と
、
東

京
は
パ
リ
の
約
六
〇
倍
、
ロ
ン
ド
ン
の
約
八
〇
倍
に
も
の

ぼ
る

(図
2
)。

ま
た
、
踏
切
の
中
で
も
、
踏
切
遮
断
時
間
が
ピ
ー
ク
一

時
間
に
四
〇
分
以
上
に
な
る
い
わ
ゆ
る
｢開
か
ず
の
踏
切
｣

は
全
国
に
約
六
〇
〇
ヵ
所
存
在
し
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち

約
九
六
%
が
、
東
京
、
大
阪
等
の
三
大
都
市
圏
に
集
中
し

て
い
る

(図
3
)。
｢ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
踏
切
｣
は
約
一
、
一

〇
O
ヵ
所
あ
り
、
｢開
か
ず
の
踏
切
｣
と
同
様
、
多
く
は

三
大
都
市
圏
に
集
中
し
て
い
る

(図
4
)。

※

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
踏
切
･･･ピ
ー
ク
一
時
間
当
た
り
の
遮
断
時
間
が
四
〇

分
以
上
の
踏
切
、
ま
た
は
、
踏
切
交
通
遮
断
量

(
一
日
交
通
量
×

踏
切
遮
断
時
間
)
が
五
万
台
時
/
日
以
上
の
踏
切
)

交
通
量
が
多
い
幹
線
道
路
な
ど
に
存
在
す
る
踏
切
で
は

渋
滞
が
慢
性
化
し
て
お
り
、交
通
の
縊
路
と
な
っ
て
い
る
。

特
に

｢開
か
ず
の
踏
切
｣
の
中
に
は
、
ピ
ー
ク
時
に
六
〇

分
近
く
も
閉
ま
り
、
渋
滞
長
が
五
〇
0
m
を
超
え
る
箇
所

も
あ
り
、
交
通
の
大
き
な
支
障
と
な
っ
て
い
る

(図
5
)。

全
国
の
踏
切
に
お
け
る
踏
切
待
ち
に
よ
っ
て
年
間
約
一
兆

五
、
0
0
0
億
円

(推
計
値
)
が
損
失
さ
れ
て
い
る

(図

6
)
0

ノノ

駮

、
踰

踰 痔溌箋率…

*

/ ミ′盛{ 颯 鰯礬灘
へ、へ、 ハ、ハ、

"グ̂′′ 讓 瀰
′》′{"】〃
{

′》′{"】〃 ′＼
メUく′クペk′＼

′メUく′クペk
′ 、、

′
瀰
轉

翔灘

リ
ム

倦1260

　数
45

道

2

切

釦

　

　

　

　

　

　　

●
◎
●
●
総
総

0

4



図 2 海外との比較

その他 10 %

三大
都市圏
45 %

図 4

全国の

ボトルネック踏切

1,156ヵ所

H 16国土交通省調べ

大都市に集中する ｢ボト
ルネック踏切｣

全国の

開かずの踏切

611ヵ所

H 16国土交通省調べ

図 3 大都市に集中する 開か大都市に集中する ｢開か
ずの踏切｣

鎌選者(踏切名) 聽切遭断時岡 圏大渋潴蠅 蛔助瀦就棚

(伊勢曲線-損号)　　 　　　　　　　　斡04
埼玉県籔曰郡碕

(樹神丼公園第5号)　　 　　 　　　　　　　　　　　　2004
葉京都練馬区

310m

　　　　　　　
510 m

　　　　　　　　　　　
名嵌名書鰹本線 510 m(茶所1号)

30D m

　　　　　　

1999
岐阜県蛭阜市

随祢電鉄本繰
　　　　
　　　　
兵庫県西宮市

図 5 遮断時間や渋滞長の長い踏切の例
資料 :各自治体乙とょる踏切交通量調査結果ょり作成

資料 # 踏切対策基本方針J東京都 (Hl6.6) など

都市名 踏切数
(箇所)

面積
(km 2 )

面積当り

踏切数
比較範囲

東京 23 区 699 621 l00
(*)

行政界

パリ 14 762 1 6
(*)

ミリ市と周辺3 県

ロンドン 19 1.280
1.3
(*)

大ロンドン地域 (ロン
ドンの 33区) のうち
外縁部を除いた区域

泉 23区における面積当り踏切数
g .13 箇所 /km2) を 100 とした値

　　　　　　　　　　　
にニコ 踏切数の比廠範囲

　　 　　
愈地下斂、酪而鏡距等を除く

- 踏切が存在する理癇
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　

市隣地
　　　　　　　　　　　　　

道行セ 2005.12

その他 2 %
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図 6 踏切遮断による損失額
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図 7 運転事故 ･踏切事故件数の推移 (全国)

104弩H"印

3
ふも

弩

も

ー

50

、〉
0

0

0

0

0

0

0

0

O
S

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　

　　

　　　

　　

　　

　　　

　　

9
'
･な
,

4

50

、)′
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

O
S

圦
則

90

80

70

60

50

40

即

刻

ゆ

949
l

- 死亡者
ト
“‐‐負傷者'

も
‘ …

ト
鮮負

‘
-
-
‘

…

‘
‐■･' ･ し-、
…

･了"
＼

U炙′′

J
へ、

し

戦＼
-徘$ ･

“謎
35

＼
＼294

'割
"
閲

ろ“

＼第
をも
、

炉｣学灼
4 o一 r 4･ nムな請畿畿霜…鯏ト惨
霧 群綿弱者説翳

^ 】 ｢ “〕 ･ r

55 60 H3 ず2 T3 f4 16
戲

べ

5
年

鋸H 16国土交通省調べ

図 8 踏切事故における死傷者件数の推移 (全国)

10

ま
た
、
踏
切
を
待
つ
際
の
自
動
車
等
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ

が
引
き
起
こ
す
⑩
排
出
だ
け
で
も
、
年
間
約
七
四
万
t

⑲
が
排
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
⑲
排
出
量
を
樹
林
に
よ
る

⑲
吸
収
で
削
減
す
る
た
め
に
は
、
山
手
線
内
側
の
面
積
の

約
一
〇
倍
の
植
林
が
必
要
と
な
る
。

踏
切
に
お
け
る
事
故
は
、
総
合
的
な
踏
切
事
故
防
止
対

策

(立
体
交
差
化
、
構
造
改
良
等
)
に
よ
り
、
減
少
し
て

い
る
が
、
平
成
一
七
年
三
月
一
五
日
に
、
東
武
伊
勢
崎
線

竹
ノ
塚
駅
付
近
の

｢開
か
ず
の
踏
切
｣
に
お
い
て
、
四
名

の
死
傷
者
を
出
し
た
悲
惨
な
事
故
が
発
生
す
る
等
、
平
成

一
六
年
度
に
は
踏
切
事
故
が
、
四
一
0
件

(死
者
一
四
四

名
)
発
生
し
た

(図
7
,
9
)。

ま
た
、
踏
切
事
故
は
一
度
発
生
す
る
と
、
重
大
事
故
に

な
り
や
す
く
、
そ
の
影
響
も
大
き
い
。
例
え
ば
、
平
成
一

四
年
に
名
古
屋
鉄
道
名
古
屋
本
線
で
起
き
た
踏
切
事
故
で

は
、
復
旧
ま
で
に
二
〇
時
間
を
要
し
、
そ
0
万
人
に
影
響

を
与
え
た

(写
真
ー
)。

踏
切
問
題
は
、
国
民
の
安
全
な
暮
ら
し
を
確
保
す
る
上

で
、
解
決
が
急
務
と
さ
れ
る
社
会
問
題
の
一
つ
で
あ
る
。

三

従
業
の
問
題
点

国
土
交
通
省
で
は
、
歩
道
拡
幅
等
の

｢速
効
対
策
｣
と

16年度内訳

図 9 原因別踏切事故件数



今
後
、
踏
切
対
策
を
進
め
る
た
め
に
は
、
実
行
力
の
あ

る
枠
組
み
を
確
立
し
、
立
体
化
ま
で
に
時
間
の
か
か
る
踏

切
へ
の

｢速
効
対
策
｣
へ
の
取
組
み
を
強
化
す
る
と
と
も

連
続
立
体
交
差
事
業
等
の
｢抜
本
対
策
｣
の
両
輪
で
総
合

的
な
踏
切
対
策
を
推
進
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か

し
、
関
係
者
間
の
意
識
の
温
度
差
に
よ
り
調
整
が
長
期
化

す
る
場
合
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
踏
切
対
策
と
し
て
は
効
果

の
高
い
連
続
立
体
交
差
事
業
は
、
平
均
事
業
費
が
約
五
〇

0
億
で
あ
り
、
事
業
主
体
で
あ
る
自
治
体
の
財
政
負
担
が

大
き
く
、
財
政
上
の
制
約
等
に
よ
り
事
業
化
ま
で
の
順
番

待
ち
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
連
続
立
体
交
差
事

業
は
広
い
エ
リ
ア
に
交
通
渋
滞
等
の
影
響
を
及
ぼ
す
幹
線

道
路
の
踏
切
対
策
を
優
先
し
て
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、

歩
行
者
交
通
に
も
配
慮
し
た
踏
切
対
策
が
不
足
し
て
い

た
。

写真 1 10万人が影響を受け、復旧までに20時間を
要した踏切事故 (H 14.9 名鉄名古屋本線)

酵
l
l
l
l
l
1
1
-
l
l
1
l
m

　　
(踏切道の除却)

に
、
｢抜
本
対
策
｣
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
ま
た
、
歩
行
者
交
通
中
心
の

｢開
か
ず
の
踏

切
｣
等
へ
の
対
策
も
必
要
で
あ
る

(図
10
･
椚
)。

構造改良く拡幅等)

備整備設鱗
麺鷲彎鞠蛇鰐

錺
凰

そ
規

図10 踏切道対策における抜本対策 ･速効対策

　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　

(踏切交通の円滑化)

連続立体壷基事業

、【鷺既存踏切道の~ ~＼ ミゼ

　　　　　　　薄弱戰 ~＼き＼~.･＼~へん~
~、ミ“~、~~抜本対策ミ

　 　　　

図= 踏切対策イメージ



図12 緊急的な踏切対策の流れ

亘

平
成
E
八
年
度
重
点
施
策

国
土
交
通
省
で
は
特
に
緊
急
に
対
策
が
必
要
な
踏
切
を

抽
出
し
、
重
点
的
な
対
策
を
実
施
し
、
踏
切
対
策
の
ス
ピ

ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
を
平
成
一
人
年
度
の
重
点
施
策

の
一
つ
と
し
て
い
る
。

特
に
緊
急
に
対
策
が
必
要
な
踏
切
と
し
て
、
｢開
か
ず

の
踏
切
｣
約
六
〇
0
ヵ
所
、
前
後
の
道
路
よ
り
も
歩
道
が

狭
く
、
自
動
車
や
歩
行
者
の
多
い
｢歩
道
が
狭
縊
な
踏
切
｣

約
七
〇
〇
ヵ
所
、
そ
の
他
｢自
動
車
交
通
が
著
し
い
踏
切
｣

約
五
〇
〇
ヵ
所
と

｢歩
行
者
交
通
が
著
し
い
踏
切
｣
約
三

〇
〇
ヵ
所
の
合
計
二
、
一
〇
〇
ヵ
所
を
抽
出
す
る
。
踏
切

の
改
善
計
画
を
適
切
に
策
定
し
、
効
率
的
な
対
策
を
実
施

す
る
た
め
、
踏
切
交
通
実
態
の
総
点
検
を
実
施
し
、
個
別

の
緊
急
対
策
踏
切
を
把
握

･
確
定
す
る
と
と
も
に
、
地
域

る
。

の
実
情
に
あ
わ
せ
て
改
善
計
画
を
策
定
す
る

(図
g
o

そ
の
た
め
、
高
さ
･
延
長
を
抑
え
た
"〉
一連
立
の
導
入

そ
し
て
、
連
続
立
体
交
差
等
の
抜
本
対
策
の
実
施
ま
で

や
融
資
制
度
の
拡
充
等
、
歩
行
者
交
通
の
多
い
生
活
道
路

に
時
間
を
要
す
る

｢開
か
ず
の
踏
切
｣
と
、
歩
道
が
狭
縊

の
踏
切
に
対
応
し
た
連
続
立
体
交
差
事
業
の
拡
充
に
つ
い

な
踏
切
の
約
一
、
三
0
0
力
所
に
つ
い
て
は
、
改
善
計
画

て
検
討
し
て
い
る

(図
倦
)

に
基
づ
い
て
、
歩
道
拡
幅
等
の

｢速
効
対
策
｣
へ
の
取
組

み
の
強
化
を
図
り
、
予
算
を
重
点
的
に
配
分
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
五
箇
年
以
内
に
速
効
対
策

、

＼

〃

を
集
中
的
に
実
施
す
る
。
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一
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四
0
0
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◇
◇
◇
◇
◇
◇
特
集
/
踏
切
遭
対
策
に
つ
い
て

◎
④
◎
◆
◆
◆
◆
◎
◎
◆
◎
◎
◎
◎
◆
◆
◆
◎
◆
◆
◆
参
9

票
京
灘
の
麟
切
輔
簾
稟
蕊
方
針
に
つ
い
て

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
基
盤
部
交
通
企
画
課

…

『踏
切
対
策
基
本
方
針
』
⑭

策
定
に
あ
た
っ
て

東
京
都
内
に
は
約
一
、
二
〇
〇
ヵ
所
の
踏
切
が
残
さ
れ

て
お
り
、
交
通
渋
滞
の
発
生
や
そ
れ
に
伴
う
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
過
剰
な
消
費
、
ま
た
踏
切
事
故
発
生
の
危
険
性
な
ど

様
々
な
問
題
の
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

東
京
都
で
は
、
こ
れ
ま
で
連
続
立
体
交
差
事
業
を
は
じ

め
各
種
の
踏
切
対
策
を
進
め
て
き
て
い
ま
す
。
連
続
立
体

交
差
事
業
は
、
踏
切
解
消
や
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
な
ど
の

面
で
非
常
に
効
果
が
高
い
事
業
で
す
が
、
多
く
の
費
用
と

時
間
を
要
す
る
事
業
で
あ
る
た
め
、
計
画
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
踏
切
問
題
の
早

期
改
善
に
は
、
連
続
立
体
交
差
事
業
だ
け
で
な
く
、
様
々

な
短
期
対
策
を
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
東
京
都
で
は
、
国
際
都
市
と
し
て
の
魅
力
向

上
、
都
市
再
生
の
推
進
を
目
的
と
し
て
、
重
点
的
か
つ
計

画
的
に
多
様
な
踏
切
対
策
を
進
め
て
い
く
た
め
、
｢踏
切

対
策
基
本
方
針
｣を
平
成
一
六
年
六
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
今
年
三
月
、
東
武
伊
勢
崎
線
竹
ノ
塚
駅

付
近
の
踏
切
に
お
い
て
、
踏
切
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
都
で
は
関
係
者
と
と
も
に
、
歩
行
者
、

自
転
車
の
安
全
確
保
を
図
る
緊
急
対
策
を
四
月
に
と
り
ま

と
め
、
現
在
、
実
施
に
移
し
て
い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
踏
切
対
策
基
本
方
針
の
内
容
及
び
東
武
伊

勢
崎
線
竹
ノ
塚
駅
付
近
の
緊
急
踏
切
対
策
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

二

『踏
切
対
策
基
本
方
針
』
④
主
な
内
容

1

｢重
点
踏
切
｣、
｢重
点
交
差
予
定
箇
所
｣
の
抽
出

東
京
都
内
に
お
け
る
踏
切
の
う
ち
、
二
〇
二
五
年
度
ま

で
に
重
点
的
に
対
策
を
検
討
･
実
施
す
べ
き
踏
切

(重
点

踏
切
)
と
し
て
、
図
1
に
示
す
指
標
に
基
づ
き
、
三
九
四

ヵ
所
を
抽
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
新
設
予
定
の
道
路

の
う
ち
優
先
的
に
整
備
す
べ
き
都
市
計
画
道
路

(※
)
と

鉄
道
と
の
交
差
予
定
箇
所

(重
点
交
差
予
定
箇
所
)
と
し

て
、
一
九
ヵ
所
を
抽
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の

重
点
踏
切
及
び
重
点
交
差
予
定
箇
所
に
つ
い
て
、
各
々
に

検
討
す
る
の
で
は
な
く
、
立
地
状
況
等
に
よ
り
グ
ル
ー
プ

化
し
た

｢検
討
対
象
区
間
｣
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
一
体

的
な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た

(図
2
)。
さ
ら
に
、

こ
の
検
討
対
象
区
間
を
次
に
示
す
と
お
り

｢鉄
道
立
体
化

の
検
討
対
象
区
間
｣
と

｢鉄
道
立
体
化
以
外
の
対
策
の
検

討
対
象
区
間
｣
に
分
け
て
、
踏
切
対
策
を
推
進
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。



恒｢重点踏切婉ゆ視点--下誘翁覇 榔製 轢学齢を抽出 !

viii)横断長が長いなどの特性を持つ踏切

ix) 鉄道利用客数が多い路線上にある踏切

図 1 ｢重点踏切｣ 抽出の視点と指標

爾)道路ネソトワーク飜多成する上で課題となる踏切

iv) 歩行者及び自転車交通量が多い踏切

v) 乗降客数の多い駅の近くにある踏切

※

優
先
的
に
整
備
す
べ
き
都
市
計
画
道
路
-･･

｢区
部
に
お
け
る
都
市
計
画
道
路
の
整
備
方
針
｣
(平
成
ニ
ハ年

三
月
)
中
の

｢第
三
次
事
業
化
計
画
優
先
整
備
路
線
｣
及
び

｢多

摩
地
域
に
お
け
る
都
市
計
画
道
路
の
第
二
次
事
業
化
計
画
｣
(平
成

八
年
三
月
)
中
の

｢前
期
事
業
化
予
定
路
線
｣

の

鉄
道
立
体
化
の
検
討
対
象
区
間

｢鉄
道
立
体
化
の
検
討
対
象
区
間
｣
と
は
、
鉄
道
立
体

化
の
可
能
性
の
検
討
を
関
係
者
間
で
検
討
す
べ
き
区
間
で

す
。
具
体
的
に
は
、
事
業
効
果
、
事
業
費
面
な
ど
に
つ
い

て
、
道
路
の
単
独
立
体
交
差
化
を
は
じ
め
と
し
た
鉄
道
立

体
化
以
外
の
対
策
と
の
比
較
や
、
鉄
道
沿
線
の
ま
ち
づ
く

り
計
画
や
道
路
整
備
計
画
の
内
容
及
び
事
業
実
施
時
期
と

の
整
合
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
鉄
道
立
体

化
の
事
業
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
、
事

業
化
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

本
基
本
方
針
で
は
、
図
3
に
示
す
指
標
に
よ
る
総
合
評

　　　　　　　　　　　
① 重点踏切同士及び重点交差予定箇所と重点踏切の間隔が lkm
以上離れていれば、区間を分ける。

② 既設及び事業中の道路立体箇所で区間を分ける。

ヌ 2 グループ化の基準

　　　
　

　　　
　　

　　
　

①
以

②

図

価
に
基
づ
き
、
二
0
区
間
の

｢鉄
道
立
体
化
の
検
討
対
象

区
間
｣
を
位
置
づ
け
ま
し
た
。

㈱

鉄
道
立
体
化
以
外
の
対
策
の
検
討
対
象
区
間

｢鉄
道
立
体
化
以
外
の
対
策
の
検
討
対
象
区
間
｣
と
は
、

道
路
の
単
独
立
体
交
差
化
や
踏
切
道
の
拡
幅
な
ど
、
早
期

に
実
施
可
能
な
対
策
を
関
係
者
間
で
検
討
し
て
い
く
区
間

で
あ
り
、
｢検
討
対
象
区
間
｣
の
中
か
ら

｢鉄
道
立
体
化

の
検
討
対
象
区
間
｣
を
除
い
た
八
三
区
間
を
位
置
づ
け
ま

し
た
。

以
上
の
策
定
の
流
れ
を
図
4
に
、
ま
た

｢鉄
道
立
体
化

の
検
討
対
象
区
間
｣
及
び
｢鉄
道
立
体
化
以
外
の
対
策
の

検
討
対
象
区
間
｣
を
表
ー
に
示
し
ま
す
。

図 3 ｢鉄道立体化の検討対象区間｣
の抽出の基準

2

踏
切
対
策
の
新
た
な
取
組
み

今
後
、
踏
切
対
策
を
一
層
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、

各
種
対
策
に
係
る
制
度
や
財
政
面
の
充
実
を
図
る
こ
と
や

関
係
者
間
の
連
携
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
な
ど
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
の
新
た
な
取
組
み
に
つ
い
て
以
下
に
述
べ

ま
す
。

の

区
市
町
等
が
事
業
主
体
と
な
る
連
続
立
体
交
差
事
業

制
度
の
創
設

連
続
立
体
交
差
事
業
の
事
業
主
体
は
、
こ
れ
ま
で
都
道

悦

府
県
･
政
令
市
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

2

区
市
町
等
が
事
業
主
体
と
な
る
連
続
立
体
交
差
事
業
制
度

微

の
創
設
を
国
に
提
案
し
、
制
度
の
拡
充
を
求
め
て
き
ま
し

道

た
。
結
果
、
平
成
一
七
年
度
に
は
県
庁
所
在
都
市
及
び
そ

忽

① 遮断時間が長い踏切数

② 自動車交通量が多い踏切数

③ 国道及び都道等の幹線道路の踏

切数

④ 鉄道と交差する都市計画道路の

整備優先度や交差予定箇所数

⑤ 歩行者及び自転車交通量が多い

踏切数

⑥ 駅及び自転車交通量が多い踏切

数

⑦ 防災都市づくり推進計画での位

置付け

⑧ 運輸政策審議会答申第18号での

潔れれ鯛

ミ

や
む

陣

｢

褻

ど
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先
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け
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数
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切

整
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数

置
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都内の全ての踏切 (約も2oo箇所) 今後新設予定の道路
との交差予定箇所

可 ◎ ｢重点踏切｣ 抽出の指標 l

｢重点踏切｣ (約390箇所) その他の踏切
,.･年度ま翻重点 ㈱ 駿辱繊繁讓覆蕊護翻讓轢黙認雜策を検討すべき踏切 施 .検討すべき踏切 道路と鉄道との交差予定箇所

｣ を立地状況等によりグループ化し検討対象区間 (103区間) を設定

中･涛 ◎ ｢鉄道立体化の検討対象区間｣ 抽出の指標 :

｢鉄道立体化の検討対象区間 (20区間)｣ を抽出 ｢鉄道立体化以外の対策の検討対象区間 (83区間)｣ を抽出

位置付け"鱗灘驚き襲豊姦鬘瀦滋瓣策 蝉盤灘灘機期能性を鰯齢馨間
についても検討すべき区間 ･自由通路や歩道橋 ･地下道の設置 ･警報時間制御など

図 4 ｢踏切対策基本方針｣ 策定の流れ (□]は ｢踏切対策基本方針｣で扱う範囲)

表 1 ｢鉄道立体化の検討対象区間｣ 及び ｢鉄道立体化以外の対策の検討対象区間｣

降嫁名 区榔名
●"' JR牌武隙 矢′=~ 立川駅付近
2 JR膏機線 立川~ 醇中将駅付近
3 JR増京鰊 十条駅付近
4 京成本總 京成高砂~ 江戸川駅付近

6- 1 京王京王轢 代田優 ~ 八幅山賊付近
5-2 京王京王線 八鐘山~ 仙川訳付近
6 京王井の頭線 永福町~ 高井戸厭付近
7 京急本媒 品川~ 北品川駅付近
8 西武池袋鰊 椎名町 ~ 桜台駅付近
9 西武池銭鱒 大泉学園~ 保谷駅付近

翻O 西は池鍛報 ひばりヶ丘~ 京久爾米顔付近
l會 西武新宿媛 中井~ 野方駅付近
12 西武断宿線 野方~ 井裟煕付近
13 西武新宿線 井荻~ 歳伏見駅付近
14 西武新宿埣 由縁~ 花小金井駅付近
15 西武断瘤橡 競村山駅付近
-6 蚊武伊勢蟻蟻 鮭ケ溺駅付近
17 勲餓伊勢鑄浚 竹ノ塚駅付近
ts 餓武藏上緑 大山駅付近
tg 最試製上拗 ときわ台~ 上板掴駅付近

20 煎急大井町線 ･釀横強
蜂が丘~ 等々力駅付近
都立大学~ 田園掘布駅付近
(自由が丘駅付近)

3 0 JR餓京箱
瓣武藤上蝋

池袋~ 板搦駅福内
池袋~ 北池袋駅構内

3 l JR増京撫 板機~ 十条
3 2 JR越中島費蟻鍛 小名木川駅構内~ 餓中島
3 3 JR新金貸物漁 断小岩 ~ 金町
34 小田独小田原線 鞆宿駅構内~ 代々木上原
36 小田危小田原線 柿生 ~ 玉川学園前
36 小田急小田原縢 鏑'= ~ 町田
3 7 小田急小田原様 玉川学園前~ 町田
3 8 小田韻小田原線 町田駅搦内
く【≦g 京成本隊 癈切願薊囲~ 総花茶殴駅構内
‘【- 京成曲酎娯 蛾又~ 京成金町駅楓肉
‘' 京王京王撫 仙川~ 圈館
乙･''I 京王京王蛉 餓祓野合 ~ 府中
‘.･- 京王京王鰔 府中~ 分倍河原
‘'‘･ 京王京王蝋 分倍岡原~ 中河原
‘･- 京王京王蟻 中河原~ 離職桜ヶ丘
‘I 癈王井の醗蟻 渋谷~ 棒寮
‘-‐ 京王井の頭線 得捜~ 下北沢
‘"' 京王井の頭饅 下北沢~ 氷襁町
乙戈 京王弁の願罐 葡井戸~ 井の頭公園
:て- 京患空港強 糀谷~ 大島居
E 西武池接蝮 勉毀~ 樟名町
E 西武池鏡鹸 大泉学園鰍細肉
E 西鎖絶毀総 消臘駅構内
5 西武弛緩籤 段簿駅構内~ 所沢
5 西武鞆肩線 高田馬端~ 中井駅垣内
56 西武節麿線 旗伏見~ 困難
5 7 西武断窟望 花小金井~ 久米川駅棚内
68 西武国分寺鍾 小川~ 國分毒
59 西武多螂湖曲 国分寺~ ‐撥学園
60 西武多臟湖隷 国分寺~ - 総学園
B蓑 西武多曄湖嬢 醤簿鱒灘駅構内
62 西武多難湖蟻 薮山駅構内
63 西武拝島惚 小川~ 森山
64 西俄樟島媛 小川駅撥肉
8 - 西武拝島線 小川~ 藏大和市
6 i 西武拝趨蝮 玉川上水~ 鼓鰍砂川
8 西武拝島齦 試鐡砂川~ 西武立川
8 西武多摩川様 多臟皺構内･白糸台駅構内
8 - 寮獸伊勢鱒蟻 嬢平櫨厭構内
7 - 騨武亀戸鰈 製舟~ 小粒丼駅構内
7 蒙籔椒上操 下仮構駅構内
7 嬢武蹴上捜 大山~ 中短構獣濱内
7 l 釀寅東上罐 上饑描~ 難武娘腸駅構内
7 ･ 東武東上鱗 祓増炭槻内
7 燕毬目線強 罠沢~ 田園鬮布
7 - 嗽急多摩川隷 多癖川~ 沼部
7 寮勉多藤川線 下丸字~ 賞藏断田
7 - 熊愈大井町縁 下神明~ 籏の台
7 I 嗽翹大井町線 鞁の台~ 北千東
8 - 餓憊池上鰤 大崎広小勝~ 長原
8 椒愈地上蟻 寓が谷大塚 ~ 轉嚴山
8 顔触池上総 久が癩~ 千舞町
8 ･ 蔑触池上報 池上~ 繭田

道行セ 2005 1 2 “

路線名 駅間
.･I▼ JR敷海道本鰊 大井町駅構内~ 川崎
2 JR損類寅線 大篤~ 新川箇
3 JR中央線 日野~ 園田駅構内
4 JR中央線 八王子~ 高麗
5 JR南武線 前多塚~ 府中本町
6 JR瘤拭績 府中本町~ 分値河原
7 JR蘭餓総 分倍河原~ 谷優駅構内
8 JR横浜線 糯* ~ 相原
9 JR實機強 中神駅構内
10 JR轡淘雄 昭島駅構内
ll JR轡機綵･JR八高球･西

武拝島執 拝鴇駅構内

l2 JR青梅蝋 年浜認樅内~ 弱封
13 JR青梅鰤 羽村~ 小作
l4 JR青梅鐵 周辺~ 敷嘗郷駅構内
15 JR五日市蝋 勲敏昭駅構内
16 JR五日市韻 勲秋留~ 秋川駅構内
17 JR五日市線 武憩蝋戸駅犠内~試搬五日市
la JR八高撫 北八王子~ 小宮
19 JR八高鰍 小宮~ 拝島
20 JR八高線 $早島~ 東福生駅構内
2 l JR鰍北本綜 蠅久駅構内
22 JR煎北本掠 鑿久駅朝内~ 赤羽
23 JR蠣北本線 王子~ 鰍十条
24 JR埼京線 渋谷~ 節高
25 JR山手繰 自白~ 触接
26 JR山手強 碆法~ 囮端
2 7 JR常盤球 曰雰里~ 三河島
28 JR常磐罐 ･鞭武伊勢的雑 北千住駅桜肉
29 JR常銅貨物線 三河島駅構内
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線
備
宿
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図 5 警報時間制御イメージ

整備前

写真 1 踏切道の拡幅

れ
に
準
ず
る
都
市

(人
口
二
〇
万
人
以
上
の
都
市
及
び
特

別
区
)
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

②

踏
切
シ
ス
テ
ム
の
改
善
に
よ
る
交
通
処
理
能
力
の
向
上

個
々
の
踏
切
で
の
交
通
処
理
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
は
、
列
車
連
行
本
数
を
確
保
し
な
が
ら
遮
断
時
間
を
短

縮
す
る
こ
と
や
踏
切
開
放
時
間
内
に
で
き
る
だ
け
多
く
の

自
動
車
を
通
行
さ
せ
る
た
め
の
工
夫
が
必
要
で
す
。
こ
の

た
め
、
警
報
時
間
制
御

(図
5
)
や
踏
切
信
号
機
の
設
置
、

交
通
信
号
機
と
踏
切
と
の
連
動
化
な
ど
、
踏
切
シ
ス
テ
ム

の
改
善
を
図
る
事
業
に
つ
い
て
も
、
新
た
な
制
度
の
創
設

に
つ
い
て
提
案
し
て
い
ま
す
。
国
に
お
い
て
は
、
平
成

一

七
年
度
か
ら
遮
断
時
間
を
短
縮
す
る

｢賢
い
踏
切
｣
の
導

入
等
を
支
援
す
る
取
組
み
が
な
さ
れ
て
お
り
、
都
が
提
案

す
る
内
容
の
一
部
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
こ
う

し
た
新
た
な
制
度
化
も
踏
ま
え
て
、
踏
切
の
一
層
の
推
進

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

3

踏
切
対
策
推
進
会
議
の
設
置

東
京
都
で
は
、
踏
切
対
策
を
早
期
に
実
現
す
る
た
め
、

地
元
自
治
体
や
鉄
道
事
業
者
な
ど
の
関
係
者
で
構
成
す
る

｢踏
切
対
策
推
進
会
議
｣
を
、
都
の
各
建
設
事
務
所
ご
と

に
設
置
し
、
具
体
的
な
方
策
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

踏
切
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
関
係
者
と
の
連
携
を
一
層

強
化
し
、
踏
切
道
の
拡
幅

(写
真
1
)
や
自
由
通
路
及
び

歩
道
橋
･
地
下
道
の
設
置
な
ど
、
踏
切
対
策
の
早
期
実
現

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

警報開始点

踏切

速度の遅い列車

速度の速い列車速度の速い列車 改善前

警報開始点



赤山街道

豊

東
武
伊
勢
崎
線
竹
ノ
塚
駅
付
近
の
繋
憲
踏

切
対
策
の
襄
葹

1

踏
切
事
故
の
概
要

平
成
一
七
年
三
月
一
五
日
(火
)
午
後
四
時
五
〇
分
頃
、

東
武
鉄
道
伊
勢
崎
線
竹
ノ
塚
駅
南
側
の
伊
勢
崎
線
第
三
七

号
踏
切
に
お
い
て
、
上
り
準
急
列
車
に
歩
行
者
な
ど
四
名

の
方
が
は
ね
ら
れ
、
死
傷
す
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
が

発
生
し
ま
し
た
。
事
故
現
場
は
、
東
武
鉄
道
伊
勢
崎
線
と

足
立
区
の
主
要
生
活
道
路
で
あ
る
赤
山
街
道

(区
道
)
が

交
差
す
る
踏
切
で

(写
真
2
)、
横
断
長
が
約
三
三
m
と

長
く
、
ピ
ー
ク
一
時
間
当
た
り
の
遮
断
時
間
は
五
九
分
に

も
な
る
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
踏
切
で
し
た

(写
真
3
)。
東
武

　
　

　

ぬも
も

　　
　

　
　　

　

鉄
道
で
は
、
横
断
者
の
安
全
確
保
の
た
め
、
こ
の
踏
切
に

踏
切
保
安
員
を
配
置
し
、
こ
の
保
安
員
が
手
動
で
遮
断
器

を
開
閉
す
る
方
式
を
採
用
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
回
の
事
故
は
、
こ
の
踏
切
保
安
員
が
、
他

の
列
車
に
気
を
と
ら
れ
、
最
接
近
し
て
い
た
上
り
準
急
列

車
を
失
念
し
、
東
武
鉄
道
の
社
内
規
定
に
違
反
し
て
遮
断

器
の
ロ
ッ
ク
を
解
除
し
、
遮
断
器
を
開
け
て
し
ま
っ
た
こ

と
が
、
事
故
の
直
接
原
因
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

事
故
後
、
東
武
鉄
道
は
、
当
該
踏
切
及
び
駅
北
側
の
伊
勢

崎
線
第
三
人
号
踏
切
の
二
カ
所

(ど
ち
ら
も
手
動
制
御
)

で
、
踏
切
保
安
員
や
ガ
ー
ド
マ
ン
を
増
配
置
す
る
と
と
も

に
、
踏
切
遮
断
器
の
操
作
に
関
す
る
社
内
規
定
遵
守
の
徹

底
を
図
り
ま
し
た
。

写真3 竹ノ塚踏切事故現場

2

事
故
直
後
の
対
応

東
京
都
で
は
、
今
回
の
重
大
事
故
の
発
生
を
受
け
て
、

歩
行
者
や
自
転
車
の
安
全
を
早
急
に
確
保
す
る
た
め
に
、

事
故
直
後
に
国
土
交
通
省
、
足
立
区
や
東
武
鉄
道
の
関
係

者
か
ら
な
る

｢竹
ノ
塚
踏
切
対
策
会
議
｣
を
設
置
し
、
緊

急
踏
切
対
策
の
検
討
･
協
議
を
開
始
し
ま
し
た
。

概
ね

一
ヵ
月
以
内
の
対
策
取
り
ま
と
め
を
目
標
と
し

て
、
様
々
な
対
策
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

結
果
、
緊
急
踏
切
対
策
と
し
て
四
つ
の
対
策
の
実
施
を
決

定
し
、
事
故
か
ら
約
一
ヵ
月
後
の
平
成
一
七
年
四
月
二
二

日
に
公
表
し
ま
し
た
。

写真 2 竹ノ塚踏切事故現場位置
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3

緊
急
踏
切
対
策
の
内
容

緊
急
踏
切
対
策
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
す

(図
6
)。

①

伊
勢
崎
線
第
三
七
号
踏
切
の
直
近
に
、
歩
道
橋

(自
転
車
対
応
の
斜
路

･
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
付
)
を
設

置

(平
成
一
八
年
三
月
完
成
予
定
)

②

同
踏
切
内
の
自
転
車
･
歩
行
者
通
行
帯
を
拡
幅

(平
成
一
七
年
六
月
完
成
)

③

竹
ノ
塚
駅
自
由
通
路
西
口
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設

置

(平
成
一
七
年
九
月
完
成
)

④

伊
勢
崎
線
第
三
八
号
踏
切
道
の
幅
員
を
拡
幅

(平

成

一
七
年
六
月
完
成
)

図6 竹ノ塚駅付近の緊急踏切対策

4

今
後
の
課
題

、今
回
の
事
故
で
は
、
人
為
的
な
ミ
ス
が
原
因
で
は
あ
る

も
の
の
、
ダ
イ
ヤ
の
過
密
な
都
市
部
に
お
け
る
踏
切
の
危

険
性
が
改
め
て
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。
竹
ノ
塚
駅
周

辺
の
踏
切
対
策
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
三
年
六
月
か
ら
足

立
区
が

｢道
路
･
鉄
道
立
体
化
検
討
会
｣
を
設
置
し
、
踏

切
の
解
消
や
沿
線
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
向
け
た
検
討
が

進
め
ら
れ
て
き
て
お
り
、
｢踏
切
対
策
基
本
方
針
｣
に
お

い
て
も
、
竹
ノ
塚
駅
付
近
を

｢鉄
道
立
体
化
の
可
能
性
を

検
討
す
べ
き
区
間
｣
と
し
て
位
置
づ
け
ま
し
た
。

竹
ノ
塚
駅
周
辺
に
つ
い
て
は
、
歩
行
者

･
自
転
車
の
安

全
を
確
保
す
る
緊
急
対
策
の
完
了
を
図
る
と
と
も
に
、
中

長
期
的
視
点
か
ら
、
引
き
続
き
、
道
路
と
鉄
道
の
立
体
化

な
ど
抜
本
的
な
対
策
に
つ
い
て
も
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。
し
か
し
、
当
該
個
所
で
の
鉄
道
高
架
化
に
つ

い
て
は
、
線
路
が
最
大
で
七
線
あ
る
こ
と
や
、
国
庫
補
助

事
業

(連
続
立
体
交
差
事
業
)
の
採
択
要
件
を
満
た
し
て

い
な
い
な
ど
、
技
術
面
、
制
度
面
、
財
政
面
の
様
々
な
課

題
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
引
き
続
き
、
地
元
区
が
主

体
と
な
っ
た
検
討
会
の
中
で
、
道
路
立
体
化
の
可
能
性
も

含
め
幅
広
い
視
点
か
ら
関
係
者
間
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

四

お
わ
り
に

東
京
都
に
お
け
る
踏
切
数
は
全
国
の
約
三
%
を
占
め
て

い
ま
す
が
、
ピ
ー
ク
一
時
間
の
遮
断
時
間
が
四
〇
分
を
越

え
る
踏
切
に
つ
い
て
は
、
全
国
の
お
よ
そ
半
数
を
占
め
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
東
京
都
で
は
、
交

通
渋
滞
の
解
消
等
に
向
け
て
、
踏
切
対
策
の
推
進
が
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

東
京
都
で
は
、
｢踏
切
対
策
基
本
方
針
｣
に
基
づ
い
て
、

都
、
区
市
町
、
鉄
道
事
業
者
な
ど
関
係
者
間
の
連
携
を
よ

り
一
層
強
化
し
、
今
後
と
も
、
踏
切
対
策
の
早
期
実
現
に

向
け
て
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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大
臟
府
に
掩
げ
る
立
体
菟
差
事
業
等

麟
切
週
の
蹠
本
対
策
に
つ
い
て

大
阪
府
土
木
部
交
通
道
路
室

平
成
六
年
の
関
西
国
際
空
港
の
開
港
に
伴
い
、
臨
海
部
や

内
陸
部
の
交
通
基
盤
整
備
を
充
実
･
強
化
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

こ
う
し
た
大
阪
の
特
色
や
魅
力
を
背
景
に
土
木
部
で

は
、
昭
和
六
二
年
三
一月
に
策
定
し
た
大
阪
府
道
路
整
備

長
期
計
画
に
基
づ
き
、
広
域
幹
線
道
路
か
ら
身
近
な
生
活

道
路
に
至
る
ま
で
の
総
合
的
な
道
路
整
備
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

一
方
で
、
近
年
、
少
子
高
齢
化
や
環
境
問
題
の
深
刻
化

な
ど
交
通
を
と
り
ま
く
社
会
情
勢
は
、
大
き
く
変
化
し
て

き
ま
し
た
。
慢
性
的
な
渋
滞
対
策
や
厳
し
い
沿
道
環
境
の

改
善
に
加
え
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
さ
ら
に
高
度
成
長
期

に
大
量
に
整
備
さ
れ
た
施
設
の
更
新
な
ど
の
課
題
が
山
積

し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
概
ね
二
〇
二
五

日

は
じ
め
に

大
阪
府
は
、
日
本
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
、
西
は
大

阪
湾
に
面
し
、
北
は
京
都
府
、
兵
庫
県
、
東
は
奈
良
県
、

南
は
和
歌
山
県
に
接
し
て
い
ま
す
。

面
積
は
約
一
、
八
九
○
騙
と
全
国
で
二
番
目
に
小
さ
い

も
の
の
、人
口
は
約
八
八
〇
万
人
と
全
国
の
七
%
を
占
め
、

東
京
都
に
次
い
で
多
く
の
人
が
居
住
し
て
お
り
ま
す
。

府
の
北
部
地
域
は
名
神
高
速
道
路
や
新
幹
線
な
ど
の
国

土
軸
上
に
あ
り
、
交
通
の
便
に
も
恵
ま
れ
、
大
阪
市
域
に

近
い
都
市
部
で
は
早
く
か
ら
都
市
化
が
進
ん
で
き
ま
し

た
。
昭
和
三
0
~
四
〇
年
代
に
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
の

大
規
模
住
宅
開
発
千
里
ニ
ュ
ウ
ー
タ
ウ
ン
の
建
設
や
昭
和

四
五
年
に
開
催
さ
れ
た
万
国
博
覧
会
を
契
機
に
、
大
阪
中

央
環
状
線
や
新
御
堂
筋
線
を
は
じ
め
と
す
る
幹
線
道
路
網

の
充
実
が
図
ら
れ
、
近
年
で
は
、
水
と
緑
の
健
康
都
市
や

国
際
文
化
公
園
都
市
な
ど
の
新
た
な
大
規
模
住
宅
開
発
が

進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
高
等
教
育
研
究
施
設
、
文
化
施

設
な
ど
の
教
育

.
文
化

･
研
究
施
設
が
集
積
し
て
い
ま

す
。東

部
地
域
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
づ
く
り
技
術
を
持
つ

中
小
企
業
群
や
我
が
国
を
代
表
す
る
家
電
産
業
が
集
積
し

て
お
り
北
東
部
の
京
阪
奈
地
域
で
は
、
世
界
レ
ベ
ル
の
研

究
開
発
拠
点
で
あ
る
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
の
整
備
が

進
ん
で
い
ま
す
。

南
部
地
域
は
金
剛
生
駒
紀
泉
国
定
公
園
や
泉
州
南
部
に

残
る
自
然
海
岸
な
ど
の
自
然
資
源
に
恵
ま
れ
、
ま
た
、
泉

北
地
域
に
は
大
規
模
古
墳
群
が
多
数
残
る
な
ど
、
歴
史
文

化
的
な
遺
産
も
数
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
大
阪
市
域
か
ら
延

び
る
鉄
道
沿
線
を
中
心
に
古
く
か
ら
市
街
地
が
発
達
し
、



⑤良好な施設の保全と機能向上

◇総合的な維持管理
◇既存施設の機能向上

ガ
せ
緬

③

◇
◇
◇

シ
わ
策

　　　　
　
　
　

　

つ
の
施
標

3
と
な
指

。

《
民
々
果

一

府
様
成

　
　
　

　

　

　

　　　
大阪府交通道路マスタープラン

◇地域特性に応じたきめ細かな対応
◇利用者の多様なニーズへの対応

◇環境負荷の抑制 ◇都市環境の改善
◇防災性の向上 ◇防犯性の向上
◇交通安全性の向上

府民生活を支える交通え

め
ズ

応

き
ー

、

こ

た
二

交

ズ

主
義

府

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

多

憊
硼

1

4

◇
◇

図

年
を
目
標
と
し
た
｢大
阪
府
交
通
道
路
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
｣

を
平
成
一
六
年
三
月
に
策
定
し
、
大
阪
の
活
力
と
府
民
の

豊
か
な
生
活
を
支
え
る
交
通
を
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

三

大
阪
府
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

1

大
阪
府
交
通
道
路
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
概
要

本
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
道
路
と
公
共
交
通
を
一
体
的
に

と
ら
え
た
五
つ
の
施
策
方
向
と
、
そ
の
施
策
展
開
に
あ
た

っ
て
の
新
た
な
三
つ
の
仕
組
み
を
相
互
に
組
み
合
わ
せ

て
、
将
来
像
で
あ
る

｢大
阪
の
活
力
と
豊
か
な
生
活
を
支

え
る
総
合
的
な
交
通
｣
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す

(図
1
)
。

2

施
策
の
ポ
イ
ン
ト

本
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の
と
お
り
、

大
き
く
三
点
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

=

自
動
車
交
通
と
公
共
交
通
の
調
和
、
選
択
と
集
中
、

ス
ト
ッ
ク
の
活
用

関
西
圏
を
見
据
え
た
広
域
的
な
視
点
か
ら
、
自
動
車
交

通
と
公
共
交
通
を
一
体
的
に
と
ら
え
、
必
要
性
の
高
い
路

線
を
厳
選
し
、
機
能
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い

き
ま
す
。

②
環
境
･
安
全
･
安
心
の
重
点
化

沿
道
環
境
へ
の
配
慮
や
市
街
地
に
お
け
る
都
市
景
観
の

向
上
、
交
通
安
全
対
策
、
防
災
機
能
の
強
化
な
ど
緊
急
性

や
整
備
効
果
の
高
い
箇
所
を
重
点
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
主
要
駅
や
公
共
施
設
が
集
中
す
る
地
区
を
中
心

に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
し
ま
す
。

③

生
活
者
･
来
訪
者
の
視
点
に
立
っ
た
交
通
ま
ち
づ
く

り
の
推
進

駅
前
の
再
生
に
着
目
し
、
｢地
域
の
魅
力
顔
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
｣
と
し
て
、
駅
前
の
美
化
･
緑
化
、
T
D
M
施

策
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
文
化
や
産
業
振
興
な
ど
、
多
彩
な

施
策
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

府
民
、
行
政
、
鉄
道
事
業
者
、
企
業
な
ど
と
の
協
働
･

連
携
に
積
極
的
に
取
組
み
ま
す
。

豊

大
阪
府
の
踏
切
対
策

本
府
に
お
け
る
交
通
の
課
題
と
し
て
、
慢
性
的
な
渋
滞

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
不
足
や
自
動

車
交
通
の
増
加
、
不
法
駐
車
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
が
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
大
阪
府
内
に
約
九
〇
〇
ヵ
所
も
存
在
す

る
踏
切
も
そ
の
一
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

踏
切
は
人
や
車

･
物
流
な
ど
の
円
滑
な
交
通
を
妨
げ
る

だ
け
で
な
く
、
環
境
悪
化
や
踏
切
で
の
事
故
な
ど
経
済
活

動
や
安
全
で
安
心
な
生
活
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

本
府
で
も
踏
切
道
の
改
良
と
し
て
、
昭
和
三
〇
年
代
よ

り
、
立
体
交
差
化
や
構
造
改
良
、
統
廃
合
な
ど
直
接
的
な

対
策
や
バ
イ
パ
ス
整
備
に
よ
る
自
動
車
交
通
の
緩
和
な
ど

間
接
的
な
対
策
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

踏
切
の
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、
踏
切
の
閉
鎖
に
よ
る
地

①大阪の再生 ･発展を
支えるネットワーク

◇創業都市 ･大阪を支える交通の整備
◇都市 ･まちづくりと連携した交通の整備
◇物流の効率化に資する交通の整備

を活用した
利便性の高い交通

◇創業都市 ･大阪を支える交通の整備
◇都市 ･まちづくりと連携した交通の整備
◇物流の効率化に資する交通の整備



構造改良前構造改良後

写真 1 歩行者通行帯が設置された踏切

域
分
断
や
線
路
を
越
え
る
場
合
に
は
大
き
な
迂
回
を
強
い

る
こ
と
も
あ
り
、
地
域
住
民
の
理
解
が
得
に
く
い
も
の
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
歩
行
者
の
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
行
う
対
策
と

し
て
、
立
体
横
断
施
設
の
設
置
や
歩
行
者
通
行
帯
の
確
保

を
行
う
構
造
改
良
が
あ
り
ま
す
。
平
成

一
三
年
四
月
の

｢踏
切
道
改
良
促
進
法
｣
の
改
正
以
前
は
、
統
廃
合
が
必

要
で
し
た
が
歩
道
が
無
い
か
歩
道
が
狭
小
な
場
合
は
緊
急

性
に
応
じ
て
統
廃
合
を
行
わ
ず
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
踏
切
対
策
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
法
改
正
以
降
、
大
阪
府
が
管
理
す
る
道
路
に
あ
る

踏
切
八
六
ヵ
所
の
う
ち
、
五
ヵ
所
に
つ
い
て
は
法
指
定

(構
造
改
良
)
を
受
け
、
既
に
一
ヵ
所
で
改
良
が
完
了
し

て
お
り
ま
す

(写
真
1
)。

し
か
し
な
が
ら
、
構
造
改
良
は
歩
行
者
の
安
全
対
策
や

自
動
車
交
通
の
緩
和
に
効
果
が
あ
る
も
の
の
、
開
か
ず
の

踏
切
解
消
や
踏
切
事
故
な
ど
の
抜
本
的
対
策
と
は
な
り
ま

せ
ん
。

大
阪
府
で
取
り
組
ん
で
い
る
抜
本
的
な
踏
切
対
策
で
あ

る
立
体
交
差
事
業
に
つ
い
て
、
事
例
や
効
果
な
ど
を
一
部

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

四

立
体
変
麓
化
事
業
篝
の
事
例
に
つ
い
て

鬮
限
度
額
立
体
交
差
事
業

り

J
R
阪
和
線
東
岸
和
田
駅
付
近
高
架
化
事
業

J
R
阪
和
線
東
岸
和
田
駅
は
、
快
速
停
車
駅
と
し
て
交

通
の
拠
点
的
な
位
置
に
あ
り
、
駅
周
辺
は
市
民
が
集
い
交

流
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い

｢都
市
交
流
ゾ
ー
ン
｣
と
し
て
岸

和
田
市
第
三
次
総
合
計
画
で
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、J
R
阪
和
線
は
関
西
国
際
空
港
の
開
港
に
伴
い
、

京
阪
神
地
区
と
空
港
双
方
を
つ
な
ぐ
大
動
脈
と
し
て
機
能

し
て
い
ま
す
。

岸
和
田
市
の
東
西
軸
に
お
け
る
市
街
地
の
幹
線
道
路
は

鉄
道
に
よ
り
分
断
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
た
め
、
J
R

阪
和
線
東
岸
和
田
駅
付
近
高
架
化
事
業
は
、
東
西
軸
の
幹

≦首行セ 2005J 2 !7

写真2 府道岸和田港塔原線踏切交差部
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線
道
路
｢府
道
岸
和
田
港
塔
原
線
及
び
市
道
並
松
上
松
線
｣

を
J
R
阪
和
線
の
高
架
化
に
よ
り
立
体
交
差
す
る
も
の
で

す
。併

せ
て
、
周
辺
市
街
地
の
ア
ク
セ
ス
性
を
高
め
る
結
節

空
間
と
し
て
駅
前
広
場
、
駅
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

都
市
機
能
を
向
上
さ
せ
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す

(写
真
2
、
図
2
)。

②

事
業
概
要

①

事
業
名
称

J
R
阪
和
線
東
岸
和
田
駅
付
近
高
架
化
事
業

②

事
業
主
体

大
阪
府
･岸
和
田
市

③

事
業
手
法

限
度
額
立
体
交
差
事
業

(単
独
立
体
)

④

事
業
延
長

約
二
.
一
如

(高
架
区
間
約
一
,
六
蝿
)

⑤

立
体
交
差
と
な
る
主
な
道
路

府
道
岸
和
田
港
塔
原
線

市
道
並
松
上
松
線

⑥

踏
切
除
却
数

七
ヵ
所

五

連
続
立
体
褻
羞
事
業
に
よ
る
整
備
効
果
事

例
に
つ
い
て

大
阪
府
で
は
、
昭
和
四
三
年
に
全
国
に
先
駆
け
て
阪
急

宝
塚
線

(池
田
市
)
で
連
続
立
体
交
差
事
業
に
着
手
し
て

以
来
、
積
極
的
に
事
業
を
推
進
し
て
お
り
、
現
在
ま
で
に

三
一路
線
、
約
三
八
m
の
事
業
が
完
了
し
、
計
三
三

ヵ

所
の
踏
切
を
除
却
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
六
路
線
、
約

一
七
蝋
の
区
間
で
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う

ち
、
南
海
本
線

(堺
市
)
の
約
二
皿
の
区
間
は
、
来
年
度

に
政
令
指
定
都
市
と
な
る
堺
市
に
事
業
移
管
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す

(図
3
)
。

こ
こ
で
は
、
最
近
完
了
し
た
二
カ
所
の
連
続
立
体
交
差

事
業
に
よ
る
様
々
な
整
備
効
果
の
う
ち
、
渋
滞
の
解
消
に

着
目
し
て
紹
介
し
ま
す
。

1

阪
急
宝
塚
線

酋
旦中
市
)
連
続
立
体
交
差
事
業

豊
中
市
は
、
大
阪
府
の
北
部
、
都
心
部
か
ら
約
一
〇
如

圏
に
あ
り
、
昭
和
三
〇
年
代
後
半
か
ら
の
高
度
経
済
成
長

に
よ
り
幹
線
道
路
を
中
心
と
し
て
交
通
の
混
雑
が
生
じ
、

中
で
も
、
阪
急
宝
塚
線
の
踏
切
部
で
は
交
通
渋
滞
が
慢
性

化
し
、
日
常
の
市
民
生
活
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
抜
本
的
に
解
決
す
る
た
め
に
、
曽

根
駅
、
岡
町
駅
、
豊
中
駅
の
三
駅
を
含
む
約
三
･
八
蹴
の

区
間
に
お
い
て
昭
和
四
九
年
度
に
国
庫
補
助
採
択
を
受

け
、
平
成
一
二
年
度
に
完
了
し
た
も
の
で
す
。

の

事
業
概
要

①

事
業
区
間

豊
中
市
服
部
元
町
二
丁
目
~
刀
根
山
町
三
丁
目

②

事
業
延
長

三
･
人
知

③

施
工
期
間

昭
和
五
四
年
度
~
平
成
一
二
年
度

④

事
業
費

五
五
、
八
一
五
百
万
円



⑤

除
却
踏
切

一
四
ヵ
所

に
伴
っ
て
踏
切
遮
断
時
間
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お

1
)
。

表 1 踏切道別に見た交通量と遮断時間 昭和62年)【整備前1

踏切名

道路交通 鉄道交通

寺問交通量
推計値

2卿寺間遮断回数･時間
推計値

自動車 歩行者･二輪車 遮断回数 遮断時間

倫 叺 (回数) 粉
六ノ坪 nv 拗 鰤 蹴

曽根下り入駅 369 2
,
975 383 465

根曲
目 鰡 ㈱ 獺 489

原田第 2 nv 御 ㈱ 480

原田第1 877 鯰 鰤 佛
間町下り入 304 慮 422 483

伊丹街道 3
,
778

鰓 398 "
間町学校道 ○̂〕 廓 404 郡
新伊丹街道

彌 鸚 鱒 戦
袖 鸚 捌 331 471

豊中市場道 0 灼 芻 510

豊中第1 郡 鸚 鰡 612

豊中第2 鯛 跳 似 522

千里川北 1
,
406 鸚 鰤 儀

⑥

交
差
幹
線
道
路

六
路
線

り
、
最
も
交
通
量
の
多
い
都
市
計
画
道
路
豊
中
岸
部
線

③

事
業
効
果

②

事
業
前
の
踏
切
の
状
況

(新
伊
丹
街
道
踏
切
道
)
の
踏
切
遮
断
は
延
べ
三
四
九
回
、

本
事
業
に
よ
る
踏
切
除
却
の
結
果
、渋
滞
長
が
半
減
し
、

猷

昭
和
六
二
年
時
点
で
は
、
阪
急
宝
塚
線
の
輸
送
力
増
強

五
三
二
分

(八
時
間
五
二
分
)
に
達
し
て
い
ま
し
た

(表

ピ
ー
ク
時
旅
行
速
度
に
つ
い
て
も
、
大
き
な
改
善
が
見
ら
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踏切に起因する交通渋滞の減少
□平成 7年

　 　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　

駅アクセス性 ･交通結節機能の強化
□平成 7年

東行き % ＼

西行き 、 、21.2 l
午前

＼＼>＼さ き 500

0 5 1o 15 20 25
0 5oo 1000 l500

図 5 旅行速度の比較 ピーク時間 (km/h) 図 4 渋滞長の比較 (新伊丹街道踏切)
(都市計画道路豊中岸部線)

整備前整備後
写真 3 新伊丹街道踏切の整備前後の様子

表 2 走行時間短縮便益 ･走行経費減少便益集計表 (平成lo年)

時間短縮便益

(百万円/年)

経費減少便益

(百万円/年)

合計

(百万円/年)

六ノ坪 1･7 1･7

曽根下り入駅 = ･1 0,9 12.O

曽根 103,9 8,9 112.8

原田第 2 0,8 0.8

原田第 1 23,7 2.7 26.4

岡町下り入駅 7.8 0.8 8,6

伊丹街道 93,1 9.O 102,2

間町学校道 3,O 3.O

新伊丹街道 1,183,O 94 9 1,277.9

花園 60.O 6.7 66,7

豊中市場道 lo,8 lo,8

豊中第 1 69,8 5,3 75,1

豊中第2 79,O 9,3 88.3

千里川北 27.9 3.5 31.5

合計 上675,6 142.O 1,817,8

道々テセ 2005.l2

れ
ま
し
た

(図
4
･
5
)。
ま
た
、
一
四
踏
切
の
除
却
に

よ
り
走
行
時
間
や
走
行
経
費
が
軽
減
さ
れ
、
年
間
約
し
八

億
円
の
便
益
が
生
じ
、
中
で
も
最
も
交
通
量
の
多
い
新
伊

丹
街
道
踏
切
で
は
年
間
約
一
二
･
八
億
円
の
便
益
が
生
じ

て
い
る
と
計
算
さ
れ
て
い
ま
す

(写
真
3
、
表
2
)



2

京
阪
本
線

(寝
屋
川
市
)
連
続
立
体
交
差
事
業

寝
屋
川
市
は
、
大
阪
の
東
北
部
、
淀
川
左
岸
に
位
置
し
、

大
阪
市
の
中
心
部
ま
で
約
一
五
臘
の
位
置
に
あ
り
、
豊
中

市
と
同
様
に
昭
和
三
〇
年
代
後
半
か
ら
の
人
口
急
増
と
人

口
集
中
に
よ
り
、
京
阪
本
線
寝
屋
川
市
駅
付
近
に
お
い
て

著
し
い
渋
滞
を
引
き
起
こ
し
、
鉄
道
に
よ
る
市
街
地
の
分

断
も
良
好
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
の
課
題
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
抜
本
的
に
解
決
す
る
た
め
に
、
寝
屋

川
市
駅
を
含
む
約
一
･
八
如
の
区
間
に
お
い
て
、
昭
和
五

六
年
度
に
国
庫
補
助
採
択
を
受
け
、
平
成
一
三
年
度
に
完

了
し
た
も
の
で
す
。

の

事
業
概
要

①

事
業
区
間

寝
屋
川
市
木
田
元
町
二
丁
目
~
豊
野
町

②

事
業
延
長

一
･
八
如

③

施
工
期
間

昭
和
五
六
年
度
~
平
成
一
三
年
度

④

事
業
費

三
七
、
六
〇
〇
百
万
円

⑤

除
却
踏
切

四
ヵ
所

⑥

交
差
幹
線
道
路

四
路
線

②

事
業
前
の
踏
切
の
状
況

平
成
七
年
時
点
で
は
、
京
阪
本
線
の
輸
送
力
増
強
に
伴

っ
て
踏
切
遮
断
時
間
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、

最
も
交
通
量
の
多
い
都
市
計
画
道
路
国
守
黒
原
線

(中
木

田
踏
切
道
)
の
踏
切
遮
断
は
延
べ
四
〇
七
回
、
五
四
人
分

表3 踏切道別にみた交通量と遮断時間 (平成6年)【整備前1

踏切名

道路交通 鉄道交通

24時間交通量 実測値 24時間遮断回数･時間 実測値

自動車 歩行者 ･二輪車 遮断回数 遮断時間

倫 圦 轍 粉
寝屋川府道 5

,
65 3 89叫 R

U
R
Y

QJ 58 8

寝屋川市 n 4
4

ハ
ーワf.一′

ハソム
T1 3 8 6 OJRUにU

上木田 RU44 rbRY
q
〉

L
り

rbリム獲れ吐 533

中木田 9
,
4 4 3 ワ･IにJRUリ

ム ワ‘-Û
在仕 64 8

踏切に起因する交通渋滞の減少

　

　

　

　

　

　平

駅アクセス性 ･交通結節機能の強化

図 7 旅行速度の比較 ピーク時間 (km/h)

年

年
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平
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平
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□
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圓

　

　 44m 【0分1

…ピーク時遮断時間

図 6 渋滞長の比較 (寝屋川道踏切)
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写真 4 寝屋川道踏切の整備前後の様子

表 4 走行時間短縮便益 ･走行経費減少便益集計表 (平成13年)

絲鰔
経費減少便益

(百万円/年) 年舞盾
寝屋川府道 牢

6 7
,
7 3 0 0

.
9

寝屋川市 2 5
.
8 一 R

Y
5?

&

上木田 鋸 8Û "
中木田 ワ,lAY

ワー ア4丁鞘 “○̂13

計△
□

1 0 35
,
1 乾“ 郁69

(九
時
間
八
分
)
に
達
し
て
い
ま
し
た

(表
3
)。

③

事
業
効
果

本
事
業
に
よ
る
踏
切
除
却
の
結
果
、
渋
滞
長
及
び
ピ
ー

ク
時
旅
行
速
度
に
つ
い
て
も
、
大
き
な
改
善
が
見
ら
れ
ま

し
た

(図
6
･
7
)。
ま
た
、
四
踏
切
の
除
却
に
よ
り
走

行
時
間
や
走
行
経
費
が
軽
減
さ
れ
、
年
間
約
一
七
億
円
の

便
益
が
生
じ
、
最
も
交
通
量
の
多
い
中
木
田
踏
切
で
は
年

間
約
一
三
･
六
億
円
の
便
益
が
生
じ
て
い
る
と
計
算
さ
れ

て
い
ま
す

(表
4
)。

連
続
立
体
交
差
事
業
は
本
稿
で
紹
介
し
た
踏
切
除
却
に

よ
る
交
通
円
滑
化
の
効
果
だ
け
で
は
な
く
、
線
路
で
分
断

さ
れ
て
い
た
市
街
地
の
一
体
化
や
、高
架
下
空
間
の
利
用
、

踏
切
事
故
の
解
消
な
ど
良
好
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う

え
で
の
極
め
て
大
き
な
効
果
が
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

穴

恥
わ
り
に

大
阪
府
で
は
、
｢大
阪
の
活
力
と
豊
か
な
生
活
を
支
え

る
総
合
的
な
交
通
｣
の
実
現
に
向
け
て
、
今
後
と
も
積
極

的
に
、
鉄
道
と
の
立
体
交
差
事
業
を
は
じ
め
と
し
た
踏
切

道
の
改
良
事
業
を
推
進
し
、
都
市
の
再
生
･
活
性
化
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
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特
集
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踏
切
道
期
策
に
つ
い
て
分
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◎
◎
◎
◎
◎
◆
◎
◎
◎
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◎
◎
◆

横
浜
市
に
鴦
け
る
連
続
立
体
焚
羞
等

踏
切
道
の
喚
良
に
つ
い
て

横
浜
市
道
路
局
企
画
課

一

は
じ
め
に

横
浜
市
は
、
首
都
圏
の
南
西
、
神
奈
川
県
の
東
端
に
位

置
し
、
東
京
か
ら
約
四
〇
如
、
電
車
で
約
三
〇
分
の
距
離

に
あ
り
ま
す

(図
ー
)。
東
は
東
京
湾
に
面
し
、
北
は
川

崎
市
、
南
は
横
須
賀
市
に
接
し
、
西
は
大
和
市
と
接
し
て

い
ま
す
。
東
西
二
四
如
、
南
北
約
三
一
蹴
、
面
積
囚
三
五

霜
、
一
人
の
区
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
横
浜
市
は
一

八
八
九
年
四
月
に
市
制
が
施
行
さ
れ
、
当
時
は
面
積
約

五
･
四
蝸
、
人
口
は
約
一
二
万
人
で
し
た
が
、
内
陸
部
の

市
域
へ
の
取
り
込
み
や
海
岸
部
の
埋
立
に
よ
り
市
域
を
拡

大
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

本
市
の
人
口
は
平
成
一
七
年
一
月
現
在
の
推
計
で
約
三

五
六
万
人
で
あ
り
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
貫
し
て
増
加

し
つ
づ
け
て
お
り
、
今
後
、
一
〇
年
か
ら
二
〇
年
後
に
ピ

ー
ク
を
迎
え
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

横
浜
市
は
日
本
最
大
級
の
国
際
港
湾
で
あ
る
横
浜
港
を

有
し
て
お
り
、
一
八
五
九
年
の
開
港
以
来
、
港
を
中
心
と

し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
外
国
文
化
の
窓

口
と
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な

｢も
の
｣
が
、
横
浜
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
一
人
七
二
年
に
は
、
日
本
初
の
鉄
道
が
敷
設

さ
れ
、
一
八
八
七
年
に
は
近
代
水
道
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

横
浜
市
は
、
平
成
一
四
年
度
に

｢民
の
力
が
存
分
に
発

揮
さ
れ
る
都
市

･
横
浜
の
実
現
｣
を
目
指
し
、
｢中
期
政

策
プ
ラ
ン
｣
、
｢中
期
財
政
プ
ラ
ン
｣
、
｢新
時
代
行
政
プ
ラ

ン
｣
の
三
つ
の
プ
ラ
ン
を
連
動
さ
せ
た

｢横
浜
リ
バ
イ
バ

ル
プ
ラ
ン
｣
を
策
定
し
ま
し
た
。

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
そ
の
中
の

｢中
期
政
策
プ
ラ

ン
｣
に
お
い
て
、
横
浜
環
状
道
路
な
ど
の
高
速
道
路
の
整

備
に
加
え
、
｢都
心
ま
で
三
〇
分
の
交
通
体
系
の
実
現
｣

神奈川県
静岡県

図 1 横浜市位置図



を
目
指
し
、
市
内
の
道
路
体
系
の
骨
格
と
な
る
三
環
状
一

0
放
射
道
路
の
整
備
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

｢最
寄
駅
ま
で
一
五
分
の
交
通
体
系
の
実
現
｣
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
、
人
に
や
さ
し
い
歩
行
者
空
間
の
実
現
な
ど
が
位

置
づ
け
ら
れ
、
市
民
の
活
動
を
支
え
る
交
通
体
系
の
実
現

横浜高速鉄道こどもの国線新長津田 8号

事
の

　

　　　

整

＼

道

、

切踏

も
ノQ

相模鉄道本線 (星川駅~ 天王町駅)

連続立体交差事業

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

二

横
浜
市
に
お
け
る
踏
切
道
の
改
良
状
況

1

踏
切
道
の
現
状

横
浜
市
内
に
は
、
踏
切
道
が
存
在
す
る
鉄
道
が
九
鉄
道

　　　　　 　　　 　
図 2 横浜市内の踏切改良等事業位置図

事
業
者
二
〇
路
線
あ
り
、
踏
切
道
は
約
一
七
〇
ヵ
所
あ
り

ま
す
。
こ
の
う
ち

｢ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
踏
切
｣
が
六
二
ヵ
所

に
も
及
ん
で
お
り
、安
全
対
策
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
国
に
お
い
て
は
昭
和
三
六
年
に

｢踏
切
道

改
良
促
進
法
｣
が
制
定
さ
れ
、
踏
切
道
の
立
体
交
差
化
や

構
造
改
良
事
業
等
が
全
国
的
に
鋭
意
進
め
ら
れ
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
｢踏
切
道
改
良
促
進
法
｣
に
基
づ

く
指
定
箇
所
は
、
平
成
一
七
年
度
現
在
一
三
ヵ
所
あ
り
、

こ
れ
ら
の
踏
切
道
の
多
く
は
、
一
時
間
当
た
り
の
最
大
遮

断
時
間
が
四
○
分
以
上
の
い
わ
ゆ
る

｢開
か
ず
の
踏
切
｣

で
あ
り
、
鉄
道
に
よ
り
地
域
が
分
断
さ
れ
る
な
ど
、
地
域

の
発
展
や
市
民
活
動
に
影
響
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
市
で
は
、
法
指
定
の
踏
切
と
ボ
ト
ル
ネ
ッ

ク
踏
切
を
中
心
に
連
続
立
体
交
差
な
ど
踏
切
道
の
改
良
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
の
踏
切
道
の
事
故
の
増
加
に
よ
る
迅
速
な

安
全
対
策
の
必
要
性
か
ら
、
踏
切
道
の
構
造
改
良
な
ど
の

即
効
性
の
あ
る
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す

(図
2
)。

2

事
業
箇
所
の
紹
介

@

相
模
鉄
道
本
線

(星
川
駅
j
天
王
町
駅
)
連
続
立
体

交
差
事
業

相
模
鉄
道
線
は
、
横
浜
市
の
都
心
部
の
横
浜
駅
と
県
央

地
区
の
海
老
名
駅
を
結
ぶ
全
長
二
四
･
六
踊
の
本
線
と
二

俣
川
駅

(横
浜
市
)
~
湘
南
台
駅

(藤
沢
市
)
を
結
ぶ
延
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写真 1 相模鉄道本線連続立体交差 (完成予想図)
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図 3 相模鉄道本線連続立体交差事業範囲

べき球
きら
い

　　
　
　　
　　

　
　
　　
　　　

　　
　
　　
　　
　　

長
=

･
三
皿
の
い
ず
み
野
線
及
び
二
･
二
如
の
貨
物
線

の
合
計
三
八
･
一
蹴
で
営
業
し
て
い
ま
す
。

相
模
鉄
道
本
線
星
川
駅
周
辺
地
区
は
、
横
浜
市
保
土
ヶ

谷
区
に
お
け
る
中
心
地
域
と
し
て
多
様
な
業
務
施
設
や
商

業

･
住
宅
施
設
が
集
積
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
地
域
の
中

央
に
は
、
相
模
鉄
道
本
線
が
東
西
に
走
り
、
鉄
道
に
よ
っ

て
地
域
が
分
断
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。
ま
た
、
星
川
･

天
王
町
駅
付
近
に
は
、
九
ヵ
所
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
踏
切
が

あ
り
、
こ
れ
ら
の
踏
切
遮
断
に
よ
る
慢
性
的
な
交
通
渋
滞

が
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
踏
切
を
立
体
化
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

の
交
通
の
円
滑
化
、
利
便
性
の
向
上
、
地
域
の
一
体
化
や

踏
切
事
故
の
解
消
を
図
る
も
の
で
す

(写
真
ー
･
2
、
図

3
;
5
)
0

ま
た
、
保
土
ヶ
谷
区
の
地
元
で
は
、
町
内
会
や
商
店
街

及
び
顧
問
と
し
て
県
会
議
員
や
市
会
議
員
な
ど
で
構
成
さ

れ
る

｢相
鉄
線
立
体
化
推
進
協
議
会
｣
が
平
成
元
年
に
発

足
し
、
こ
れ
ま
で
事
業
の
推
進
に
尽
力
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

◆
事
業
概
要

①

事
業
箇
所

横
浜
市
保
土
ヶ
谷
区
岩
間
町
一
丁

目
~
星
川
三
丁
目

②

事
業
種
別

連
続
立
体
交
差
事
業

③

都
市
計
画
道
路

岩
間
川
辺
線
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④

事
業
年
度

星
川
停
車
場
線

平
成
一
四
年
度
~
平
成
二
四
年
度

写真 2 相模鉄道本線連続立体交差 (現況)



都
市
計
画
決
定

平
成
一

四
年
度

事
業
延
長

･
九
四
0
m

事
業
費

約
三
七
九
億

⑤⑥
円

⑦

踏
切
除
却

九
ヵ
所

⑧

整
備
方
式

鉄
道
高
架
方

式

(仮
線
整
備
方
式
)

⑨

事
業
主
体

横
浜
市

②

相
模
鉄
道
本
線
鶴
ヶ
峰
一
〇
号
踏

切
道
歩
道
設
置
事
業

相
模
鉄
道
本
線
鶴
ヶ
峰

一
〇
号
踏

切
道
は
、
相
模
鉄
道
本
線
と
い
ず
み

野
線
と
の
分
岐
の
駅
で
あ
る
二
俣
川

駅

(二
面
四
線
)
の
直
近
に
あ
り
、

一
時
間
最
大
遮
断
時
間
が
約
四
人
分

の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
踏
切
で
す
。
現
況

は
、
幅
員
約
三
~
四
m
で
歩
行
者
と

車
両

(七
時
~
二
〇
時
間
一
方
通
行
)

が
通
行
し
て
お
り
、
両
者
が
錯
綜
し

危
険
な
状
況
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
歩
行
者
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
、
二
m
の
歩
道
を
新
設

し
、
合
わ
せ
て
前
後
道
路
の
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す

(図
6
、
写
真
3
)。

◆
事
業
概
要

　蝨
礬

歯
な　澗

　捌
藍

　 　　 　　　　　　　　
　

　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　　　

図 6 鶴ヶ峰10号踏切道整備計画図

　　

　

　　
　　

　　

ゞ
篭
=せ
罐
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"
で
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図 4 天王町駅部断面図図 5 星川駅部断面図



凌ぎ
/"き
れ

農
焚
火込
む

①

事
業
箇
所

横
浜
市
旭
区
二
俣
川

②

事
業
種
別

踏
切
道
構
造
改
良

(歩
道
設
置
)

③

計
画
幅
員

七

m
(車
道
部
五
m
歩
道
部
二

m
)

④

踏
切
延
長

二
0
･
八
m

⑤

事
業
期
間

平
成
一
五
年
度
~
平
成
一
人
年
度

⑥

総
事
業
費

約
三
億
二
、
0
0
〇
万
円

◎

横
浜
高
速
鉄
道
こ
ど
も
の
国
線
新
長
津
田
八
号
踏
切

道
整
備
事
業

横
浜
高
速
鉄
道
こ
ど
も
の
国
線
は
、
今
上
天
皇
の
ご
成

婚
を
記
念
し
、
一
九
六
五
年

(昭
和
四
〇
年
)
に
開
園
し

た

｢こ
ど
も
の
国
｣
へ
の
ア
ク
セ
ス
鉄
道
と
し
て
、
一
九

写真 3 鶴ヶ峰10号踏切道現況

癩国濃 敲
き

適
時

螂
継
ぎ

図 7 新長津田8号踏切整備事業案内
讓

六
七
年

(昭
和
四
二
年
)
四
月
に
開
通
し
ま
し
た
。
そ
の

後
に
、
沿
線
の
開
発
が
進
み
、
居
住
人
口
が
増
加
し
、
地

元
の
要
望
等
も
あ
り
、
平
成
一
二
年
三
月
に
通
勤
線
化
さ

れ
、
大
幅
に
運
行
時
間
と
本
数
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

通
勤
線
化
に
伴
い
、
既
存
の
踏
切
の
安
全
対
策
が
必
要
と

な
り
、
近
年
で
は
珍
し
い
事
例
で
す
が
、
交
差
予
定
位
置
に

前
後
し
て
あ
り
ま
し
た
幅
員
約
三
m
の
狭
あ
い
な
踏
切
二
カ

所
を
、
歩
行
者
と
通
行
車
両
の
安
全
及
び
交
通
の
円
滑
化
を

考
慮
し
て
、
地
元
合
意
の
も
と
統
合
に
よ
り
、
一
ヵ
所
踏
切

を
新
設
し
た
も
の
で
す

(図
7
、
写
真
4
･
5
)。

◆
事
業
概
要

①

事
業

②

事
業

③

閉
鎖

④

交
差

⑤⑥⑦

事
業
箇
所

事
業
種
別

閉
鎖
踏
切

交
差
鉄
道

(単
線
)
t

踏
切
幅
員

m
x
二
)

踏
切
延
長

事
業
費

横
浜
市
青
葉
区
奈
良
町

踏
切
道
新
設

(
一
カ
所
)

二
カ
所

横
浜
高
速
鉄
道
こ
ど
も
の
国
線

一
三
m
(車
道
七
m
、
歩
道
三

六
m

約
二
億
円

道イテセ 2005.12 2 7



写真 4 新長津田 8号踏切整備事業着手前

藝
き

　
　　

｢歩
道
が
狭
あ
い
な
踏
切
｣、
｢歩
行
者
交
通
の
著
し
い
踏

切
｣、
｢自
動
車
交
通
が
著
し
い
踏
切
｣
に
つ
い
て
、
対
策

の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
抜
本
対
策
の
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
化
と
速
攻
対
策
の
五
年
間
で
の
実
施
を
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

横
浜
市
に
お
い
て
も
、
踏
切
道
に
お
け
る
問
題
解
決
に

向
け
、
国
土
交
通
省
の
趣
旨
を
鑑
み
、
鉄
道
事
業
者
や
交

通
管
理
者
と
一
体
と
な
り
、
地
元
関
係
者
の
理
解
と
協
力

を
得
な
が
ら
、
踏
切
道
の
安
全
対
策
の
推
進
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

亘

令
徽
の
課
題

市
内
の
鉄
道
の
う
ち
、
J
R
京
浜
東
北
線
の
鶴
見
駅
か

ら
横
浜
駅
間
は
路
線
数
が
多
く
、
最
大
で
は
一
一
線
あ
る

箇
所
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
一
時
間
最
大
遮
断
時
間

が
五
人
分
を
超
え
る
踏
切
が
あ
り
、
地
域
の
鉄
道
に
よ
る

分
断
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
延
長

が
六
0
m
を
越
す
踏
切
も
存
在
し
、
今
年
の
八
月
に
は
、

歩
行
者
が
踏
切
を
渡
り
き
れ
ず
列
車
に
は
ね
ら
れ
、
死
亡

す
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
が
起
こ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
相
模
鉄
道
本
線
で
は
、
現
在
事
業
中
の
星
川
駅

か
ら
天
王
町
駅
間
の
連
続
立
体
交
差
事
業
区
間
以
外
に

も
、
｢開
か
ず
の
踏
切
｣
が
運
担
し
た
箇
所
が
あ
り
、
地

域
の
分
断
や
交
通
渋
滞
な
ど
市
民
生
活
に
も
影
響
が
生
じ

て
い
ま
す
。

踏
切
道
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
立
体
交
差
化
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
が
、
現
実
に
は
、

莫
大
な
費
用
と
時
間
を
要
す
る
た
め
、
な
か
な
か
事
業
が

進
ま
な
い
の
が
現
状
で
す
。

国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
｢開
か
ず
の
踏
切
｣
や

写真 5 新長津田 8号踏切道完成後



藁
/
中
/
繭
園
琳
曲
逮
邇
幡
牒
式
会
社
に
海
け
る

料
金
割
引
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

;
三

月
よ
り
新
た
な
マ
イ
レ
ー
ジ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
;

道
路
局
有
料
道
路
課

栗
原

靖
幸

璽
は
じ
め
に

去
る
一
〇
月
一
日
に
道
路
関
係
四
公
団
が
民
営
化
さ

れ
、
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
、
首
都
高
速
道
路
株
式

会
社
、
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
、
西
日
本
高
速
道
路

株
式
会
社
、
阪
神
高
速
道
路
株
式
会
社
及
び
本
州
四
国
連

絡
高
速
道
路
株
式
会
社
の
各
高
速
道
路
株
式
会
社
並
び
に

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
･
債
務
返
済
機
構
が

新
た
に
設
立
さ
れ
、
新
体
制
の
下
で
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
が

円
滑
に
開
始
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

旧
日
本
道
路
公
団
に
つ
い
て
は
、
東
/
中
/
西
日
本
高

速
道
路
株
式
会
社

(以
下

｢三
会
社
｣
と
い
う
。)
に
そ

れ
ぞ
れ
分
割
さ
れ
、
よ
り
地
域
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
を

展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
月
か
ら
は
マ
イ
レ
ー

ジ
割
り
に
お
い
て
、
新
た
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る

な
ど
民
間
会
社
と
し
て
の
経
営
セ
ン
ス
を
活
か
し
た
取
組

み
が
着
実
に
な
さ
れ
て
い
る
。

今
回
は
、
三
会
社
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
料
金
割
引

の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
最
新
の
話
題
と
と
も
に
紹
介
し

た
い
。

三

艘
翁
割
引
の
導
入
に
あ
た
っ
て

有
料
道
路
の
料
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
五
年
一
二
月

二
二
日
政
府
･
与
党
申
し
合
わ
せ

｢道
路
関
係
四
公
団
民

営
化
の
基
本
的
枠
組
み
に
つ
い
て
｣
に
お
い
て
、
民
営
化

ま
で
に
E
T
C
の
活
用
等
に
よ
る
弾
力
的
な
料
金
の
導
入

と
高
速
自
動
車
国
道
に
お
け
る
料
金
の
平
均
一
割
程
度
引

下
げ
を
実
施
す
る
よ
う
取
り
決
め
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
て
、
各
高
速
道
路
株
式
会
社

(以
下
、
｢各
会
社
｣
と

い
う
)
に
お
い
て
は
民
営
化
に
先
駆
け
て
、
あ
る
い
は
民

営
化
に
際
し
、
E
T
C
を
活
用
し
た
多
様
で
弾
力
的
な
料

金
の
導
入
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

民
営
化
に
伴
う
成
果
と
し
て
国
民
に
と
っ
て
特
に
メ
リ

ッ
ト
が
大
き
い
高
速
自
動
車
国
道
の
料
金
割
引
に
つ
い
て

は
、
当
該
申
し
合
わ
せ
を
受
け
て
、
そ
の
負
担
を
税
金
に

求
め
る
こ
と
な
く
債
務
を
返
済
す
る
ス
キ
ー
ム
を
堅
持
し

つ
つ
、
民
営
化
に
向
け
た
コ
ス
ト
削
減
の
成
果
を
幅
広
く

利
用
者
を
は
じ
め
国
民
に
還
元
す
る
も
の
と
し
て
、
平
均

一
割
以
上
の
引
下
げ
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
昨
年
=

月
一
日
よ
り
本
年
四
月
一
日
に
か
け
て
E
T
C
を
活
用
し

た
各
種
割
引
メ
ニ
ュ
ー
を
全
て
本
格
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
弾
力
的
な
料
金
の
導
入
に
必
要
と
さ
れ
る

E
T
C
は
、
道
路
の
利
用
者
に
と
っ
て
大
変
便
利
で
快
適

な
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
走
行
を
可
能
に
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
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図 1 E T C利用率の状況

渋
滞
の
緩
和
や
鮠
削
減
に
よ
る
環
境
改
善
等
に
効
果
が
あ

り
、
料
金
収
受
に
か
か
る
一
層
の
コ
ス
ト
削
減
、
さ
ら
に

は
、
利
用
履
歴
等
の
把
握
に
よ
り
多
様
で
弾
力
的
な
料
金

設
定
に
活
用
で
き
る
な
ど
、
単
に
E
T
C
を
利
用
す
る
人

の
み
な
ら
ず
、
E
T
C
を
利
用
し
な
い
人
も
含
め
た
国
民

全
体
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
各
会
社
等
と
連
携
し
て
、
そ
の
普
及
に
全

力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
各
会
社

に
お
い
て
は
引
き
続
き
普
及
促
進
策
が
実
施
さ
れ
、
こ
れ

ら
の
結
果
、
現
在
で
は
有
料
道
路
の
利
用
者
の
う
ち
、
五

0
%
を
超
え
る
方
が
E
T
C
を
利
用
す
る
ま
で
に
な
っ
て

い
る

(図
1
)。

(参
考
)
｢道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
の
基
本
的
枠
組
み
に

つ
い
て
｣
(抄
)

(平
成
一
五
年
三
一月
二
二
日

政
府

･
与
党
申
し
合

わ
せ
)

②
料
金
の
水
準

の

民
営
化
ま
で
に
実
現
す
べ
き
措
置

①
E
T
C
の
活
用
等
に
よ
り
、
弾
力
的
な
料
金
を

積
極
的
に
導
入
し
、
各
種
割
引
に
よ
り
料
金
の

り
き
下
げ
を
行
う
。

②
特
に
、
高
速
国
道
の
料
金
に
つ
い
て
は
、
平
均

一
割
程
度
の
引
き
下
げ
に
加
え
、
｢別
納
割
引
｣

の
廃
止
を
踏
ま
え
、
更
な
る
料
金
引
き
下
げ
を



実
施
す
る
。
具
体
的
に
は
、
マ
イ
レ
ー
ジ
割
引
、
一
の
改
善
を
図
る
こ
と
等
を
目
的
と
し
て
導　　　　　　

　

夜
間
割
引
、
通
勤
割
引
等
を
行
う
。

入
し
た
時
間
帯
割
引
は
、
｢深
夜
割
引
｣

亘

高
速
自
動
車
国
道
の
響
禽
割
引
幅
つ
い
で

高
速
自
動
車
国
道
の
料
金
割
引
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の

政
府
･
与
党
申
し
合
わ
せ
に
お
い
て
、
平
均
一
割
程
度
の

引
き
下
げ
を
民
営
化
ま
で
に
実
現
す
べ
き
と
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
て
、｢深
夜
割
引
｣
(平
成
一
六
年
三

月
一
日
~
)、

｢早
朝
夜
間
割
引
｣
及
び

｢通
勤
割
引
｣
(平
成
一
七
年
一

月
三

日
~
)
と
い
っ
た
時
間
帯
割
引
並
び
に

｢
マ
イ
レ

ー
ジ
割
引
｣
及
び

｢大
口
･
多
頻
度
割
引
｣
(平
成
一
七

年
四
月
一
日
~
)
と
い
っ
た
全
て
の
割
引
メ
ニ
ュ
ー
を
本

格
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

(図
2
参
照
)。

ま
た
、
詳
細
に
つ
い
て
は
後
程
紹
介
す
る
が
、
マ
イ
レ

ー
ジ
割
引
に
お
い
て
は
、
本
年
三
一月
か
ら
来
年
三
月
ま

で
の
期
間
限
定
で
、
民
営
化
と
登
録
件
数
二
〇
〇
万
件
突

破
を
記
念
し
た
新
た
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
三
倍
ポ

イ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
新
規
申
し
込
み
六
〇
〇
ポ
イ
ン

ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
る
。

1

時
間
帯
割
引

ゆ

時
間
帯
割
引
の
概
要
及
び
実
施
状
況

交
通
量
に
余
裕
の
あ
る
時
間
帯
に
お
け
る
高
速
自
動
車

国
道
の
一
層
の
有
効
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
一
般
道
路

か
ら
の
交
通
の
転
換
を
促
進
し
、
一
般
道
路
の
沿
道
環
境

(全
国
の
高
速
自
動
車
国
道
で
0
時
、
四

時
に
利
用
の
場
合
三
0
%
引
き
)、
｢早
朝

夜
間
割
引
｣
(大
都
市
近
郊
区
間
で
二
二

時
~
翌
六
時
に
一
〇
〇
蹴
以
内
の
利
用
の

場
合
五
0
%
引
き
)
、
｢通
勤
割
引
｣
(大

都
市
近
郊
区
間
以
外
で
六
時
~
九
時
又
は

一
七
時
~
二
〇
時
に
一
〇
〇
如
以
内
の
利

用
の
場
合
五
0
%
引
き
)
の
三
種
類
で
あ

り
、
い
ず
れ
も
E
T
C
車
が
対
象
と
な
っ

て
い
る
。

時
間
帯
割
引
導
入
後
の
E
T
C
利
用
車

の
内
訳
を
見
て
み
る
と
、
本
年
六
月
の
段

階
で
E
T
C
利
用
者
の
三
人
に
一
人
が
時

間
帯
割
引
を
享
受
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

E
T
C
利
用
率
の
伸
び
が
一
･
五
六
倍

(平
成

一
七
年
二
月
に
対
す
る
平
成

一
七

年
六
月
の
伸
び
)
で
あ
る
の
に
対
し
、
E

T
C
利
用
者
に
占
め
る
割
引
利
用
者
の
伸

び
が
一
･
七
九
倍
と
大
き
い
こ
と
か
ら
、

時
間
帯
割
引
に
よ
る
E
T
C
普
及
促
進
効

果
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

(図
3
参

昭
巴
。

ま
た
、
両
感
知
器
か
ら
有
効
な
デ
ー
タ

が
得
ら
れ
た
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
区
間

大口 ･多頻度割引
(平成17年4月1日より実施中)

○大口利用者に対し利用実績に応じて割引

0 車1台月あたり利用額に応じた割引を原
則とし、条件を満たした契約者には月間総
利用額に応じた割引を付加

(平成17年4月1日より実施中)
0 一般利用者に対し利用実績に応じて割引
0 2年間の利用額に応じたポイント還元方式
0 従来のETC前払割引率(13 .8 % )を確保
★ポイント2倍キャンペーンの実施

(平成17年4月 1日 ~ 平成18年3月31日)
★ 1 2 月全日ポゴント3倍キギンペーンの実施

★1 ~ 3 土 ▲ ント3 教 … 2 ンぺ〉-、

★新規申込6 0 0 ポイントプレゼント峯ヤンペーンの実施

により実質割引率がU P

時間帯割引

図 2 高速自動車国道の料金割引の内容

※利用距離が10 o km以内の

通勤割引く地方圏)
(平成l7年1月11日より実施中)

0交通容量に余裕のある高速
自動車国道を有効活用(大都
市除く)

0 全日の朝夕の通勤時間帯
~ 2 0 時)を5割
　



1 全高速自動車国道利用台数の経月推移 2 E T C 利用台数の経月推移
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(地
方
圏

…
五
三
三
区
間
及
び
大
都
市
圏

…
七
七
区
間
)

に
お
け
る
各
割
引
時
間
帯
の
高
速
自
動
車
国
道
の
区
間
走

行
台
数
で
み
る
と
、

①

通
勤
割
引

(朝
方
時
間
帯
)
に
お
い
て
平
均
二
･

九
%
の
増
加

②

深
夜
時
間
帯
に
お
い
て
平
均
二
･
八
%
の
増
加

③

早
朝
夜
間
割
引
時
間
帯
に
お
い
て
平
均
三
･
0
%

の
増
加

と
い
ず
れ
も
増
加
し
て
い
る

(対
前
年
同
月
比
)
(図
4

参
照
)。

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
の
単
位
で
見
て
も
、
多
く
の
区

間
で
高
速
自
動
車
国
道
の
走
行
台
数
が
増
加
し
て
お
り
特

に
、
深
夜
割
引
及
び
通
勤
割
引

(朝
方
)
の
時
間
帯
で
顕

著
に
増
加
し
て
い
る

(図
5
参
照
)。

②

時
間
帯
割
引
の
実
施
に
よ
る

交
通
の
変
化

時
間
帯
割
引
に
よ
っ
て
高
速
自
動
車
国
道
と
一
般
国
道

が
並
行
す
る
一
四
二
区
間
に
お
い
て
、
割
引
実
施
後
の
平

成
一
七
年
三
月
と
割
引
実
施
前
の
平
成
ニ
ハ年
三
月
の
通

過
す
る
交
通
量
の
比
較
を
行
っ
た
。
一
般
国
道
の
利
用
割

合
は
、
前
年
度
と
比
べ
て
深
夜
割
引
時
間
帯
で
は
八
五
%

の
区
間
、
早
朝
夜
間
割
引
時
間
帯
で
は
八
三
%
の
区
間
、

通
勤
割
引
時
間
帯
で
は
八
0
%
の
区
間
に
お
い
て
低
下
が

見
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
時
間
帯
割
引
に
よ
っ
て
交
通
状

況
に
変
化
が
見
ら
れ
た
事
例
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

畳謬区区間交滋量
G ~○%増加

区間変遷量
5 ~ 8 96増加

区間交遊漱
5 %以上増加
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①

深
夜
割
引
…中
央
自
動
車
道

(園
原
I
C
~
中
津

川
I
C
)
の
事
例

一
般
国
道
一
九
号
は
、
中
央
自
動
車
道

(中
津
川

I
C
~
塩
尻
I
C
間
)
を
避
け
た
通
過
大
型
ト
ラ
ッ

ク
の
交
通
量
が
多
く
、
騒
音
･
振
動
に
よ
る
沿
道
環

境
の
悪
化
と
交
通
事
故
の
多
発
が
問
題
と
な
っ
て
い

た
。割

引
後
の
平
成
一
七
年
六
月
と
割
引
前
の
平
成
一

六
年
六
月
の
一
週
間
の
深
夜
割
引
時
間
帯

(0
時
~

四
時
)
の
平
均
交
通
量
を
比
較
す
る
と
、
一
般
国
道

一
九
号

(中
津
川
I
C
~
園
原
I
C
間
)
の
交
通
量

が
減
少
し
、
並
行
す
る
中
央
自
動
車
道
の
交
通
量
の

増
加
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
一
般
国
道
一
九
号

を
利
用
す
る
割
合
が
約
五
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た
。
ま

た
、
時
間
帯
別
の
大
型
車
交
通
量
を
一
年
前
と
比
べ

る
と
、
深
夜
割
引
時
間
帯
を
含
む
夜
間
に
中
央
自
動

車
道
の
交
通
量
が
伸
び
、
一
般
国
道
一
九
号
が
減
る

傾
向
が
見
ら
れ
る
。
特
に
一
般
国
道
一
九
号
で
は
四

時
台
に
最
大
で
一
六
%
減
少
し
、
中
央
自
動
車
道
で

二
時
台
に
三
一%
増
加
が
見
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
夜

間
の
一
般
国
道

一
九
号
の
交
通
量
の
減
少
に
よ
っ

て
、
交
通
安
全
上
の
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が

い
知
れ
る
。
一
般
国
道
一
九
号

(中
津
川
I
C
~
塩

尻
I
C
間

[
一
〇
四

･
七
如
=

に
お
け
る
夜
間

(日
没
か
ら
日
の
出
)
の
交
通
事
故
発
生
件
数
は
、

時
間
帯
割
引
実
施
前
五
年
間
の
(上
半
期
…
一
月
~

類集計データ【高速通路および一艘道路の車両感知器データ 双葉針データ"一般湖初事故データ
集計期間覗け.罐7鯏可.嶮難nG6,始期トス2僞の平日平均発生件数胴-2~川舵HI7の上半期の夜間月平均(夜間日没から日の出)

事故率'=き鴎翔りの上半期の終日月平均
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図 6 中央自動車 (園原 I C ~ 中津川 I C ) における事例)
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六
月
)
平
均
で
九
件
/
月
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成

一
七
年
上
半
期
平
均
七
･
五
件
で
あ
り
、
交
通
事
故

発
生
件
数
の
減
少
が
見
ら
れ
た
。
一
般
国
道
一
九
号

(中
津
川
I
C
~
塩
尻
I
C
間
)
に
お
け
る
割
引
前

(H
三

一~
H

一
六
)
と
割
引
後

(H
一
七
年

一
~

六
月
)
に
お
け
る
終
日
の
事
故
率
で
見
る
と
、
五

一
･
五

(件
/
億
台
キ
ロ
)
が
、
四
二
･
0

(件
/

億
台
キ
ロ
)
と
な
り
、
一
八
%
の
減
少
が
見
ら
れ
た

(図
6
参
照
)。

②

通
勤
割
引
高
松
自
動
車
道

(善
通
寺
I
C
~
さ

ぬ
き
豊
中
I
C
)
の
事
例

香
川
県
の
一
般
国
道
三

号
西
讃
地
区
で
は
、
交

通
容
量
を
超
え
て
慢
性
的
な
渋
滞
が
生
じ
て
い
る
。

一
方
、
こ
れ
に
並
行
す
る
高
松
自
動
車
道
は
、
平
成

一
五
年
三
月
三
〇
日
に
全
線
開
通
し
、
利
用
交
通
量

は
大
き
く
伸
び
て
い
る
も
の
の
、
十
分
な
活
用
さ
れ

て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
る
。

割
引
後
の
平
成
一
七
年
六
月
と
割
引
前
の
平
成
一

六
年
六
月
の
一
週
間
の
通
勤
割
引
時
間
帯

(六
~
九

時
、
一
七
~
二
〇
時
)
の
平
均
交
通
量
を
比
較
す
る

と
、
通
勤
割
引
時
間
帯
の
一
般
道
路
交
通
量

(国
道

一
一
号
)
が
減
少
し
、
か
つ
利
用
割
合
も
一
･
ニ
ポ

イ
ン
ト
低
下
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
一
般
国
道
二

号
線
の
時
間
帯
別
旅
行
速
度
を
見
る
と
、
朝
夕
の
通

勤
割
引
時
間
帯
に
お
い
て
、
旅
行
速
度
の
上
昇
が
見

ら
れ
た

(図
7
参
昭
巴
。
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図 8 東関東自動車道 (湾岸市川 I C ~ 湾岸習志野 I C ) における事例

表

利用額 (交換単位) 還元額 割引額

5
,
000円 (10OP) 200円 3

,
8 %

10
,
0 00円 (200P) 円

“
00にU

似ゐRU･
4
‘

30
,
00 0円 (60 0P) 円Û〔Urbリ

ム 桃Z

50
,
000円 (l

,
ooop) 円

“
ÛnY

〔UR
U 眺ろくJ

③

早
朝
夜
間
割
引
“東
関
東
自
動
車
道

(湾
岸
市
川

I
C
~
湾
岸
習
志
野
I
C
)
の
事
例

千
葉
県
北
西
部
の
湾
岸
地
域
に
位
置
し
、
当
該
地

域
を
通
過
す
る
一
般
国
道
三
五
七
号
は
、
東
京
方
面

と
千
葉
を
連
絡
す
る
路
線
で
あ
り
、
朝

･
夕
の
通
勤

時
間
に
は
市
川
･
船
橋
･
習
志
野
地
区
を
中
心
に
激

し
い
渋
滞
が
発
生
し
、
沿
道
環
境
に
も
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

割
引
後
の
平
成
一
七
年
六
月
と
割
引
前
の
平
成
一

六
年
六
月
の
一
週
間
の
早
朝
夜
間
割
引
時
間
帯

(ニ

ニ
~
六
時
)
の
平
均
交
通
量
を
比
較
し
て
見
る
と
、

早
朝
夜
間
割
引
時
間
帯
の
一
般
道
路
交
通
量

(
一
般

国
道
三
五
七
号
)
が
減
少
し
、
高
速
道
路
交
通
量

(東
関
東
自
動
車
道
)
が
増
加
し
、
一
般
道
路
の
利

用
割
合
も
二
･
八
ポ
イ
ン
ト
低
下
が
見
ら
れ
た

(図

8
参
照
)。

2

マ
イ
レ
ー
ジ
割
引

'

-
二
月
よ
り
三
倍
ポ
イ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

新
た
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
,

こ
の
割
引
は
、
E
T
C
に
よ
り
高
速
自
動
車
国
道
を
通

行
し
た
料
金
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、
一
定
の
ポ

イ
ン
ト
数
を
通
行
料
金
と
し
て
還
元
す
る
も
の
で
あ
り
、

当
該
割
引
を
受
け
る
に
は
事
前
の
登
録
が
必
要
で
あ
る
。

割
引
率
に
つ
い
て
は
、
E
T
C
前
払
割
引
と
同
等

(最

大
一
三
･
八
%
)
で
あ
る
が
、
あ
ら
か
じ
め
支
払
い
を
す

る
必
要
が
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
、
E
T
C
前
払
割
引
と
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異
な
っ
て
い
る
。

付
与
さ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
五
〇
円
に
つ
き
一
ポ
イ
ン

ト
、
ポ
イ
ン
ト
の
有
効
期
間

(還
元
額
に
交
換
で
き
る
期

間
)
は
、
最
大
二
年

(ポ
イ
ン
ト
が
付
い
た
年
度

(四
月

~
翌
年
三
月
)
の
翌
年
度
末
ま
で
。
例
え
ば
、
平
成
一
七

年
六
月
二
〇
日
に
付
い
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
平
成
一
九
年
三

月
末
ま
で
交
換
で
き
る
。)
で
あ
る
。

ま
た
、
ポ
イ
ン
ト
を
還
元
額
に
交
換
す
る
場
合
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
電
話
で
交
換
単
位
毎
に
申
し
込
み
、
還

元
額
に
つ
い
て
は
、
高
速
自
動
車
国
道
の
ほ
か
、
一
部
の

一
般
有
料
道
路
、
阪
神
高
速
道
路
、
本
州
四
国
連
絡
高
速

道
路
な
ど
で
利
用
で
き
る

(会
社
間
の
ポ
イ
ン
ト
合
算
は

で
き
な
い
)
(表
1
)。

当
該
割
引
に
お
い
て
は
、
現
在
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
E

T
C
の
普
及
促
進
を
図
る
こ
と
な
ど
か
ら
ポ
イ
ン
ト
の
二

倍
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が

(本
年
四
月
一
日
~
来
年
三
月
末
ま
で
)、
昨
今
の
E
T
C

の
利
用
に
つ
い
て
見
る
と
、
大
型
車

(主
に
貨
物
車
)
の

利
用
率
が
約
九
0
%
で
あ
る
一
方
、
普
通
車

(主
に
乗
用

車
)
の
利
用
率
が
約
四
0
%
で
あ
り
、
ま
た
平
日
の
利
用

率
が
約
五
0
%
で
あ
る
一
方
、
休
日
の
利
用
率
が
約
四

0
%
と
い
う
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を

踏
ま
え
た
上
で
、
民
営
化
と
登
録
件
数
二
〇
〇
万
件
突
破

を
記
念
し
た
新
た
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
本
年
一
二
月
か
ら

来
年
三
月
ま
で
の
期
間
限
定
で
実
施
し
て
い
る
。

内
容
に
つ
い
て
は
、
本
年
一
二
月
の
全
日
及
び
来
年
一

月
か
ら
三
月
末
ま
で
の
間
の
土
日
祝
日
に
お
い
て
、
ポ
イ

ン
ト
三
倍
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
新
た

に
車
載
器
を
購
入
し
、
マ
イ
レ
ー
ジ
割
引
に
申
し
込
ん
だ

方
な
ど
を
対
象
に
、
六
〇
〇
ポ
イ
ン
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
と
い
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る

(
妙
頁
図
9
)。

こ
れ
に
よ
り
、
通
常
最
大
一
三
･
八
%
で
あ
る
割
引
率

は
、
二
倍
の
場
合
に
は
約
二
四
%
と
な
り
、
三
倍
の
場
合

に
あ
っ
て
は
、
約
三
二
%
と
な
る
。

申
し
込
み
状
況
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
七
年
三
月
一
六

日
の
申
し
込
み
開
始
以
来
着
実
に
増
加
し
て
お
り
、
三

月
末
時
点
で
、
約
二
八
〇
万
件
を
突
破
し
た
。

3

大
口
･
多
頻
度
割
引

高
速
自
動
車
国
道
に
お
い
て
実
施
し
て
い
た
別
納
割
引

に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
事
業
協
同
組
合
の
差
益
の
不
正

流
用
な
ど
の
問
題
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
本
年
三
月
末

で
廃
止
し
、
こ
れ
に
代
わ
る
新
た
な
割
引
と
し
て
、
本
年

四
月
一
日
よ
り
E
T
C
に
よ
り
高
速
自
動
車
国
道
を
利
用

す
る
大
口
利
用
者
に
対
し
て
、
利
用
実
績
に
応
じ
て
割
引

を
行
う

｢大
口
･
多
頻
度
割
引
｣
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
別
納
割
引
に
お
け
る
契
約
事
業
者
単
位
で
の

利
用
実
績
額
に
応
じ
た
割
引
か
ら
、
車
両
1
台
あ
た
り
の

利
用
実
績
額
に
応
じ
た
割
引
に
変
更
し
た
こ
と
が
大
き
く

変
更
さ
れ
た
点
で
あ
り
、
月
々
の
利
用
金
額
に
対
し
て
車

両
当
た
り
最
大
で
二
0
%
の
割
引
率
が
適
用
さ
れ
る
と
と

も
に
、
大
口
利
用
者
と
し
て
一
台
当
た
り
の
平
均
利
用
月

額
が
三
万
円
を
超
え
、
契
約
者
単
位
の
月
間
利
用
総
額
が

五
O
0
万
円
を
超
え
る
場
合
に
一
〇
%
の
割
引
を
加
算
す

る
こ
と
で
、
従
前
の
別
納
制
度
で
問
題
と
な
っ
た
特
に
小

口
の
集
合
化
に
よ
り
高
い
割
引
率
を
受
け
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
仕
組
み
を
改
善
し
て
い
る
。

こ
の
割
引
制
度
の
導
入
に
伴
い
、
そ
れ
ま
で
の
別
納
カ

ー
ド
を
E
T
C
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ー
ド
に
切
り
替
え
て
お

り
、
カ
ー
ド
は
利
用
す
る
車
両
一
台
ご
と
に
発
行
さ
れ
、

一
〇
月
末
現
在
で
約
七
、
O
0
0
件
の
契
約
、
約
一
〇
〇

万
台
の
登
録
が
な
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

四

…般
有
料
道
路
の
料
金
割
引
に
つ
い
て

一
般
有
料
道
路
に
お
い
て
も
、
利
用
者
の
便
益
が
著
し

い
区
間
に
つ
い
て
、
一
般
道
路
事
業
を
補
完
す
る
も
の
と

し
て
、
高
規
格
幹
線
道
路
や
大
規
模
バ
イ
パ
ス
等
、
さ
ま

ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
路
線
の
早
期
整
備
を
図
る
た

め
、
個
別
の
路
線
ご
と
に
採
算
を
確
保
す
る
こ
と
を
前
提

と
し
て
整
備
さ
れ
て
き
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
全
体
的
に

採
算
が
厳
し
い
中
で
は
あ
る
が
、
多
様
で
弾
力
的
な
料
金

の
導
入
を
図
る
た
め
、
コ
ス
ト
縮
減
等
の
成
果
を
反
映
し

て
、
本
年
四
月
一
日
か
ら

｢
マ
イ
レ
ー
ジ
割
引
｣
を
導
入

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
割
引
は
、
高
速
自
動
車
国
道
に
お
い
て
導
入
し
た

も
の
と
同
様
に
、
E
T
C
に
よ
り
三
会
社
の
管
理
す
る
一

般
有
料
道
路

(E
T
C
が
整
備
さ
れ
て
い
る
道
路
に
限

る
。)
を
通
行
し
た
料
金
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、
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一
定
の
ポ
イ
ン
ト
数
を
通
行
料
金
と
し
て
還
元
す
る
も
の

で
あ
り
、
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
が
一
〇
〇
円
に
つ
き
一
ポ
イ

ン
ト
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
高
速
自
動
車
国
道
と
異
な

っ
て

い
る
。

な
お
、
高
速
自
動
車
国
道
と
同
様
に
、
平
成
一
七
年
度

中
は
ポ
イ
ン
ト
二
倍
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
本
年
三
一月
の
全
日
及
び
来
年
一
月
か
ら
三
月
末
ま

で
の
間
の
土
日
祝
日
の
利
用
に
つ
い
て
、
ポ
イ
ン
ト
三
倍

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
る
。

五

そ
の
他

合
一T
C
前
払
割
引
の
前
払
金
の
支
払
と

新
規
登
録
の
受
付
終
了
等
)

平
成
一
四
年
七
月
よ
り
実
施
し
て
き
た
E
T
C
前
払
割

引
に
つ
い
て
は
、
本
年
三
一月
二
〇
日
三
四
時
を
も
っ
て

前
払
金
の
支
払
い

(積
み
増
し
)
の
受
付
と
新
規
登
録
の

受
付
を
終
了
す
る
こ
と
と
な
っ
た

(た
だ
し
、
積
み
増
し

終
了
後
に
お
い
て
も
既
に
支
払
っ
た
前
払
金
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
通
り
引
き
続
き
E
T
C
で
の
利
用
が
可
能

で
あ
る
)
。

E
T
C
前
払
割
引
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
措
置
に
つ
い

て
は
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
設
置
し
て
い
る
学
識
経
験

者
等
か
ら
な
る

｢今
後
の
有
料
道
路
の
あ
り
方
研
究
会
｣

(委
員
長
…
杉
山
武
彦

一
橋
大
学
学
長
)
及
び
広
く
国

民
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た

｢
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
｣

に
お
い
て
整
理
さ
れ
た
料
金
割
引
の
考
え
方
に
お
い
て
、

｢様
々
な
利
用
場
面
に
対
応
し
た
割
引
が
可
能
で
利
用
促

進
の
た
め
の
制
度
と
し
て
広
く
社
会
に
浸
透
し
て
き
て
い

割
引
は
、
前
述
の
と
お
り
前
払
金
の
支
払
い
(積
み
増
し
)

る
マ
イ
レ
ー
ジ
割
引
の
導
入
が
妥
当
で
あ
り
、
既
存
の
類

の
受
付
な
ど

一
部
サ
ー
ビ
ス
は
終
了
す
る
こ
と
と
な
る

似
制
度
で
あ
る
E
T
C
前
払
割
引
は
、
マ
イ
レ
ー
ジ
割
引

が
、
残
額
を
付
け
替
え
る
サ
ー
ビ
ス
や
付
け
替
え
の
た
め

の
導
入
に
あ
わ
せ
て
移
行
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。｣

の
新
規
登
録
受
付
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
は
引
き
続
き
行
う
こ

と
さ

こ
こ
と
を
否
ま
え
、

-
±
に
,

い
て
、
愛
俄
と

と
と
し
て
い
る
。

似
制
度
で
あ
る
E
T
C
前
払
割
り
は
、
マ
イ
レ
ー
ジ
割
引

の
導
入
に
あ
わ
せ
て
移
行
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。｣

と
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
各
会
社
に
お
い
て
、
後
継
と

な
る
マ
イ
レ
ー
ジ
割
弓
を
は
じ
め
と
し
た
新
た
な
E
T
C

料
金
割
引
が
導
入
さ
れ
、定
着
し
て
き
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
三
会
社
で
実
施
し
て
い
る
マ
イ
レ
ー
ジ
割
引
に

つ
い
て
は
、
前
述
の
と
お
り
、
高
速
自
動
車
国
道
で
は
割

引
率
が
E
T
C
前
払
割
引
と
同
等
で
あ
り
、
さ
ら
に
二
倍

及
び
三
倍
ポ
イ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
る
こ

と
、
ま
た
一
般
有
料
道
路
に
お
い
て
も
、
同
様
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
変
お
得
に
な
っ

て
い
る
。

ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、

一
部
の
悪
質
な

人
々
に
よ
る
偽
造
が
平
成
一
一
年
頃
か
ら
発
見
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
各
有
料
道
路
事
業
者
に
お
い
て
あ
ら
ゆ
る
対

策
を
講
じ
て
き
た
も
の
の
、
そ
の
被
害
が
後
を
絶
た
な
い

こ
と
か
ら
社
会
問
題
化
し
、偽
造
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、

E
T
C
へ
の
集
約
を
進
め
る
も
の
と
し
て
、
本
年
九
月
一

五
日
を
も
っ
て
、そ
の
販
売
を
停
止
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
利
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
八
年
四
月
一
日
0
時

を
も

っ
て
停
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
ハ

イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
の
残
額
に
つ
い
て
は
、
E
T
C
前
払
割

引
に
付
け
替
え
る
措
置
を
実
施
し
て
い
る
。
E
T
C
前
払

穴

お
わ
り
に

三
会
社
を
は
じ
め
と
し
た
各
会
社
に
お
い
て
は
、
高
速

道
路
の
有
効
活
用
や
利
用
促
進
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
多
様
で
弾
力
的
な
各
種
割
引
を
実

施
し
て
い
る
が
、
今
後
と
も
、
四
五
年
間
で
の
確
実
な
債

務
の
返
済
に
支
障
の
な
い
範
囲
に
お
い
て
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
割
り
の
実
施
な
ど
利
用
者
の
利
便
に
配
慮
し
た
更
な
る

多
様
で
弾
力
的
な
料
金
施
策
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。



東日本高速道路株式会社
中日本高速道路株式会社 -- -
東日本高速道路株式会社
中日本高速道路株式会社
西日本高速道路株式会社 ETCマイレージ

サービスに
申し込もうl

平成乍7年
　　　

平成奪8年
3月まで

冬鑪 瓣い 4 ヶ 月 !

鱸園鞘 葛油国避60･0
と残履下さい.高速国道167 00円のと利用で ^ 、

最大8,000円分の
. ･ 潴

還元額(無料巡行分)を
差し上げますl

　　 　 　　 　　　　　　　還元額(無料巡行分)を

平成17年l2月1日~篭2月別日まで 平成,8年乍月乍日~ 3月鎖日までの土聰･日曜･祝日

2 05 . 2006 2006 う 2006

　
　　

　
　 　 　

月 客 室} 合一も--R-- 月 火 水 歪-一言
飜主÷百一 ｢言一夜--*一三宅~金 ±▼｢ 一月--火 永 大 乱〃ヰ霞就こ

　 　 　 　 　 　 　 　l 2 3 4 義
鬘 6 ぞ 8 9 10溝{ {袋 抄^ 4 き り 7 8 6 7 往 ＼々露 期 松 卷 が 7 默夕、b 納 "弩、
　　　　　　　　　　　　 　　　　 　 　 　 　 　 　 　　　　 　　　 　　　　　　　　　　　　　
I9箋○熟1 2簗ぐ残3髀姦収容 ^ 、為必凝教僅の 19 20窒篭朶議 会0 2,袋2袋3沙4 2義柩る･ 像○男癈 22淀9 2痔 25会議辛
楚 27墾a 29糊0 翁･ 、 ,郊U臨も無ヌ6 野 締まり 空丁盤 脳 86 3鱗

なんとf2月は
毎日ポイントが9倍に!

見逃せないねl

範高速国道25,000円のご利用で

ント3倍の日です
最大8-000円分の

ント2倍の日です 平成,8年倖月嚢日~ 3月朝日までの平日
還元額(無料通行分)を

差し上げます!

お申込みは平成↑8年3月31日まで範擬お申し込みの方に

鞆たにETC車議謎を購入･取付け･セットアップし主TCマイレージサービスにお申し込みいただくと、
もれなくGOOポイント(最大4,800円欄当の搬艘迩行分解))を産し上げます!

(注)600ポイントは、直ちに交鞠すると色600四分の麻料遅行分になり表すが、さらに400事イント貯めると、合計製000ポイントを軌000円分の撥門遷行分と
交撫で痔ます.この棚倉、1ポイント当たりa円の無料週行分となりますので、600ポイントは亀BOO円の厭料遡行分に相当することとなります,

糊皺食ま卜は舶中溝迪瀕露蓮銘′中日緘違纖損鱗社煙aホ純鞆鯨割のボ あり鎚~
- - .い ,

礎キルベーン蟻纈鱒閉月-o戟&襄購T餓鰤褓入.附け.壱トアクブされ繃鰯で、 嗣入賞筬開鎚冗芻期になっa矯幽ほ.癖拶べーンのポイントブラゼン蒲お受けにね
敏約滲ベニン縊麗し魅誤報韶牝隣鉾鑿縦馨棒穹まれ-ツリービー"楓u執 念難

と鰹現させ無 a ･ . ･
ただにとにより目鰓臨む隠す慾･盈めてお申し込みも陵駕論題はありばせん.感た.TでにりTC 申し込みは平成鮨琵鵯3旧の翁鯛翰となり鍔選逕でのお申し込みの避.記戦灘顕

、の劃範欝
饉いただいている寵し桿に転義でポイントを鍵し鍼まぜの叢改めて於申し込みいただく必淺 を正しく縦入の上途恥に證申し込み鰍まま‐

ル ー
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鬱 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

鬮
琳
の
大
動
脈
を
つ
く
り
、
ま
も
る

中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
総
務
部
広
報
室

饑

B

は
じ
め
に

平
成
一
七
年
一
0
月
一
日
、
日
本
道
路
公
団
は
半
世
紀
に

及
ぶ
歴
史
に
そ
の
幕
を
閉
じ
、
東
･
中
･
西
三
つ
の
高
速
道

路
株
式
会
社
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
は
、
公
団
時
代
と
同
様
に

良
質
な
高
速
道
路
空
間
を
提
供
し
て
い
く
の
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
一
〇
月
二
人
日
に
岐
阜
県
と
の
包
括
的
提
携
協

定
を
締
結
し
た
こ
と
を
手
始
め
と
し
て
、
今
後
は
さ
ら
に

地
域
連
携
を
深
め
、
地
域
に
密
着
し
た
企
業
運
営
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て

｢債
務
を
確
実
に
返
済
す
る
｣、

｢民
間
企
業
と
し
て
の
経
営
判
断
を
し
、
経
済
合
理
性
に

基
づ
い
た
優
先
順
位
を
つ
け
て
道
路
建
設
を
行
う
｣、
｢民

間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
合
理
化

･
効
率
化
を
通
じ
て

お
客
様
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
｣
と
い
う
三
つ
の
目
的

を
、
効
率
的
な
企
業
運
営
と
徹
底
し
た
コ
ス
ト
意
識
で
も

っ
て
実
現
す
べ
く
、
役
員

･
社
員
二
、
三
〇
〇
名
が
業
務

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

囲曙
経
営
理
念
と
経
営
蒲
針

当
社
は
、
高
速
道
路
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
有
効
に
活
用

し
、
そ
の
効
果
を
最
大
限
発
揮
さ
せ
る
こ
と
で
、
地
域
社

会
の
発
展
と
暮
ら
し
の
向
上
、
さ
ら
に
広
く
日
本
経
済
全

体
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
、
と
い
う
経
営
理
念
の
も
と
、

以
下
の
経
営
方
針
に
基
づ
き
社
会

･
お
客
様
･
投
資
家
の

皆
様
の
ご
期
待
に
こ
た
え
て
ま
い
り
ま
す
。

○
徹
底
し
て
公
正
･透
明
な
経
営
を
確
立
し
、
信
頼
性
の

向
上
に
努
め
、
企
業
の
社
会
的
責
任
を
果
た
し
ま
す
。

○
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
お
客
様
を
大
切
に
し
、
お
客
様
の

満
足
度
向
上
に
努
め
ま
す
。

◎

○
地
域
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
、
地
域
に
親

し
ま
れ
る
会
社
を
目
指
し
ま
す
。

○
経
営
資
源
の
有
効
活
用
や
技
術
開
発
を
推
進
し
、
効

率
的
に
事
業
を
遂
行
し
ま
す
。

○
信
頼
性
の
高
い
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
と
と
も
に
、
安
全
で
安
心
で
き
る
高
速
道
路
を
良

好
に
管
理
し
ま
す
。

○
現
在
S
A
･
P
A
を
運
営
し
て
い
る
二
つ
の
財
団
法

人
か
ら
事
業
譲
渡
を
受
け
、充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、

新
た
な
事
業
を
展
開
し
て
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
こ

た
え
、
収
益
の
拡
大
に
取
組
み
ま
す
。

5

三

事
業
霊
リ
ラ
と
事
葉
デ
ー
タ

セ行

当
社
の
事
業
エ
リ
ア
は
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
富
山
県
、

道

石
川
県
、
福
井
県
、
山
梨
県
、
長
野
県
、
岐
阜
県
、
静
岡

40



は
表
1
の
と
お
り
で
す
。

四

組
織

当
社
の
組
織
は
図
2
の
と
お
り
で
あ
り
、
ま
ず
本
社
組

セ

織
と
し
て
二
つ
の
事
業
本
部
と
こ
れ
ら
を
支
援
す
る
コ
ー

行道

ボ
レ
ー
卜
部
門

(
一
室
六
部
)
の
ほ
か
、
二
つ
の
事
務
セ

圏央道

中部横断自動車追

　

　

盛一
高

遺

勤

名

速

　

　

　

　
　
　

　
　

上

上

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

H筋年度実朗

ン
夕
-
を
設
け
て
い
ま
す
。

高
速
道
路
事
業
本
部
の
も
と
に
、
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
整
備
を
担
う
建
設
事
業
部
と
、
高
速
道
路
の
管

理
･
運
営
、
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
保
全

･
サ
ー
ビ
ス

事
業
部
の
二
部
を
、
関
連
事
業
本
部
の
も
と
に
、
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
や
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
運
営
を
担
う
S
A

･

P
A
事
業
部
と
、
新
た
な
事
業
の
推
進
を
担
う
事
業
開
発

部
の
二
部
を
設
け
、
お
客
様
に
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
よ
う
、
事
業
に
重
点
を
置
い
た
体
制
を
整
備
し

て
い
ま
す
。
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
部
門
に
お
い
て
も
、
総
務
部

広
報
室
に
、
お
客
様
の
声
を
直
接
承
る

｢
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ガ

イ
ド
名
古
屋
｣
を
配
置
し
、
二
四
時
間
体
制
で
お
客
様
へ

郡
160

伽
526
48

鱒
鞠

　
　事

　　設欝

休融誌設 能設数 SA (サービスエリア)
[幟所J

PA (パーキングエリア)

　　

　

　

　　
　

　

　

　
　　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　　　

　　　

動

勳

勁

遠

敷

勁

紀

目

目

目

高

道

目

巡

1
-

　

　

　

　

　

　

　

　

北

北

辰

名

勁

伊

勳

　
　

　

　

建設中及び調査中

蹴

“

緘

図

の
各
種
応
対
を
行
っ
て
い
ま
す
o

近

近

濱叢延長秋mj

利用台数L万台/□｣

當葵収入{館円j

ま
た
、
各
地
域
の
事
業
を
担
う
組
織
と
し
て
、
中
部
地

区
支
配
人
、
横
浜
支
社
、
八
王
子
支
社
、
金
沢
支
社
の
四

支
社
等
を
置
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
社
等
の
下
に
は
現
場
組

織
と
し
て
、
工
事
事
務
所
･
技
術
事
務
所
･
管
理
事
務
所

を
配
置
し
、
各
地
域
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
、
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
そ
の
他
の
機
関
と
し
て
、
関

、圏
を
中
心
と

県
、
愛
知
県
、
三
重
県
及
び
滋
賀
県
の
一
都
=

県
で
す
。

当
社
は
こ
の
エ
リ
ア
内
に
お
い
て
、
高
速
道
路
事
業
と
し

て
第
二
束
名
･
名
神
や
東
海
北
陸
道
、
圏
央
道
な
ど
の
高

速
道
路
の
整
備
、
東
名

･
名
神
高
速
、
中
央
道
を
は
じ
め

と
す
る
高
速
道
路
の
管
理
･
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す

(図

ー
)。
ま
た
高
速
道
路
事
業
以
外
の
事
業
と
し
て
、
高
速

道
路
の
休
憩
所
、
給
油
所
等
の
建
設
･
管
理
や
国
、
地
方

公
共
団
体
等
の
委
託
に
基
づ
く
道
路
の
新
設
、
そ
の
他
ト

ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
事
業
や
占
用
施
設
の
活
用
、
広
告
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
関
す
る
事
業
デ
ー
タ

策名囲自動車道

第ニ名神高速道鰡



し
た
関
係
機
関
と
の
連
携
な
ど
を
担
う
東
京
事
務
所
と
、

(平成17年12月 1日現在)駈

調
査

･
研
究
開
発
な
ど
を
担
う
中
央
研
究
所
を
配
置
し
て

緑化技術センター

所

所

所

務

務

務

事

事

事

事

衛

理

工

技

管

い
ま
す
。

五

平
成
一七
営
業
年
鷹
事
業
計
画
の
概
要

去
る
二

月
一
日
、
当
社
は
国
土
交
通
大
臣
か
ら
平
成

一
七
営
業
年
度

(平
成
一
七
年
一
〇
月
一
日
~
平
成
一
人

年
三
月
三
一
日
)
事
業
計
画
の
認
可
を
受
け
ま
し
た
。
事

業
費
と
し
て
全
体
で
約
三
、
八
三
四
億
円
を
予
定
し
て
お

り
、
そ
の
う
ち
高
速
道
路
事
業
は
約
三
、
六
九
六
億
円
で

螂
部

局

鑿

ば

ー

ヂ

す
。
こ
れ
ら
の
事
業
の
た
め
、
二
、
七
九
一
億
円
を
政
府

螂
郊
壽

遼
畿

幽

騰
瑯
鰹
罐
鼈

螂
離
郷
邨
鬱
靴

保
証
債
や
自
主
調
達
資
金
に
よ
り
調
達
す
る
こ
と
と
し
て

鸚
盡

螂

離
躍
響
縛
繃

"

"

,

“

!

“

燻
鍋
麗

“
ま
す
0

ま
た
当
期
純
利
益
と
し
て
約
八
億
円
を
見
込
‘

　

　

　

　

　

　

　
　

　

与

で
い
ま
す
。

　

各
事
業
の
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1

高
速
道
路
事
業

ゆ

高
速
道
路
の
新
設
、
改
築

第
二
束
名
高
速
道
路
を
は
じ
め
、
三
一道
路
五
三
六
皿

の
高
速
道
路
新
設
事
業
と
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
一
人
如

綱

の
区
間
で
の
改
築
事
業
を
公
団
か
ら
引
き
継
ぎ
実
施
し
て

組

、

12

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、
平
成
一
七

鱸

、

20

髻

靴

震
の“
●
“
‘
し
て
教

“
蕉

1
蓬

し
て

い
ま
す
。
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
コ

セ

い
ま
す
。
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
コ

行

ス
ト
削
減
メ
ニ
ュ
ー
を
よ
り
積
極
的
に
実
行
す
る
と
と
も

道

に
、
更
な
る
コ
ス
ト
削
減
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
の
協

“



謙
調
整
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
今
営
業
年
度
中
に
、
近
畿
自
動
車
道
紀
勢
線
の

大
宮
大
台

(仮
称
)
~
勢
和
多
気
J
C
T

(仮
称
)
間
一

三
･
四
範
の
新
規
開
通
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

②

高
速
道
路
の
維
持
、
修
繕
、
災
害
復
旧
そ
の
他
の
管
理

中
央
自
動
車
道
な
ど
を
含
む
計
一
七
道
路
、
一
、
六
七
三

蛔
の
管
理
延
長
に
つ
い
て
、
修
繕
の
事
業
費
と
し
て
約
一
九

二
億
円
、
維
持
そ
の
他
の
管
理
の
事
業
費
と
し
て
約
七
一
二

億
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
お
客
様
に
安
全
･
快
適
を
実
感

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
常
に
良
好
か
つ
快
適
な
路
線
の
維

持
に
努
め
る
と
と
も
に
、
今
後
の
更
新
時
代
に
対
応
し
た
効

率
的
･効
果
的
な
道
路
管
理
に
取
組
み
ま
す
。

ま
た
、
通
行
料
金
に
つ
い
て
は
旧
公
団
が
導
入
し
た
各

種
割
引
制
度
を
引
き
継
ぎ
、
E
T
C
を
活
用
し
た
弾
力
的

な
料
金
施
策
の
導
入
に
努
め
、
E
T
C
の
利
用
促
進
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

コ
ス
ト
削
減
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
五
年
度
か
ら
三
ヵ
年

で
約
三
割
の
削
減
を
達
成
し
て
き
ま
し
た
が
、
業
務
内
容
を

さ
ら
に
細
か
く
見
直
し
、
民
間
企
業
と
し
て
の
知
恵
と
工
夫

を
駆
使
し
、
更
な
る
効
率
性
を
追
及
し
て
い
き
ま
す
。

2

高
速
道
路
事
業
以
外
の
事
業

=

高
速
道
路
の
休
憩
所
、
給
油
所
等
の
建
設
･
管
理

一
六
二
ヵ
所
あ
る
既
存
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

･
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
の
管
理
の
た
め
の
事
業
費
と
し
て
約
一
八
億

円
を
予
定
し
、
次
の
方
針
で
取
組
み
ま
す
。

○
清
潔
感
の
あ
る
き
れ
い
な
店
舗
で
、
真
心
を
込
め
た

お
客
様
の
利
便
性
の
向
上
に
共
同
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ

接
客
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

と
と
な
り
ま
し
こ
o

↓
±
ゞ
池

台
本
と

舌
勺
茗
‐

○
お
客
様
ニ
ー
ズ
の
高
い
販
売
商
品
と
飲
食
メ
ニ
ュ
ー

の
充
実

○
地
域
色
豊
な
名
産
品
･
特
産
品
を
、
地
元
の
方
々
と

協
力
し
て
提
供

②

国
な
ど
の
委
託
に
基
づ
く
道
路
の
新
設
、
改
築
、
維

持
、
修
繕
等

新
直
轄
方
式
で
整
備
さ
れ
る
近
畿
自
動
車
道
紀
勢
線
二

一
如

(尾
鷲
北
~
紀
伊
長
島
)
の
新
設
工
事
を
国
か
ら
受

託
す
る
ほ
か
、
関
係
機
関
と
の
事
業
調
整
に
よ
り
会
社
で

受
託
す
る
工
事
な
ど
、
事
業
費
約
一
一
九
億
円
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

③

そ
の
他
の
事
業

事
業
費
と
し
て
約
0
･
五
億
円
を
予
定
し
、
既
存
事
業

と
し
て
金
沢
の
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
事
業
、
新
規
事
業

と
し
て
高
架
下
に
駐
車
場
や
倉
庫
を
設
け
る
占
用
施
設
活

用
事
業
や
、
W
E
B
サ
イ
ト
な
ど
を
活
用
し
た
公
告
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

穴

そ
の
他
の
ト
ピ
ッ
ク

1

岐
阜
県
と
の
包
括
協
定

去
る
一
〇
月
二
八
日
、
当
社
は
岐
阜
県
と
包
括
的
提
携

協
定
を
締
結
し
、
高
速
道
路
等
を
有
効
に
活
用
し
て
、
産

業
･
観
光
の
振
興
、
情
報
提
供
、
防
災
安
全
な
ど
の
幅
広

い
分
野
に
お
い
て
地
域
社
会
の
活
性
化
と
ご
利
用
さ
れ
る

と
と
な
り
ま
し
た
。
当
社
が
地
方
自
治
体
と
包
括
的
な
提

携
を
す
る
の
は
今
回
が
初
め
て
で
あ
り
、
こ
れ
を
契
機
と

し
て
地
域
と
の
連
携
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
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2

E
T
C
マ
イ
レ
ー
ジ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

(平
成

一
七
年

三
一月
i
平
成
一
八
年
三
月
)

当
社
で
は
東

･
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
と
と
も

に
、

一
〇
月
か
ら
E
T
C
マ
イ
レ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
の
ポ
イ

ン
ト
二
倍
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
民
営
化

と
E
T
C
マ
イ
レ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
の
ご
登
録
件
数
二
〇
〇

万
件
突
破
を
記
念
し
、
お
客
様
の
日
頃
か
ら
の
ご
愛
顧
へ

の
感
謝
と
し
て
、
新
た
に

｢新
規
お
申
し
込
み
六
〇
〇
ポ

イ
ン
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
｣
、
｢民
営
化
記
念
ポ

イ
ン
ト
三
倍
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
｣
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
専
用
W
E
B
サ
イ
ト

(#旨
"
"
そ
"
ぁ
日
--①1

g
o
｣□
"
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

七

弱
わ
り
に

お
か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
、
私
ど
も
中
日
本
高
速
道

路
株
式
会
社
は
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
品
質
な
高
速
道
路

運
営
を
進
め
る
こ
と
で
、
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
こ
た
え
て

ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
、
今
後
も

一
層
の
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



蕊
州
圓
圓
連
絡
曲
遭
遭
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概
要
と
新
た
意
識
纏
参

鰊
◎ ◎ ◎◎

本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
株
式
会
社

鴬

=
は
じ
め
に

昭
和
五
〇
年
の
大
三
島
橋
の
着
工
以
来
、
昭
和
六
三
年

の
瀬
戸
中
央
自
動
車
道
の
開
通
、
平
成
一
〇
年
の
神
戸
淡

路
鳴
門
自
動
車
道
の
全
線
開
通
、
平
成
三

年
の
西
瀬
戸

自
動
車
道
の
概
成
に
よ
り
、
本
州

･
四
国
間
が
、
三
ル
ー

ト
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
道
路
の
建
設
及
び
管
理
は
、
こ
れ
ま
で
本
州

四
国
連
絡
橋
公
団
が
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
一
0

月
の
道
路
関
係
四
公
団
の
民
営
化
に
よ
り
、
高
速
道
路
の

保
有
と
債
務
の
返
済
は
、
日
本
高
速
道
路
保
有

･
債
務
返

済
機
構

(以
下

｢機
構
｣
と
言
う
。)
が
実
施
し
、
高
速

道
路
の
管
理
･
運
営
は
、
民
営
化
さ
れ
た
本
州
四
国
連
絡

高
速
道
路
株
式
会
社
(以
下
｢J
B
本
四
高
速
｣
と
言
う
。)

が
機
構
か
ら
高
速
道
路
を
借
り
受
け
て
、
実
施
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

三

会
社
棚
藁

J
B
本
四
高
速
は
、
高
速
道
路
株
式
会
社
法
に
基
づ
き

設
置
さ
れ
、
株
式
の
2
/
3
を
政
府
が
、
1
/
3
を
関
係

す
る
地
方
公
共
団
体
が
保
有
す
る
特
殊
会
社
と
な
っ
て
い

ま
す
。
会
社
の
概
要
を
、
表
1
に
示
し
ま
す
。

三

白
ゴ
マ
ー
タ

民
営
化
を
機
に
、
日
本
が
世
界
に
誇
る
長
大
橋
梁
ジ
ャ

パ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
略
称

｢
J
B
｣
を
新
会
社
の
ロ
ゴ
マ
ー

ク
と
し
ま
し
た

(図
1
)
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
以
下
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

①

J
B
の
文
字
を
形
成
す
る
三
つ
の
白
い
線
は
、
優

美
な
景
観
を
持
つ
瀬
戸
内
海
に
架
か
る
三
つ
の
ル
ー

ト
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

②

太
め
の
文
字
は
、
機
能
美
に
あ
ふ
れ
た
力
強
い
橋

で
あ
り
、
安
全
で
快
適
な
道
路
を
表
し
て
い
ま
す
。

③

背
景
色
に
瀬
戸
内
海
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

｢ウ
ル
ト

ラ
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
｣
を
採
用
し
、
地
域
に
貢
献
し
続

け
る
と
い
う
新
会
社
の
姿
勢
を
表
し
て
い
ま
す
。

四

経
営
理
念
◎
行
動
規
範

会
社
の
発
足
に
あ
た
っ
て
、
会
社
が
め
ざ
し
て
い
る
も

の
を
対
外
的
に
示
す
と
と
も
に
、
社
員
の
意
識
を
統
一
す

る
た
め
に
、
｢経
営
理
念
｣
を
作
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、

経
営
理
念
の
実
現
に
向
け
て
、
社
員
の
一
人
ひ
と
り
が
ど

の
よ
う
に
行
動
す
べ
き
か
を
示
し
た

｢行
動
規
範
｣
を
作

成
し
ま
し
た
。
経
営
理
念
及
び
行
動
規
範
を
表
2
に
示
し

ま
す
。



表 1 本州四国連絡高速道路株式会社の概要

商 号
本州四国連絡高速道路株式会社

H on sh u-Sh lkok u Br idg e E xpr essw a y Com pan y L 1m 1ted

代表者 代表取締役社長 堀切 民喜

役員数 取締役 5 名 監査役 3名

従業員数 406名 (平成17年10月 1 日現在)

本社所在地 兵庫県神戸市中央区小野柄通4-1-22 アーバンエース三宮ビル

資本金 40億円

設立年月日 平成17年 10月 1 日

高
速
道
路
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
い
た
公
団
の

五

業
務
纜
嚢

J
B
本
四
高
速
の
業
務
は
、
｢高
速
道
路
事
業
｣
と

｢関
連
事
業
舎
同
速
道
路
事
業
以
外
の
事
業
と

に
分
類
さ

図 1 ロゴマーク

表 2 経営理念 ･行動規範

経営理念
B rid g e : C o m m u n ic a t io n 量 T e c h n o lo g y

私たちは、本州と四国を結ぶ世界に誇る橋を良好に保つことにより、
人と物の交流と地域の連携を推進し、経済の発展と生活の向上に寄与
します。
また、 これまで培ってきた橋の建設、 管理技術を活用して、 広く社

会に貢献します。
1 お客様に安全、 安心、 快適に利用していただけるよう、 サービ

スの充実に努めます。
2 200年以上の長期にわたり利用される橋をめざし、万全な維持
管理に努めます。

3 橋梁技術のフロントランナーとして、 技術の継承 ･高度化を推

進します。
4 瀬戸内の美しい自然を大切にし、環境に配慮します。
5 公正で効率的な運営により、経営の安定と成長をめざします。

行動規範
1 経営理念の実現に向け、誇りと自信を持って挑戦します。
2 お客様の視点を大切にし、お客様との対話に努めます。
3 現場重視で、素早く決断し、課題を解決します。
4 自立 ･自律の精神で仕事に臨み、創意工夫と自己研鑽に努めま
す。

5 社員相互の信頼と理解を深め、明るく、風通しのよい職場をつ
くります。

6 会社を支える気概を持ち、会社の発展をねがい、自らの幸せを
築きます。

本
来
業
務
で
あ
り
、
本
州
と
四
国
を
連
絡
す
る
自
動
車
専

用
道
路
の
改
築
や
維
持
、
修
繕
、
災
害
復
旧
及
び
そ
の
他

の
管
理
が
こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。

関
連
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
長
大
橋
の
調

査
、
設
計
、
研
究
な
ど
の
受
託
業
務
に
加
え
、
休
憩
所
、

給
油
所
そ
の
他
の
施
設
の
建
設
･
管
理
や
、
由
け
出
に
よ

　
　
届

出

　



神戸淡路鳴門自動車道 (89km)

瀬戸中央自動車道 (37km)

　　　　　　　　
　　

　　　

　
/
落

図 2 本州四国連絡道路位置図

表 3 観覧車諸元

設置場所 神戸淡路鳴門自動車道 淡路 S A (下り) 北側の図地

全 高 6 51n

定 員 240人 ( 6 人乗り
、

40籠)

営業時間 9;oo ~ 21:00 (季節
、

曜日をこまる変動あり)

所要時間 約11分

料 金 600円 ( 3 才以上 /団体割引 ･身障者割引等あり)

開業目標 2006年のゴールデンウィーク前

そ の 他
こ

纜区蹴蛾
あれ"琢お鮖"路淡

0
、す

)
ま

り
き

延
綣語“

A
と

S
こ

路
る

淡
乗

り
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
新
規
業
務
が
該
当
し
ま

す
。
ま
た
、
従
来
、
公
団
が
実
施
し
て
い
た
本
四
鉄
道
の

管
理
も
、
機
構
か
ら
の
受
託
業
務
と
な
り
、
関
連
事
業
で

整
理
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

J
B
本
四
高
速
が
、
管
理
す
る
道
路
の
概
要
を
図
2
に

示
し
ま
す
。

穴

民
営
化
後
の
新
た
惣
展
開

J
B
本
四
高
速
で
は
、
民
営
化
を
機
に
以
下
の
取
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

①

s
A

･
P
A
施
設
を
活
用
し
た
広
告
事
業
や
s

A
･
P
A
エ
リ
ア
へ
の
集
客
施
設
等
の
誘
致

②

公
団
所
有
土
地
、
建
物
を
活
用
し
た
事
業

(例
"

自
社
ビ
ル
の
空
室
の
賃
貸
事
業
)

③

長
大
橋
技
術
な
ど
を
活
用
し
た
国
、
地
方
公
共
団

体
な
ど
を
対
象
と
し
た
技
術
支
援
業
務
の
展
開

七

淡
路
S
A
へ
の
観
覧
車
の
誘
致

神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
の
淡
路
島
北
端
に
位
置
し
、

明
石
海
峡
大
橋
を
望
む
淡
路
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

(下
り
)

に
、
観
覧
車
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た

(表
3
、
図

3
)
0平

成
一
八
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
･
ウ
ィ
ー
ク
前
に
オ
ー
プ

ン
す
る
予
定
で
す
。

観
覧
車
誘
致
の
目
的
と
し
て
、

①

淡
路
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
及
び
本
四
道
路
の
広
告
宣



に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
｣と
、

｢二
〇
〇
年
以
上
の
長
期
に
わ
た
り
利
用
さ
れ
る
橋
を
め

ざ
し
、
万
全
な
維
持
管
理
に
努
め
る
｣
こ
と
に
、
社
員
-

な
さ
ミミ

　
　　　

　

　
　　

Aいき/
　　　　　 　

　
　

　　
　

　　　
　
　
　
　

ふ
き

を
へ

同
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

伝
②

魅
力
溢
れ
る
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
創
造

③

地
元
地
域
へ
の
貢
献

④

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
集
客
力
向
上

な
ど
を
考
え
て
お
り
、
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
も
寄

与
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

皆
様
の
ご
来
場
を
こ
こ
ろ
よ
り
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま

す
。七

捜
衞
蔓
蠣
業
務
の
新
規
展
開

公
団
時
代
に
培
っ
た
長
大
橋
技
術
･
橋
梁
技
術
は
、
J

B
本
四
高
速
に
承
継
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
こ
れ
ら
の
技

術
を
活
用
し
た
社
会
貢
献
を
新
会
社
の
目
標
の
ひ
と
つ
と

し
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
本
州
四
国
連
絡
橋
の
建
設
･
管
理
で
培
っ

た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
発
注
者
支
援
業
務
を
展
開
す
る

こ
と
を
考
え
て
お
り
、
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
支
援
先
に

当
社
の
技
術
者
を
派
遣
し
て
、
設
計
業
務
の
管
理
、
施
工

業
務
の
管
理
の
技
術
支
援
を
行
う
設
計
･
施
工
管
理
型
の

C
M
関
係
業
務
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
発
注
者
側
の
ニ
ー
ズ
把
握
に
努
め

て
、積
極
的
に
支
援
に
取
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

八

お
わ
り
に

今
後
は
、
地
域
の
方
々
や
お
客
様
に
愛
さ
れ
る
会
社
に

な
る
こ
と
を
目
標
に
、
｢お
客
様
に
安
全

･
安
心

･
快
適

図 3 淡路S A と観覧車 (完成予想図)



〔
一
審
判
決
〕
平
成
一
六
年
九
月
八
日

静
岡
地
方
裁
判
所
沼
津
支
部

請
求
棄
却

(確
定
)

は
じ
め
に

国
家
賠
償
法
二
条
は
、
国
又
は
公
共
団
体
が
設
置
又
は

管
理
す
る
公
の
営
造
物
に
関
し
て
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て

の
国
又
は
公
共
団
体
の
賠
償
責
任
を
定
め
て
い
る
。
｢公

の
営
造
物
｣
と
は
、
国
又
は
公
共
団
体
に
よ
り
、
直
接
公

の
目
的
の
た
め
に
供
用
さ
れ
る
個
々
の
有
体
物
及
び
物
的

施
設
を
い
い
、
行
政
主
体
が
管
理
権
限
を
有
し
な
い
場
合

で
も
、
行
政
目
的
か
ら
事
実
上
管
理
し
て
い
る
も
の
は

｢公
の
営
造
物
｣
に
含
ま
れ
る
。

今
回
は
、
国
道
下
斜
面
が
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
い

う
公
の
営
造
物

(公
営
造
物
)
に
該
当
す
る
か
争
わ
れ
た

事
例
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

一≦ ′' ‘
　

　
　 　 　

煕

事
案
の
概
嚢

本
件
は
、
平
成
一
三
年
一
月
一
〇
日
に
発
生
し
た
国
道

一
三
五
号
線
下
斜
面
の
崩
壊
事
故
に
よ
り
傷
害
を
負
い
、

そ
の
後
死
亡
し
た
者
の
相
続
人
で
あ
る
原
告
ら
が
、
被
告

静
岡
県
及
び
被
告
国
を
相
手
に
、
同
事
故
は
国
道
の
設

置
･
管
理
の
瑕
疵
に
起
因
し
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
と

主
張
し
て
、
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
基
づ
き
、
損
害
賠

償
等
の
支
払
を
求
め
た
事
業
で
あ
る
。

前
提
事
実

①
平
成
一
三
年
一
月
一
〇
日
、
伊
豆
半
島
の
東
海
岸

に
面
し
た
静
岡
県
賀
茂
郡
東
伊
豆
町
所
在
の
ホ
テ
ル

の
建
物

(以
下

｢本
件
建
物
｣
と
い
う
。)
と
、
そ

の
西
側
を
海
岸
線
に
沿
っ
て
ほ
ぼ
南
北
に
縦
走
す
る

国
道
一
三
五
号
線

(以
下

｢本
件
国
道
｣
と
い
う
。)

と
の
間
に
挟
ま
れ
て
存
在
す
る
急
な
傾
斜
地

(以

下

｢本
件
斜
面
｣
と
い
う
。
)
が
、
幅
約
一
0
m
、

高
さ
約

一
五
m
、
厚
さ
約
二
~
三
m
に
わ
た

っ
て

崩
壊
す
る
事
故
が
発
生
し

(以
下

｢本
件
事
故
｣

と
い
う
。
)、
そ
の
た
め
本
件
建
物
の
一
部
が
崩
れ

落
ち
た
土
砂
等
に
よ
り
損
壊
し
た
。
な
お
、
本
件

斜
面
の
う
ち
、
崩
壊
し
た
箇
所
は
、
図
1
に

｢崩

壊
斜
面
｣
と
表
示
さ
れ
た
部
分
で
あ
る

(以
下

｢崩
壊
斜
面
｣
と
い
う
)。

②
本
件
国
道
は
、
被
告
国
が
設
置
し
、
そ
の
後
道

路
法

一
三
条

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
被
告
静
岡
県

が
道
路
管
理
者
と
し
て
維
持
、
修
繕
そ
の
他
の
管

理
を
し
て
い
る
一
般
国
道
で
あ
る
。

③
本
件
斜
面
の
所
有
関
係
及
び
土
地
境
界
は
、
図

1
の
と
お
り
で
あ
り
、
本
件
国
道
敷
地
及
び
本
件

斜
面
の
最
上
部
付
近
を
被
告
国
が
所
有
し
、
他
方

圓
遭
下
斜
面
が
国
家
賠
償
港
二
条
一項
に
い
う

公
の
営
造
物

(公
営
造
物
)
に
該
当
す
る
か
争
わ
れ
た
事
例

ー
国
道
一
二
五
号
線
下
斜
面
崩
壊
損
害
賠
償
請
求
事
件
-

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

岡
崎

之
彦



海
側
に
至
る
本
件
斜
面
の
東
側
大
部
分
の
土
地
を
ホ

テ
ル
が
所
有
し
て
い
る
。

二

主
な
争
点

1

争
点

①

本
件
斜
面
は
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
い
う
公
の

営
造
物

(公
営
造
物
)
に
該
当
す
る
か
。

②

崩
壊
斜
面
周
辺
の
本
件
国
道
の
設
置
･
管
理
に
瑕

疵
が
あ
る
か
。

2

争
点
に
つ
い
て
の
当
事
者
の
主
張

=

争
点
①

(本
件
斜
面
は
公
営
造
物
に
該
当
す
る
か
)

に
つ
い
て

(原
告
ら
)

本
件
斜
面
は
、
そ
の
所
有
関
係
に
か
か
わ
り
な
く
、

本
件
国
道
と
一
体
を
な
し
、
こ
れ
を
保
持
す
る
た
め
の

法
面
で
あ
る
と
い
え
る
か
ら
、
公
営
造
物
に
あ
た
る
。

す
な
わ
ち
、
本
件
斜
面
は
、
本
件
国
道
の
建
設
に

伴
い
法
面
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
に
草
木
が
繁
茂
し

て
い
た
も
の
で
、
こ
の
法
面
に
は
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
と
そ

の
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
始
め
、
擁
壁
な
ど
不
十
分
な

が
ら
も
崩
壊
防
止
対
策
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
す

れ
ば
、
自
然
の
斜
面
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
国
道
の

法
面
の
崩
壊
防
止
の
た
め
の
適
切
な
斜
面
対
策
を
講
ず

る
こ
と
は
、
国
道
所
有
者
の
義
務
で
あ
る
。

(被
告
静
岡
県
)

公
営
造
物
と
は
、
広
く

｢公
の
目
的
に
供
用
さ
れ

の
で
あ
っ
て
、
国
道
設
置
者
あ
る
い
は
国
道
管
理
者

て
い
る
有
体
物
｣
つ
ま
り

｢公
物
｣

一
般
を
指
し
、

は
、
一
体
と
し
て
の
法
面
が
崩
壊
し
な
い
よ
う
、
防

≦首キ千ヤ つnnく 1つ 40

自
然
公
物
も
公
営
造
物
に
あ
た
る
が
、
直
接
公
共
の

用
に
供
さ
れ
て
お
ら
ず
、
自
然
の
ま
ま
何
ら
の
管
理

も
行
わ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
公
営
造
物
と
は
い
え

な
い
。
ま
た
、
道
路
と
は
、
｢
一
般
交
通
の
用
に
供

す
る
道
で
ー
、
ト
ン
ネ
ル
、
橋
!
等
道
路
と
一
体
と

な
っ
て
そ
の
効
用
を
全
う
す
る
施
設
又
は
工
作
物
及

び
道
路
の
附
属
物
で
当
該
道
路
に
附
属
し
て
設
け
ら

れ
て
い
る
も
の
を
含
む
｣
(道
路
法
二
条
一
項
)
と
･

さ
れ
て
い
る
。

本
件
斜
面
は
、大
半
が
ホ
テ
ル
の
所
有
地
で
あ
り
、

そ
の
一
部
が
被
告
国
の
所
有
地
で
あ
る
が
、
い
ず
れ

も
直
接
公
共
の
用
に
供
さ
れ
て
お
ら
ず
、
自
然
の
ま

ま
何
ら
の
管
理
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。し
た
が
っ
て
、

本
件
斜
面
は
公
営
造
物
と
い
え
な
い
。

(被
告
国
)

本
件
斜
面
は
、
国
有
地
の
部
分
を
含
め
、
全
て
自

然
の
斜
面
で
あ
っ
て
、
公
営
造
物
に
該
当
し
な
い
。

②

争
点
②

(崩
壊
斜
面
周
辺
の
本
件
国
道
の
設
置
･
管

理
に
瑕
疵
が
あ
る
か
)
に
つ
い
て

(原
告
ら
)

○
本
件
斜
面
自
体
の
設
置
･
管
理
の
瑕
疵
に
つ
い
て

(側
溝
の
設
置
･
管
理
の
瑕
疵
に
つ
い
て
は
省
略
)

本
件
斜
面
は
、
本
件
国
道
の
法
面
と
し
て
、
そ
の

所
有
関
係
に
か
か
わ
り
な
く
こ
れ
と
一
体
を
な
す
も

は
、
一
体
と
し
て
の
法
面
が
崩
壊
し
な
い
よ
う
、
防

護
柵
や
ブ
ロ
ッ
ク
積
な
ど
崩
壊
防
止
対
策
を
講
じ

て
、
こ
れ
を
安
全
に
維
持

･
管
理
す
べ
き
義
務
を
負

う
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
ホ
テ
ル
所
有
部
分
に
万
一
崩
壊
な
ど

の
事
態
が
発
生
す
れ
ば
、
直
ち
に
国
有
地
の
路
肩
に

直
接
影
響
し
、
事
態
に
よ
っ
て
は
側
溝
か
ら
本
件
国

道
そ
の
も
の
も
崩
壊
な
ど
の
危
険
に
陥
る
か
ら
、
ホ

テ
ル
所
有
部
分
は
、
自
然
の
斜
面
と
か
、
本
件
国
道

と
無
関
係
な
斜
面
な
ど
で
は
な
く
、
ま
さ
に
本
件
国

道
の
法
面
と
し
て
一
体
を
な
し
て
い
る
。
ホ
テ
ル
所

有
部
分
に
は
、
図
1
の
と
お
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
積
、
野

面
石
横
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
な
ど
が
法
面
に
設
置

さ
れ
る
べ
き
防
護
策
と
し
て
施
さ
れ
、
法
面
の
補
強

策
が
と
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
、
国
道
設
置
者
が
、

土
地
所
有
者
の
承
諾
の
も
と
に
設
置
し
た
も
の
と
推

認
す
る
の
が
合
理
的
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
件
斜
面

付
近
は
、
脆
弱
な
地
質
が
分
布
す
る
急
傾
斜
地
危
険

箇
所
と
し
て
周
知
さ
れ
て
い
た
場
所
で
あ
り
、特
に
、

本
件
斜
面
の
す
ぐ
横
の
斜
面
に
は
以
前
に
小
崩
壊
し

た
痕
跡
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
上
記
の
義
務

は
な
お
さ
ら
強
調
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
本
件
国
道

の
設
置
者
又
は
管
理
者
た
る
被
告
ら
と
し
て
は
、
大

量
降
雨
時
で
も
崩
壊
し
な
い
よ
う
防
護
施
設
等
を
講

じ
て
、
地
滑
り
を
抑
止
し
、
法
面
の
安
定
を
図
る
た



め
の
十
分
な
排
水
対
策
な
ど
本
件
斜
面
の
下
に
位
置

周
知
さ
れ
た
場
所
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
本
件
国
道

て
、
被
告
ら
が
、
本
件
国
道
の
使
用
に
供
す
る
た
め
、
本

す
る
本
件
建
物
を
保
護
す
る
た
め
の
適
切
な
斜
面
対

の
管
理
者
又
は
所
有
者
が
自
然
の
斜
面
に
防
護
施
設

件
斜
面
に
改
造
等
を
加
え
る
な
ど
し
た
形
跡
は
窺
わ
れ
な

策
を
施
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
に
、
何
ら
の
防
護
策
を

講
ぜ
ず
、
漫
然
と
放
置
し
た
も
の
で
あ
る
。

(被
告
静
岡
県
)

○
本
件
斜
面
自
体
の
設
置
、
管
理
の
瑕
疵
に
つ
い
て

(側
溝
の
設
置
･
管
理
の
瑕
疵
に
つ
い
て
は
省
略
)

本
件
斜
面
の
大
半
は
、
ホ
テ
ル
の
所
有
地
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、
管
理
責
任
が
ホ
テ
ル
に
あ
っ
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
本
件
斜
面
上
に
存
在
し
て
い
た
擁
壁

等
は
、
被
告
静
岡
県
が
設
置
し
た
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
本
件
斜
面
は
、
急
斜
面
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

斜
面
崩
壊
の
一
般
的
な
危
険
性
が
あ
る
箇
所
で
あ
る

こ
と
は
地
域
住
民
及
び
関
係
者
に
周
知
さ
れ
て
い
た

が
、
崩
壊
の
具
体
的
な
危
険
性
が
認
識
さ
れ
て
い
た

も
の
で
は
な
く
、
風
化
等
に
よ
っ
て
次
第
に
脆
弱
化

し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
被
告
静
岡
県
は
、
こ
の
付
近

に
脆
弱
な
地
質
が
分
布
し
て
い
た
こ
と
を
本
件
崩
壊

以
前
に
は
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
。

(被
告
国
)

ア

設
置
の
瑕
疵
に
つ
い
て

崩
壊
斜
面
の
大
部
分
は
ホ
テ
ル
の
所
有
地
で
あ

り
、
本
件
国
道
の
設
置
後
、
本
件
事
故
当
時
と
同
程

度
の
降
雨
状
況
下
に
お
い
て
崩
壊
斜
面
が
同
様
に
崩

壊
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
仮
に
、
本
件
斜
面
が
急

傾
斜
地
危
険
箇
所
と
し
て
地
域
住
民
及
び
関
係
者
に

の
管
理
者
又
は
所
有
者
が
自
然
の
斜
面
に
防
護
施
設

等
を
設
置
し
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
本
件
国
道

の
安
全
性
に
欠
け
て
い
た
と
は
い
え
ず
、
設
置
に
つ

い
て
の
瑕
疵
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

イ

管
理
の
瑕
疵
に
つ
い
て

本
件
国
道
の
管
理
の
主
体
は
被
告
静
岡
県
で
あ

り
、
こ
れ
に
つ
き
責
任
を
負
う
主
体
も
被
告
静
岡
県

で
あ
っ
て
、
被
告
国
で
は
な
い
。

三

主
な
争
点
に
対
す
る
裁
判
所
の
判
断

主
文原

告
ら
の
請
求
を
、
い
ず
れ
も
棄
却
す
る
。

1

争
点
①
に
つ
い
て

公
営
造
物
と
は
、
国
又
は
公
共
団
体
に
よ
り
直
接
公
の

目
的
に
供
さ
れ
る
有
体
物
又
は
物
的
設
備
を
指
称
し
、
国

又
は
公
共
団
体
が
法
律
上
の
管
理
権
や
私
法
上
の
権
原
を

有
し
て
い
な
く
て
も
事
実
上
管
理
し
て
い
る
状
態
に
あ
れ

ば
足
り
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、
直
接
公
の
目
的
に
供

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
物
は
公
営
造
物
に
は
あ
た
ら
な
い
と

解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
件
国
道
は
、
自
然
の
急
な
傾
斜
地
の
中

腹
部
分
を
一
部
掘
削
し
て
建
設
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ

る
が
、
本
件
斜
面
は
、
自
然
斜
面
で
あ
り
、
本
件
国
道
の

一
部
で
は
な
く
、
そ
の
建
設
及
び
そ
の
後
の
維
持
に
お
い

件
斜
面
に
改
造
等
を
加
え
る
な
ど
し
た
形
跡
は
窺
わ
れ
な

い
。
ま
た
、
本
件
事
故
当
時
、
本
件
斜
面
に
設
置
さ
れ
て

い
た
野
面
石
積
、
ブ
ロ
ッ
ク
積
及
び
本
件
擁
壁

(図
1
記

載
の
と
お
り
)
は
、
被
告
静
岡
県
等
に
設
置
関
係
の
記
録

が
残
っ
て
い
な
い
こ
と
、
い
ず
れ
の
物
件
も
被
告
静
岡
県

等
が
設
置
す
る
場
合
の
技
術
基
準
に
は
適
合
し
な
い
構
造

が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
仮
に
被
告
静
岡
県
等
が
設
置
し

た
場
合
に
は
、
通
常
設
置
者
に
お
い
て
敷
地
を
買
収
す
る

取
扱
い
が
な
さ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
、
こ
れ
ら
の
物
件
が
、
い
ず
れ
も
ホ
テ
ル
の

所
有
地
内
に
設
置
さ
れ
、、本
件
斜
面
に
つ
き
、
被
告
静
岡

県
等
に
よ
る
事
実
上
の
管
理
も
一
切
行
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
等
の
事
実
に
照
ら
す
と
、
ホ
テ
ル
に
お
い
て
設
置

し
た
も
の
と
推
認
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

本
件
斜
面
の
う
ち
、
被
告
国
所
有
部
分
を
含
め
、
本
件
国

道
の
路
肩
部
分
を
支
持
す
る
に
相
当
な
範
囲
の
斜
面
を
含

む
土
地
部
分

(以
下

｢対
象
斜
面
｣
と
い
う
。)
は
、
本

件
国
道
の
一
部
と
し
て
、
そ
の
維
持
等
に
関
連
し
て
い
る

と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
認
定
を
覆
す
に
足
り
る
証
拠

は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
斜
面
の
全
体
が
本
件
国
道
と
一
体

を
な
し
こ
れ
を
保
持
す
る
法
面
で
あ
る
か
ら
公
営
造
物
に

該
当
す
る
旨
の
原
告
ら
の
主
張
は
、
上
記
対
象
斜
面
を
除

く
そ
の
余
の
斜
面
に
つ
い
て
は
理
由
が
な
い
。



2

被
告
静
岡
県
の
責
任

の

争
点
②
に
つ
い
て

ア

本
件
斜
面
自
体
の
設
置
･
管
理
の
瑕
疵
に
つ
い
て

前
記
の
と
お
り
、
本
件
国
道
は
、
被
告
静
岡
県
に

お
い
て
管
理
さ
れ
て
き
た
公
営
造
物
で
あ
る
が
、
前
記

対
象
斜
面
を
除
く
本
件
斜
面
は
、
本
件
国
道
の
一
部
を

構
成
す
る
も
の
で
な
く
、
公
営
造
物
と
は
い
え
な
い
か

ら
、
本
件
斜
面
上
の
事
故
に
つ
い
て
は
、
被
告
静
岡
県

は
、
原
則
と
し
て
管
理
上
の
責
任
を
負
担
す
る
も
の
と

は
い
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
道
路
と
の
一
体
性
故
に

本
件
斜
面
全
体
に
つ
い
て
も
当
然
に
被
告
静
岡
県
の
管

理
が
及
び
、
危
険
防
止
義
務
を
負
う
旨
の
原
告
ら
の
主

張
は
採
用
で
き
な
い
。
も
っ
と
も
、
本
件
斜
面
で
発
生

し
た
事
故
で
あ
っ
て
も
、
対
象
斜
面
の
瑕
疵
に
起
因
し

た
事
故
に
つ
い
て
は
、
被
告
静
岡
県
が
責
任
を
負
う
べ

き
で
あ
り
、
特
に
、
本
件
の
ご
と
く
、
路
肩
部
分
か
ら

海
側
方
向
に
向
け
て
自
然
な
形
状
を
維
持
し
た
斜
面
が

継
続
し
、
し
か
も
、
こ
れ
が
急
傾
斜
に
な
っ
て
い
る
場

合
に
は
、
本
件
斜
面
の
状
況
如
何
は
、
ひ
い
て
路
肩
部

分
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
道
路
と
し
て
の
安
全
な
機
能

を
損
な
う
事
態
に
発
生
し
か
ね
な
い
危
険
性
を
全
く
否

定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
対
象
斜
面
の
瑕
疵
の

有
無
を
判
断
す
る
に
際
し
て
は
、
対
象
斜
面
の
み
な
ら

ず
、
本
件
斜
面
の
全
体
的
状
祝
、
当
該
事
故
の
態
様
、

原
因
等
諸
般
の
事
情
に
照
ら
し
た
検
討
を
要
す
る
と
い

う
べ
き
で
あ
る
。

そ
こ
で
検
討
す
る
と
、
崩
壊
斜
面
の
山
側
の
対
象

斜
面
を
除
く
大
部
分
は
、
ホ
テ
ル
の
所
有
に
か
か
る

も
の
で
あ
る
こ
と
、
本
件
斜
面
に
設
置
さ
れ
た
ブ
ロ

ッ
ク
積
、
野
面
石
積
及
び
本
件
擁
壁
は
、
い
ず
れ
も

ホ
テ
ル
所
有
地
内
に
存
在
し
、
そ
の
構
造
物
の
性
状

か
ら
み
て
、
本
件
斜
面
か
ら
の
土
砂
等
に
よ
る
本
件

建
物
へ
の
危
険
な
い
し
災
害
を
防
止
す
る
補
強
策
と

し
て
、
ホ
テ
ル
例
の
手
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
件
斜
面
の
危
険
対
策
等
管
理

責
任
は
、
も
っ
ぱ
ら
ホ
テ
ル
に
属
し
て
い
た
と
認
め

ら
れ
る
。
ま
た
、
本
件
擁
壁
の
構
造
や
設
置
方
法
を

考
慮
す
る
と
、
本
件
擁
壁
の
存
在
自
体
が
本
件
事
故

誘
発
の
直
接
の
原
因
を
構
成
し
て
い
る
と
ま
で
は
認

め
難
い
も
の
の
、
本
件
斜
面
の
防
護
壁
と
し
て
相
当

年
数
を
経
過
し
て
お
り
、
す
で
に
不
適
切
な
管
理
状

態
に
至
っ
て
い
た
疑
い
が
濃
厚
で
あ
る
。
そ
し
て
、

証
拠
上
、
本
件
事
故
の
詳
細
な
機
序
は
明
確
で
は
な

い
が
、
斜
面
崩
壊
の
事
故
前
後
の
状
況
の
ほ
か
本
件

推
測
を
も
総
合
考
慮
す
る
と
、
本
件
事
故
は
、
本
件

斜
面
の
樹
木
の
生
育
、
地
質
、
雨
水
の
浸
透
等
長
年

の
期
間
に
わ
た
る
自
然
的
環
境
作
用
が
主
な
要
因
と

な
り
、
本
件
事
故
直
前
の
集
中
豪
雨
と
相
ま
っ
て
、

周
辺
土
地
に
比
べ
て
脆
弱
地
質
で
あ
っ
た
崩
壊
斜
面

の
ほ
ぼ
中
央
付
近
の
土
庄
に
変
化
が
生
じ
、
本
件
擁

壁
の
基
礎
部
分
か
ら
下
方
へ
滑
動
を
起
こ
し
て
、
そ

の
背
面
側
土
砂
と
と
も
に
下
方
に
崩
壊
し
た
も
の
と

確
認
す
る
の
が
相
当
で
あ
る

(本
件
推
測
は
、
崩
壊

斜
面
の
現
場
の
状
況
に
照
ら
し
て
不
合
理
な
も
の
と

は
認
め
ら
れ
ず
、
か
え
っ
て
、
証
言
に
よ
れ
ば
、
こ

れ
と
同
様
の
機
序
に
よ
る
崩
落
の
事
例
も
し
ば
し
ば

み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。)。
加
え

て
、
本
件
事
故
当
時
ま
で
に
、
本
件
斜
面
に
お
い
て
、

多
少
の
表
層
土
砂
の
崩
落
が
見
ら
れ
た
部
分
は
あ
る

も
の
の
、
路
肩
部
分
を
含
む
本
件
国
道
の
安
全
性
に

直
ち
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
危
険
な
兆
候
が
あ
っ

た
こ
と
を
認
め
る
に
足
り
る
事
情
も
認
め
ら
れ
な
い
。

し
て
み
る
と
、
被
告
静
岡
県
に
お
い
て
、
対
象
斜

"皆クニJラ ハ̂ と̂ l^

面
が
そ
の
余
の
本
件
斜
面
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
本

件
国
道
の
安
全
を
脅
か
す
に
至
っ
て
い
る
具
体
的
危

険
性
を
予
見
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
困
難
で
あ
り
、

本
件
事
故
時
ま
で
に
、
崩
壊
斜
面
が
そ
の
周
辺
と
比

較
し
て
、
地
質
的
に
脆
弱
な
地
盤
で
あ
る
こ
と
を
被

告
静
岡
県
は
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
点
を
考
慮
し
て

も
、
被
告
静
岡
県
に
対
象
斜
面
の
管
理
に
お
い
て
瑕

疵
を
認
め
る
こ
と
は
困
難
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
こ
の
点
に
か
か
る
原
告
ら
の
主
張
は
理

由
が
な
い
。

イ

側
溝
の
設
置
･
管
理
の
瑕
疵
に
つ
い
て

次
に
、
原
告
ら
は
、
本
件
国
道
の
海
側
の
側
溝
が

山
側
に
比
し
て
小
さ
い
こ
と
、
海
側
の
側
溝
の
海
側

の
壁
が
高
く
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
つ

つ
、
本
件
事
故
当
時
、
同
側
溝
が
詰
ま
っ
て
排
水
に



支
障
を
来
た
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
本
件
国
道
上
の
瑕

3

被
告
国
の
責
任

疵
に
よ
っ
て
、
溢
れ
た
雨
水
が
本
件
斜
面
を
流
下
し

本
件
国
道
は
、
被
告
国
に
お
い
て
設
置
し
た
も
の
で
あ

て
本
件
事
故
が
誘
発
さ
れ
た
と
主
張
す
る
。

る
が
、
本
件
国
道
の
設
置
に
お
い
て
瑕
疵
が
あ
る
と
は
認

し
か
し
な
が
ら
、
本
件
国
道
の
海
側
の
側
溝
の
う

め
ら
れ
な
い
。

ち
、
崩
壊
斜
面
か
ら
北
方
に
坂
を
相
当
下
っ
た
場
所

ま
た
、
本
件
国
道
の
管
理
は
、
対
象
斜
面
を
含
め
、
こ

で
草
や
土
砂
等
が
側
溝
内
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は

れ
を
専
ら
被
告
静
岡
県
に
お
い
て
行
っ
て
き
た
も
の
で
あ

窺
え
る
も
の
の
、
崩
壊
斜
面
付
近
の
側
溝
の
排
水
機

り
、
被
告
国
が
関
与
し
た
事
実
は
認
め
ら
れ
な
い
。
す
な

能
に
支
障
を
き
た
し
て
い
た
と
認
め
る
に
足
り
る
証

わ
ち
、
本
件
国
道
は
、
一
般
国
道
の
指
定
区
間
を
指
定
す

拠
は
な
い
。
か
え
っ
て
、
斜
面
崩
壊
部
分
の
本
件
国

る
政
令
に
よ
る
指
定
区
間
と
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
件
国
道

道
の
海
側
路
肩
部
分
に
は
、
側
溝
の
さ
ら
に
海
側
に

の
管
理
は
、
そ
の
設
置
以
来
、
法
定
受
託
事
務
と
し
て
被

盛
り
上
が
っ
た
土
が
土
手
の
よ
う
に
存
在
し
て
お
り
、

告
静
岡
県

(か
つ
て
は
機
関
委
任
事
務
と
し
て
静
岡
県
知

こ
れ
が
本
件
国
道
か
ら
崩
壊
斜
面
へ
の
水
の
流
下
を

事
)
が
行
い
(道
路
法
一
三
条
一
項
･
九
七
条
一
項
一
号
、

防
止
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
る

地
方
自
治
法
二
条
九
項
一
号
)、
被
告
国
が
こ
れ
に
関
与

と
、
従
前
か
ら
は
も
と
よ
り
、
本
件
事
故
当
日
の
集

で
き
る
場
合
に
該
当
せ
ず

(地
方
自
治
法
二
四
五
条
以

中
豪
雨
の
際
に
も
、
上
記
側
溝
と
相
ま
っ
て
十
分
に

下
)、
も
と
よ
り
被
告
国
は
管
理
に
つ
き
費
用
を
負
担
し

排
水
の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
ま

て
い
な
い

(道
路
法
五
〇
条
二
項
本
文
)。
し
た
が
っ
て
、

た
、
証
人
の
証
言
中
に
は
、
本
件
擁
壁
の
背
面
に
お

本
件
に
お
い
て
、
被
告
国
は
、
本
件
国
道
の
管
理
に
つ
き

け
る
地
中
の
水
位
の
上
昇
が
崩
壊
の
要
因
と
考
え
ら

責
任
を
負
う
主
体
な
い
し
立
場
に
は
な
く
、
管
理
上
の
瑕

れ
る
と
し
て
、
そ
の
水
位
上
昇
は
専
ら
本
件
斜
面
目

疵
を
理
由
と
す
る
原
告
ら
の
主
張
は
失
当
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
件
国
道
の
海
側
の
側
溝
の
う

ち
、
崩
壊
斜
面
か
ら
北
方
に
坂
を
相
当
下
っ
た
場
所

で
草
や
土
砂
等
が
側
溝
内
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は

窺
え
る
も
の
の
、
崩
壊
斜
面
付
近
の
側
溝
の
排
水
機

能
に
支
障
を
き
た
し
て
い
た
と
認
め
る
に
足
り
る
証

拠
は
な
い
。
か
え
っ
て
、
斜
面
崩
壊
部
分
の
本
件
国

道
の
海
側
路
肩
部
分
に
は
、
側
溝
の
さ
ら
に
海
側
に

盛
り
上
が
っ
た
土
が
土
手
の
よ
う
に
存
在
し
て
お
り
、

こ
れ
が
本
件
国
道
か
ら
崩
壊
斜
面
へ
の
水
の
流
下
を

防
止
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
る

と
、
従
前
か
ら
は
も
と
よ
り
、
本
件
事
故
当
日
の
集

中
豪
雨
の
際
に
も
、
上
記
側
溝
と
相
ま
っ
て
十
分
に

排
水
の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
ま

た
、
証
人
の
証
言
中
に
は
、
本
件
擁
壁
の
背
面
に
お

け
る
地
中
の
水
位
の
上
昇
が
崩
壊
の
要
因
と
考
え
ら

れ
る
と
し
て
、
そ
の
水
位
上
昇
は
専
ら
本
件
斜
面
自

体
に
降
っ
た
雨
水
が
原
因
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
国
道
の
両
側
の
側
溝
の
排
水
能

力
に
違
い
が
あ
る
こ
と
や
、
海
側
の
側
溝
の
海
側
の

壁
が
高
く
な
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
側

溝
と
し
て
有
す
べ
き
通
常
の
安
全
性
を
欠
い
て
い
た

も
の
と
は
到
底
い
え
な
い
し
、
本
件
事
故
に
結
び
つ

く
よ
う
な
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

4

結
論

以
上
に
よ
れ
ば
、
原
告
ら
の
主
張
は
、
そ
の
余
の
争
点

に
つ
い
て
判
断
す
る
ま
で
も
な
く
い
ず
れ
も
採
用
で
き

ず
、
本
件
請
求
は
理
由
が
な
い
か
ら
、
こ
れ
ら
を
棄
却
す

る
こ
と
と
し
、
主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。
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新
潟
県
中
越
大
震
災

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

昨
年
の
新
潟
県
中
越
大
震
災
で

は
、
県
内
外

･
全
国
か
ら
の
多
大
な

支
援
や
応
援
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
の
度
、
本
誌
に
寄
稿
の

機
会
を
頂
き
、
当
誌
面
を
お
借
り
し

ま
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、

私
の
つ
た
な
い
記
憶
を
た
ど
り
、
当

時
の
様
子
や
そ
の
後
の
経
過
を
報
告

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

◆
地
震
直
後

七
月
に
三
条
市
や
長
岡
市
地
域
が

被
災
し
た
梅
雨
前
線
豪
雨
の
災
害
査

定
も
終
盤
に
さ
し
か
か
っ
た
一
〇
月

一
ニ
ニ
日
土
曜
日
の
夕
方
で
し
た
。
私

が
住
ん
で
い
た
新
潟
市
で
多
少
強
い

地
震
。

直
後
は
｢昭
和
三
九
年
新
潟
地
震

の
再
来
か
?

新
潟
市
が
震
源

か
?
｣
と
思
い
ニ
ュ
ー
ス
速
報
を
待

新
潟
県
東
京
事
務
所

東
海
林

晃

つ

･
･
･
。

速
報
で
は

｢新
潟
県
の
中
越
地
方

で
震
度
六
強

(後
に
震
度
七
に
修

正
)｣
(図
1
)。

そ
の
後
も
中
越
で
震
度
六
強
の
余

震
が
続
く
中
、
県
庁
で
は
す
ぐ
に
対

策
本
部
を
設
置
。
し
か
し
、
現
地
の

各
市
町
村
と
の
連
絡
も
取
れ
ず
、
状

況
把
握
も
ま
ま
な
ら
な
い
。
数
時
間

経
っ
て
も
詳
細
な
状
況
が
把
握
で
き

な
い
山
古
志
村
な
ど
。
そ
の
た
め
、

翌
早
朝
か
ら
手
分
け
し
て
現
地
調
査

と
な
り
、
私
は
陸
路
で
小
千
谷
市
方

面
へ
。

翌
朝
、
早
々
に
現
地
へ
向
か
う
。

目
的
地
周
辺
は
通
行
可
能
な
道
路
へ

車
が
集
中
し
各
地
で
渋
滞
す
る
中
、

な
ん
と
か
現
地
に
到
着
。
目
に
入
っ

て
き
た
の
は
深
刻
な
被
害
状
況
と
異

様
な
光
景
で
し
た
。
あ
ち
こ
ち
で
陥

没
し
て
い
る
道
路
や
飛
び
出
し
た
マ

ン
ホ
ー
ル
、
傾
い
て
い
る
電
柱
。
余

震
に
お
び
え
て
屋
外
に
避
難
し
て
い

る
住
民
、
停
電
で
信
号
が
点
灯
し
て

な
い
市
街
地
を
走
行
す
る
車
。
そ
ん

な
現
地
で
各
県
か
ら
の
県
警
や
消
防

関
係
者
が
、
特
に
東
京
都
レ
ス
キ
ュ

ー
隊
の
重
機
を
含
む
救
急
車
両
編
隊

を
見
か
け
た
と
き
は
、
も
う
既
に
と

の
驚
き
と
心
強
か
っ
た
の
を
思
い
出

し
ま
す
。

現
地
で
の
各
方
面
へ
通
じ
る
道
路

の
状
況
確
認
を
と
急
ぐ
が
、
ま
と
も

な
道
路
が
ほ
と
ん
ど
無
い
。
山
間
部

道々テセ 2005,12 5 7
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へ
い
く
道
は
あ
ち
こ
ち
で
の
斜
面
崩

落
。
橋
は
、
橋
台
背
面
の
沈
下
で
生

じ
た
段
差
。
そ
し
て
地
震
後
の
斜
面

崩
壊
で
河
川
埋
塞
し
泥
流
が
押
し
寄

せ
た
集
落
。
そ
こ
で
は
泥
だ
ら
け
で

山
か
ら
徒
歩
で
避
難
し
て
く
る
高
齢

者
、
そ
し
て
度
重
な
る
余
震
。

夜
遅
く
県
庁
に
戻
り
、
重
い
気
持

ち
で
報
告
し
た
の
を
記
憶
し
て
い
ま

す

(写
真
1
,
3
)。

当
時
の
明
る
い
話
題
と
言
え
ば
、

｢優
太
ち
ゃ
ん
の
救
出
｣
や
解
消
し

て
い
く
孤
立
集
落
、
確
保
さ
れ
る
主

要
な
陸
路
の
知
ら
せ
で
し
た
。
特
に

山
に
囲
ま
れ
た
中
越
地
方
に
と
っ
て

重
要
な
幹
線
で
あ
る
高
速
道
路
と
直

轄
国
道
が
徐
々
に
規
制
解
除
さ
れ
早

期
に
復
旧
し
た
こ
と
は
、
被
災
者
へ

の
物
資
輸
送
や
復
旧
活
動
に
と
っ
て

大
き
な
出
来
事
で
し
た
。

◆
復
旧
に
向
け
て

地
震
か
ら
一
ヵ
月
後
の
三

月
二

四
日
か
ら
公
共
土
木
施
設
の
災
害
査

定
が
始
ま
り
ま
し
た
。
最
終
的
な
復

旧
箇
所
は
県
全
体
で
三
、
五
三
九
箇

所
。
う
ち
県
工
事
は
一
、
四
人
五
ヵ

所
。
そ
の
他
に
災
害
関
連
緊
急
事
業

も
。
査
定
手
続
き
の
簡
素
化
を
し
て

頂
い
た
の
も
あ
り
ま
す
が
、
他
の
都

道
府
県
な
ど
か
ら
の
土
木
技
術
職
員

関越道
通開

通

線

問

車

線

4

全R

蜘
5

月

明

創

国道17号 通開蝶媛ネ、
通

津

開

南

線

和

全日
加

励
捌

u

(

国道117号
通

行

開

通

線

互

全

交側
一日
日
月

視

部
明
↑

国道252号
通

行

開

通

線

互

全

交側

日

片

知

部
明
↑

国道290号
通

行

開

通

線

互

全

交側

目

琥
2

ル洲

朋
↑

国道3鼠号
通

行

開

通

線

互

全

交…側

日

片
旧

都
胡

↑

58 遣行セ 2005.12

の
応
援
の
お
か
げ
で
、
一
月
二
八
日

注
な
ど
で
応
援
頂
い
て
お
り
ま
す
。

ま
で
の
約
二
ヵ
月
で
終
え
る
こ
と
が

お
か
げ
さ
ま
で
、
三

月
三
〇
日

出
来
ま
し
た
。
応
援
職
員
の
方
々
に

現
在
、
県
管
理
国
県
道
の
全
面
交
通

と
っ
て
は
、
慣
れ
な
い
土
地
で
一
九

止
箇
所
は
全
二
二
四
ヵ
所
の
う
ち
、

年
ぶ
り
の
豪
雪
と
悪
条
件
が
重
な
り

一
七
九
ヵ
所

(八
0
%
)
解
消
さ
れ

ま
し
た
が
、
雪
を
掻
き
分
け
て
、
写

ま
し
た

(表
1
5
4
)。

真
撮
影
や
深
夜
ま
で
資
料
づ
く
り
と

ま
た
、
国
土
交
通
省
や
全
国
の
地

応
援
し
て
頂
い
た
方
々
の
パ
ワ
ー
に

方
整
備
局
の
方
々
に
よ
る
市
町
村
支

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
一
六
年

援
、
他
県
自
治
体
職
員
に
よ
る
被
災

三

月
一
日
か
ら
平
成
一
七
年
三
月

住
宅
危
険
度
判
定
な
ど
な
ど
土
木
関

二
五
日
ま
で
で
延
ベ
ニ

、
九
六
四

係
に
頂
い
た
支
援

･
応
援
だ
け
で
も

人
の
土
木
技
術
職
員
の
応
援
を
頂
き

誌
面
で
は
伝
え
切
れ
ま
せ
ん
。

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
四
月
か
ら
二

こ
の
誌
面
を
お
借
り
し
ま
し
て
、

八
県
四
七
人
の
土
木
技
術
職
員
が
新

全
国
の
み
な
さ
ま
に
本
当
に
深
く
感

潟
県
に
派
遣
さ
れ
、
復
旧
工
事
の
発

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

写真 2 橋台背面に生じた段差

写真 1 泥流に襲われた集落

号

朧
の
鴛

　

　

　
　

写真3 道路の崩壊
(国道252号 魚沼市)

表 1 幹線道路の交通規制状況



　　
寿
全

全箇所 現在規制箇所

224ヵ所 新
奪

表 2 新潟県への応援土木技術職員

臘
ト
追

L

-

江皿
16都道府県から56人

瀦
ト
鉦

江

川

話皿
23都道府県1政令市から93 ~ 97人

鯲
ト
m纈 26都道府県から91 ~ 95人

路

囮

轌
落
現

り
集
め

しよ
れ
ん
=

に
れ
玖

止
さ
伯

響4
が

表

全箇所 現在遮断箇所

61集落

落

解

縛

集

落

率

7

集

消

◎陸路での一時帰宅が不可能な

集落は、 全て解消済み

◆
本
格
復
旧

新
潟
県
で
は
、
県
民
が
思
い
を
ひ

と
つ
に
し
て
復
興
に
当
た
る
た
め

に
、
市
町
村
と
復
興
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。
復
興
の
目
標
時
期
は
概
ね

一
〇
年
後
の
平
成
二
六
年
と
し
、
生

活
や
生
業
の
基
盤
と
な
る
道
路
網
は

早
期
に
復
旧
が
必
要
な
こ
と
か
ら
平

成

一
八
年
度
末
完
了
の
予
定
で
す
。

そ
の
た
め
、
大
規
模
な
土
砂
崩
れ
で

原
形
復
旧
が
困
難
な
箇
所
は
ト
ン
ネ

ル
化
や
バ
イ
パ
ス
化
な
ど
に
よ
る
復

旧
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に

被
害
の
大
き
い
復
旧
箇
所
を
紹
介
し

ま
す
。

等
直
轄
代
行
に
よ
る
一
般
国
道
二
九

一
号
災
害
復
旧

小
千
谷
市
か
ら
旧
山
古
志
村
を
横

断
し
、
旧
広
神
村
に
至
る
一
般
国
道

二
九
一
号
は
、
大
規
模
な
地
す
べ
り

や
芋
川
の
河
道
埋
塞
対
策
な
ど
高
度

な
技
術
を
要
す
る
事
か
ら
国
へ
直
轄

代
行
に
よ
る
災
害
復
旧
を
要
請
し
、

特
に
被
害
の
著
し
い
約
一
0
m
の
区

間
を
国
が
復
旧
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。

能

落

2

　
　
　
　
　

　

て
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図 2 旧山古志村国県道道路網図

(H 17.8現在)

、ネ

旧
ン

復

,

墾
JQ

O

き
X　

　

　　

　

復
旧
に
あ
た
り
学
識
経
験
者
や
専

門
家
か
ら
な
る

｢国
道
二
九
一
号
災

害
復
旧
技
術
検
討
会
｣
を
設
置
し
、

延
長
約
八
〇
0
m
の
ト
ン
ネ
ル
に
よ

る
代
替
ル
ー
ト
や
橋
梁
架
掛
け
替
え

な
ど
の
方
針
を
決
定
し
平
成
一
人
年

秋
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
里
山
の
風
景
と
道
路
と
が

調
和
し
地
域
資
源
の
価
値
を
高
め
る

｢
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
｣
の
考

え
方
を
導
入
し
て
い
ま
す

(図
2
)。

◆
主
要
地
方
道
柏
崎
高
浜
堀
之
内
線

羽
黒
ト
ン
ネ
ル
改
良
復
旧

(旧
山

古
志
村
)

羽
黒
ト
ン
ネ
ル
は
、
旧
山
古
志
村

を
東
西
に
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
要
で

す
が
、
地
す
べ
り
に
よ
る
地
山
の
変

状
の
影
響
を
受
け
、
覆
工
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
剥
離
や
路
面
の
隆
起
な
ど
の

被
害
を
受
け
ま
し
た

(写
真
4
)
。

既
設
ト
ン
ネ
ル
は
、幅
員
五
･
o
m
、

延
長
五
〇
四
m
の
車
道
ト
ン
ネ
ル
と

幅
員
一
･
五
m
、
延
長
五
五
0
m
の

歩
道
ト
ン
ネ
ル
に
よ
る
断
面
構
成
で

一般国道291号
直轄代行災害復旧工事 約1okm



復旧前 既設車道トンネル 既設歩道トンネル

設

設

灘既
贓新

藝
廳
隣
罐

範

ギ壗
溝
費
諄

影磯

き
照
※
鱸

復旧後 杠勢Y/け付教工内 凝付襞醸
3 羽黒トンネル断面構成図 写真4 被害を受けた羽黒トンネル

未
改
良
区
間
で
し
た
。
し
か
し
車
道

ト
ン
ネ
ル
の
復
旧
に
は
支
保
工
と
吹

き
付
け
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
必
要
で
す

が
更
に
断
面
を
狭
く
す
る
事
、
ト
ン

ネ
ル
前
後
の
道
路
が
改
良
済
で
将
来

的
に
改
良
が
必
要
で
あ
る
事
か
ら
、

県
施
工
の
道
路
復
旧
工
事
で
唯
一
、

改
良
復
旧
と
な
る
箇
所
で
す
。

計
画
は
、
既
設
の
歩
道
ト
ン
ネ
ル

を
幅
員
四
･
o
m
の
右
車
線
と
幅
員

二
･
o
m
の
歩
道
を
備
え
た
断
面
の

新
設
ト
ン
ネ
ル
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

応
急
復
旧
し
た
既
設
車
道
ト
ン
ネ
ル

を
他
の
復
旧
工
事
の
運
搬
路
と
し
て

使
用
し
な
が
ら
既
設
歩
道
ト
ン
ネ
ル

を
工
事
す
る
た
め
、
通
常
の
二
車
線

と
歩
道
を
備
え
た
ト
ン
ネ
ル
で
全
面

通
行
止
め
と
な
る
工
事
よ
り
円
滑
な

復
旧
活
動
に
貢
献
し
、
ま
た
工
事
費

の
削
減
を
実
現
し
ま
し
た

(図
3
)。

◆

一
般
県
道
小
千
谷
長
岡
線

(長
岡

市
妙
見
町
)

延
長
約
二
五
0
m
の
斜
面
崩
壊
で

｢優
太
ち
ゃ
ん
救
出
｣
や
報
道
な
ど

で
中
越
地
震
を
象
徴
す
る
現
場
で
す

(写
真
5
)。

中
越
地
方
中
心
都
市
の
長
岡
市
と

小
千
谷
市
を
結
び
、
震
災
前
は
日
当

た
り
七
、
0
0
0
台
以
上
の
交
通
量

の
あ
る
幹
線
道
路
で
、
早
期
の
復
旧

が
望
ま
れ
ま
し
た
。し
か
し
一
方
で
、

震
災
の
追
悼
や
復
興
の
象
徴
と
し
て

後
生
に
残
す
メ
モ
リ
ア
ル
拠
点
と
し

て
保
存

･
整
備
の
意
見
も
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
た
め
県
で
は
、
橋
梁
や
ト
ン

ネ
ル
な
ど
に
よ
る
復
旧
工
法
三
案
を

公
開
し
、
県
民
の
意
見
を
聞
き
方
針

決
定
す
る
事
と
し
、
三

月
中
旬
に

は
崩
壊
現
道
を
掘
削
し
震
災
前
に
近

い
道
路
復
旧
計
画
と
な
り
ま
し
た
。

本
格
的
に
は
平
成
一
八
年
度
春
着
工

と
な
り
、
一
八
年
度
中
の
完
了
予
定

で
す
。

◆
終
わ
り
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
中
越

地
震
で
し
た
が
、
全
国
の
み
な
さ
ま

の
お
力
を
借
り
、
被
災
地
の
復
興
の

た
め
早
期
に
社
会
基
盤
の
復
旧
を
進

め
ま
す
の
で
、
今
後
も
ご
支
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。ミミトミトひきなさ~むご、 案じミ

日後に優太ちゃん救助
長岡市妙見町の崩落現場)　　壽　　

写

“



も
て
な
し
と
に
ぎ
わ
い
の

ま
ち
み
ち

衞
週
づ
く
り
を
国
指
し
た
蘂
週
実
験
調
査

;
く
ら
し
の
み
ち
ゾ
ー
ン
社
会
実
験
;

山
形
県
大
江
町
建
設
水
道
課

嚼

蹴
じ
め
に

大
江
町
は
、
山
形
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
東
端
の
最
上
川
と
月
布
川
の
合
流
点
に
中
心
市
街
地

と
な
る
左
沢
地
区
が
あ
り
、
江
戸
時
代
元
禄
期
以
降
、
酒

田
と
米
沢
を
結
ぶ
最
上
川
舟
達
航
路
の
中
継
地
と
し
て
栄

え
、
往
時
の
繁
栄
を
偲
ば
せ
る
商
家
の
町
並
み
が
残
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
左
沢
船
着
場
の
に
ぎ
わ
い
が
山
形
県
を
代

表
す
る
民
謡

｢最
上
川
舟
唄
｣
を
生
み
出
し
、
舟
唄
発
祥

の
地
と
し
て
知
ら
れ
た
水
郷
の
町
で
あ
り
ま
す
。

左
沢
地
区
で
は
、
近
年
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展

や
郊
外
店
舗
立
地
に
よ
る
集
客
の
減
少
、
少
子
高
齢
化
に

よ
り
に
ぎ
わ
い
が
薄
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
昔
な

が
ら
の
町
並
み
が
残
り
、
歩
い
て
い
け
る
場
所
に
全
て
の

も
の
が
そ
ろ
う
コ
ン
パ
ク
ト
な
街
が
形
成
さ
れ
て
い
ま

す
。そ

こ
で
、
街
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
人
が

中
心
と
な
る
お
年
寄
り
と
子
ど
も
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
と
し
て
、
平
成
一
五
年
七
月
に

｢く
ら
し

の
み
ち
ゾ
ー
ン
｣
と
し
て
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

古
き
良
き
時
代
の
賑
わ
い
や
歴
史
、人
情
を
受
け
継
ぎ
、

人
が
安
全
に
楽
し
み
な
が
ら
暮
ら
し
た
り
、
訪
れ
る
こ
と

が
で
き
る
場
所
と
し
て
、
｢も
て
な
し
と
に
ぎ
わ
い
の
街

道
づ
く
り
｣を
進
め
て
い
く
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

二

実
験
の
目
的
と
概
襄

魅
力
を
引
き
だ
し
、
に
ぎ
わ
い
を
産
み
出
す
た
め
、
左

沢
地
区
の
顔
と
な
る
左
沢
中
央
通
り
商
店
街

(国
道
及
び

主
要
地
方
道
"約
三
三
0
m
)
に
お
い
て
、
以
下
二
点
の

社
会
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

実
験
の
目
的

①

車
の
ス
ピ
ー
ド
で
は
分
か
り
づ
ら
い
…
人
の
ス
ピ

ー
ド
で
楽
し
め
る

｢ひ
と
中
心
｣
の
み
ち
と
す
る

↓
車
道
を
狭
く
、
歩
道
を
広
く

(交
互
通
行
、
一
方
通

行
)
仮
想
配
電
盤
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
体
験

②

｢み
ち
づ
く
り
｣
だ
け
で
は
魅
力
が
伝
わ
ら
な
い

に
ぎ
わ
い
は
生
ま
れ
な
い
…
み
ち
づ
く
り
だ
け
で
な

く

｢ま
ち
づ
く
り
｣
が
大
切

↓
も
て
な
し
あ
る
取
り
組
み
と
景
観
づ
く
り

(花
の
風

景
、
空
き
店
舗
の
活
用
、
イ
ベ
ン
ト
、
各
商
店
の
協

力
)
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県

県
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形
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支

山
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※ 社会実験の事業母体、実験内

容等の検討協議、 実施計画等の

討 ･作成、実験事業の準備 ･

くらしのみちづくり協議会
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図 実施体制

　　

　　

　　

　

　

　

-フボ

亘

実
験
の
内
容

1

実
験
の
実
施
体
制

(図
1
)

社
会
実
験
で
は
、
く
ら
し
の
み
ち
づ
く
り
協
議
会

(平

成
一
六
年
一
月
結
成
)
を
核
と
し
て
、
道
路
実
験
の
線
形

や
幅
員
構
成
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
内
容
、
イ
ベ
ン
ト
内
容

等
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
ま
し
た
。

待避所 待避所

　　 　　　　　　　
第 1駐車場 、 潴ミ

　走
面　

　

場車

;

　
　
　

図 2 パターン l (交互通行)

ま
た
、
実
験
後
の
道
づ
く
り
プ
ラ
ン
の
検
討
、
商
店
街

を
盛
り
上
げ
る
活
動
に
つ
い
て
も
協
議
会
を
中
心
と
し
な

が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

2

実
験
の
内
容

の

｢ひ
と
中
心
｣
の
み
ち
と
す
る
↓
車
道
を
狭
く
、
歩

道
を
広
く
!

本
社
会
実
験
で
は
、
平
成
一
六
年
一
〇
月
一
二
日
~
一

l
6き
場

躍

車

　

　

　　

　　

　

　

　

　

　

第

W

歩

如2

図 3 パターン2 (一方通行)

七
日
と
一
〇
月
一
九
日
~
二
四
日
の
二
回
に
分
け
て
、
ニ

パ
タ
ー
ン
の
道
路
線
形
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

◆
パ
タ
ー
ン
1

交
互
通
行

(平
成
一
六
年
一
〇
月
一

二
日

(火
)
~
一
七
日

(日
)

終
日
)

道
路
を
交
互
通
行
と
し
た
パ
タ
ー
ン
1
で
は
、
車

道
幅
員
を
狭
め
て
歩
道
を
広
く
し
ま
し
た

(車
道
幅

員
四
･
五
~
五
･
五
m
、
歩
道
幅
員
二
･
一
~
二

･

待避所



六
m
)
。
ま
た
、
普
通
車
輌
は
従
来
ど
お
り
対
面
通

行
と
し
ま
し
た
が
、
大
型
車
輌
は
進
入
禁
止
、
荷
お

ろ
し
や
乗
降
以
外
の
駐
停
車
は
禁
止
と
し
ま
し
た

(図
2
)。

◆
パ
タ
ー
ン
2

一
方
通
行

(平
成
一
六
年
一
〇
月
一

九
日

(火
)
~
二
四
日

(日
)

一
〇
時
~
一
八
時
)

道
路
を
一
方
通
行
と
し
た
パ
タ
ー
ン
2
は
、
車
道

幅
員
を
狭
め
て
ス
ラ
ロ
ー
ム
型
と
し
、
歩
道
を
広
く

し
ま
し
た
。
(車
道
幅
員
四
･
o
m
~
五
･
五
m
、

歩
道
幅
員
二
･
一
m
~
二

･
八

m
)
ま
た
、
停
車
帯

を
六
カ
所
、
六
台
分
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
場
合
、

大
型
車
輌
は
進
入
禁
止
、
一
般
車
輌
は
駐
車
禁
止
と

し
、
荷
お
ろ
し
や
乗
降
車
輌
は
、
停
車
帯
以
外
で
の

空
き
店
舗
を
利
用
し
た

｢く
ら
し
の
み
ち
本
部
｣

停
車
禁
止
と
し
ま
し
た

(図
3
)。

を

黙明
鵲

こ
粥
没
し

し
こ
o
,

い
ま
･
′

◆
バ
リ
ア
フ
リ
ー
体
験

(実
験
期
間
中

終
日
)

歩
道
が
か
ま
ぼ
こ
型
に
な
っ
て
お
り
、
歩
き
づ
ら

い
道
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
歩
道
の
一
部

(
一

0
m
程
度
)
を
仮
舗
装
し
、
段
差
の
な
い
広
々
と
し

た
歩
道
幅
員
を
体
感
し
て
も
ら
い
ま
し
た

(写
真

ー
)
。

②

｢も
て
な
し
｣
の
雰
囲
気
づ
く
り
、
取
組
み
↓
花
の

景
観
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
!

◆
空
き
店
舗
の
活
用
"く
ら
し
の
み
ち
本
部

｢
一
服
な

ん
た
っ
す
｣
の
開
設

(実
験
期
間
中

終
日
)

,

Tと写真2 店先を開放し、立ち寄りやすい雰囲気と
した本部。自然と人が集まる

写真 3 ガーデニング名人によるガーデ

レ

デ

を
実
験
期
間
中
に
開
設
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
当

番
制
で
商
店
街
の
方
に
常
駐
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

写真4 呉服屋きんでのパッチワーク体験

写真 1 仮舗装によるフラット体験



のブー

　
　
　
　

　　
　
　

熟
士
の

同
ス

写真5 子供同士の商売体験 1番人気

社
会
実
験
の
紹
介
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記
入
･
回
収
、

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た

(写
真

2
)
0

写真 6 お茶屋さんによる野点を楽しむ

写真 8 車道 ･歩道の境にプランターを
設置

写真フ 美容師によるネイルサロン

◆
も
て
な
し
の
風
景

…
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
花
壇
づ
く
り

(
一
〇
月
一
六
日

(土
)、
一
三
ニ
日

(土
こ

実
験
中
の
土
曜
日
に
は
、
商
店
街
に
よ
る
企
画
、

実
行
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

商
店
街
に
住
む
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
名
人
や
美
容
室
の

若
者
、
商
店
街
に
住
む
子
供
た
ち
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
人
が
企
画
･
運
営
に
関
わ
り
な
が
ら
、
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
し
た

(写
真
3
j
8
)。

四

実
験
の
結
果
と
分
析

今
回
、
道
路
線
形
調
査
に
併
せ
て
、
交
通
量
状
況
調
査
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

◎
結
果
1
…対
象
路
線
で
の
自
動
車
交
通
量
、
大
型
車

混
入
率
の
減
少

↓
他
路
線
へ
の
振
替
に
よ
り
歩
行
者
の
安
全
性
が
高
ま

り
ま
し
た
!

社
会
実
験
の
対
象
路
線

((主
)
長
井
大
江
線
)

で
の
自
動
車
交
通
量
は
、
交
通
規
制
が
強
ま
る
に
従

っ
て
、
自
動
車
交
通
量
が
減
少
し
て
お
り
、
そ
の
一

方
で
、
地
区
内
の
通
過
交
通
排
除
の
役
割
を
担
っ
て

い
る
国
道
四
五
人
号
バ
イ
パ
ス
で
は
、
交
通
量
が
増

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
型
車

(乗
用
車
、
貨
物
車
)

に
つ
い
て
も
、
ア
ク
セ
ス
路
線
に
振
替
え
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
自
動
車
交
通
量
が
減
少
し
、
歩
行

者
の
安
全
性
が
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
ま
す

(図
4
)。

◎
結
果
2
…歩
行
者
、
自
転
車
交
通
は
ほ
と
ん
ど
変
化

な
し
、
イ
ベ
ン
ト
時
で
増
加

↓
ひ
と
を
呼
び
寄
せ
る
事
で
の
賑
わ
い
効
果
を
生
み
出

す
事
が
必
要
!

“ 道イテセ 2005,12
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交

し蒸発も淺淺翌週量の賑乱養娑罰

【(主)長井大江線】 (実験対象路線)

図 4 自動車交通量の変化 (通常時 ･交互通行 ･一方通行)

図 6 道路形態別の評価 (小中学生 ･来訪者 ･商店主)
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社
会
実
験
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対
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路
線
で
の
･

歩
行
者
自
転
車
交
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締
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郊
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い
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精
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こ
G
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通
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比
べ
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減
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す
o
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ミ
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伍

麺

ン
ト
も
増
え
て
い
ま
す
‘
こ
の
こ
こ
に
か
ら
、
道
路
整

勧
賞巽廉褻総瀦総
勢総裁濁さ

毫

備
の
み
で
は
人
の
賑
わ
い
は
生
ま
れ
ず
、
賑
わ
い
の

1

鯛
瀰
総谷獺弩饌絲淺鰈鰯
鍼W鰈総、
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自

拷

マ

リ
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
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霧

鵠
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、壽

図

◎
鸚

交

互
通
行
･

芳
通
行
の
評
価
は

商
店

榊
稲
灘競
牽
き

鼾

概
辯
鱒増

主
義

者
で
考
“
方
逢

い
あ
“

“

''
例
“

“

↓
子
供
た
ち
が
望
む
歩
行
者
中
心
の
歩
き
や
す
い
道
づ

務
歩



　　
　

無
7

図 7 空き店舗利用やイベント等のもてなしの取組み意向 (小中学生 ･来訪者 ･商店主)

く
り
を
!

交
互
通
行
･
一
方
通
行
を
比
べ
る
と
、
交
互
通
行

の
評
価
が
高
や
や
高
く
、
来
訪
者
の
六
割
が
車
利
用
者

で
あ
る
た
め
、
車
で
の
来
訪
を
考
え
た
み
ち
づ
く
り
を

望
む
声
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
動
車
父
通

の
減
少
に
よ
り
、
客
足
が
遠
の
く
事
を
心
配
す
る
商
店

主
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
歩
行
空
間
が
広

が
り
、
車
の
ス
ピ
ー
ド
が
落
ち
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

来
訪
者
や
小
中
学
生
に
好
評
で
あ
る
た
め
、
歩
行
者
が

中
心
の
歩
き
や
す
い
み
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
事
が

大
切
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す

(図
6
)。

で道路構造や幅
た

、′
L
)

　
　　員構成、景観デザインを考えました　ャザチ

デ
一バ

旦
RV

　
図

◎
結
果
4
…今
後
の
も
て
な
し
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
商
店
主
と
来
訪
者
で
意
見
の
違
い
あ
り

↓
来
訪
者
が
望
む
事
を
認
識
し
、
一
緒
に
な
っ
て
盛
り

上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
!

来
訪
者
は
商
店
街
に

｢楽
し
さ
、
ふ
れ
あ
い
｣
を

求
め
て
お
り
、
み
ち
づ
く
り
へ
の
協
力
意
向
も
高
い

こ
と
か
ら
、
商
店
主
だ
け
で
は
な
く
、
子
供
た
ち
や

周
辺
住
民
と
協
力
し
な
が
ら
、
商
店
街
を
盛
り
上
げ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す

(図

7
)
。

は
はぎ

写真 9 円陣をつくりながら、道路整備プランを考え
ました
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五

社
会
実
験
$
そ
の
麓
$

社
会
実
験
か
ら
様
々
な
問
題
点
や
改
善
点
が
浮
か
び
上

が
っ
て
き
ま
し
た
。

左
沢
地
区
の
基
本
理
念
は
、
｢も
て
な
し
と
に
ぎ
わ
い

の
街
道
づ
く
り
｣
で
あ
り
、
ひ
と
が
安
全
に
訪
れ
た
り
暮

ら
し
た
り
で
き
る
環
境
を
作
り
出
し
な
が
ら

｢魅
力
を
引

き
出
す
、
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
す
｣
た
め
に
は
、
地
域
住

民
の
協
力
や
工
夫
な
し
で
は
で
き
な
い
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
社
会
実
験
後
に
は
、
住
民
自
ら
が
自
分
自

身
の
問
題
と
し
て
受
け
止
め
、
｢ま
ち
｣
と

｢み
ち
｣
を

育
て
て
い
く
機
運
を
高
め
て
い
く
た
め
、
く
ら
し
の
み
ち

ゾ
ー
ン
座
談
会
や
商
店
街
の
集
ま
り
を
開
催
し
、
道
づ
く

り
や
商
店
街
で
の
も
て
な
し
に
つ
い
て
検
討
を
続
け
て
い

ま
す

(図
8
、
写
真
9
‘
訃
)。

穴

お
わ
り
に

平
成
一
五
年
五
月
左
沢
地
区
住
民
の
要
望
を
受
け
て
、

県
当
局
の
ご
指
導
を
賜
り
な
が
ら

｢く
ら
し
の
み
ち
ゾ
ー

ン
｣
に
応
募
し
た
わ
け
で
す
が
、
見
事
住
民
の
熱
意
が
通

写真= たくさんの人が訪れた空き店舗での道づくり
発表会の様子

じ
同
年
七
月
に
登
録
を
受
け
、
そ
し
て
、
平
成
一
六
年
七

月
社
会
実
験
実
施
地
域
に
指
定
い
た
だ
き
、
国
土
交
通
省

は
じ
め
関
係
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
前
述
し
た

実
験
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

｢ま
ち
｣
と

｢
み
ち
｣
を
育
て
て
い
く
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
に
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
平
成
二
0
年
の
構

想
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。
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写真10 ｢新しい道路に似合う道路って ?｣ を模型に
しながら考えました




